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○ 招  集  告  示 

 

麻績村告示第９号 

 

 令和４年第１回麻績村議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和４年３月１日 

 

麻績村長  塚 原 勝 幸 

 

 １ 日  時  令和４年３月８日（火） 午前 ９時００分 

 

 ２ 場  所  麻績村役場 議会議場 

 



－2－ 

○応招・不応招議員 

 

応招議員（８名） 

    １番  飯 森 茂 孝 君       ２番  塚 原 利 彦 君 

    ３番  宮 下   朗 君       ４番  茂 木 泰 男 君 

    ５番  飯 森 寛 志 君       ６番  宮 川 秀 俊 君 

    ７番  清 水   清 君       ８番  峯 村 賢 治 君 

 

不応招議員（なし） 
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令和４年第１回麻績村議会定例会 （第１日） 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                         令和４年３月８日（火）午前９時開会 

      開会及び開議の宣告 

      議事日程の報告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 村長挨拶 

日程第 ４ 諸般の報告（議員派遣結果報告） 

日程第 ５ 議案第１号から議案第１１号まで一括上程 

      議案第 １号 令和３年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の 

             変更契約の締結について 

      議案第 ２号 麻績村附属機関に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ３号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一 

             部を改正する条例について 

      議案第 ４号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ５号 麻績村営水道条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ６号 麻績村下水道条例の一部を改正する条例について 

      議案第 ７号 麻績村農業集落排水施設の設置等に関する条例の一部を改正する 

             条例について 

      議案第 ８号 麻績村浄化槽整備推進事業に関する条例の一部を改正する条例に 

             ついて 

      議案第 ９号 麻績村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい 

             て 

      議案第１０号 村道路線の認定について 

      議案第１１号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起について 

日程第 ６ 議案第１２号から議案第１８号まで一括上程 

      議案第１２号 令和４年度麻績村一般会計予算 
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      議案第１３号 令和４年度麻績村国民健康保険特別会計予算 

      議案第１４号 令和４年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算 

      議案第１５号 令和４年度麻績村下水道事業特別会計予算 

      議案第１６号 令和４年度麻績村水道事業特別会計予算 

      議案第１７号 令和４年度麻績村介護保険特別会計予算 

      議案第１８号 令和４年度麻績村後期高齢者医療特別会計予算 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  飯 森 茂 孝 君      ２番  塚 原 利 彦 君 

     ３番  宮 下   朗 君      ４番  茂 木 泰 男 君 

     ５番  飯 森 寛 志 君      ６番  宮 川 秀 俊 君 

     ７番  清 水   清 君      ８番  峯 村 賢 治 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（９名） 

村 長 塚 原 勝 幸 君 教 育 長 飯 森   力 君 

村づくり推進 
課 長 塚 原 敏 樹 君 総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 

振 興 課 長 森 山 正 一 君 住 民 課 長 塚 原 貴 志 君 

観 光 課 長 青 木 秀 典 君 教 育 次 長 塚 原 優 仁 君 

代表監査委員 飯 森 雄 三 君   

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 臼 井 孝 夫 
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開会 午前 ９時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（峯村賢治君） 皆さん、おはようございます。 

  定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、ただいまから令和４年

第１回麻績村議会定例会を開会いたします。 

  会議を開く前に申し上げます。新型コロナウイルス感染症拡大予防対策といたしまして、

本定例会において、議場でのマスクの着用、手洗いと消毒液による除菌、議場内の換気の徹

底と加湿、適切な距離を保つための傍聴席の制限を行います。ご不便をおかけしますが、ご

理解をお願いいたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  報道機関より、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（峯村賢治君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

  なお、今期定例会の会期中の日程につきましては、さきの議会運営委員会において審議予

定表のとおり決定していますので、ご報告いたします。 

  事務局長より、議案、配付資料等の確認及び今定例会の日程と本日の議事日程について説

明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（峯村賢治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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  本定例会の会議録署名議員は、麻績村議会会議規則第119条の規定により、７番、清水清

議員、１番、飯森茂孝議員を指名いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（峯村賢治君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

  ２月４日開催の議会運営委員会において、本日８日から15日までの８日間と決定しており

ます。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の会期を本日３月８日から３月15日までの８日間と決定することにご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  今期定例会の会期は、本日３月８日から３月15日までの８日間と決定いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（峯村賢治君） 日程第３、村長挨拶。 

  塚原村長。 

〔村長 塚原勝幸君 登壇〕 

○村長（塚原勝幸君） 開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  本日ここに、令和４年第１回麻績村議会定例会を招集したところ、議員各位には何かとご

多用のところご参集をいただき、厚く御礼を申し上げます。 

  新型コロナウイルス感染症につきましては、世界的に感染が拡大し、とどまるところがな

いままに進化したオミクロン株として猛威を振るい、長野県下においてもまん延防止等重点

措置が発出されるなど、地域コミュニティや地域経済に大きな影響をもたらしております。

今後、１日も早い収束により元の生活が戻ればと願うところでございます。 

  また、今年度末に来て世界情勢は緊迫化しており、ロシアのウクライナへの軍事攻撃が始
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まり、原油価格の高騰などによる燃料や物流コストの上昇を招き、様々な商品が一斉に値上

がりし、家計への影響は大きな負担を招いており、心配されるところでございます。速やか

な平和的解決を望むところでございます。 

  さて、日本経済は、岸田政権が取りまとめた経済政策の効果も出てきており、個人消費や

設備投資の成長率が高まる一方、景気回復に向けての最大のリスクの原因は新型コロナウイ

ルス感染症の新たな変異株の出現であり、予断を許さないところでございます。今後、物価

の上昇に伴い、個人消費が大幅に抑制されることによる景気の低迷も心配されるところでご

ざいます。 

  こうした中で、公共事業の計画的な推進と福祉の充実に努めながら行政運営の健全化を進

めつつ、各種事業の推進に努めてまいりました。少子高齢化を見据えた若者定住住宅建設事

業、地域住民の利便性と安全性を考えた高畑野口線をはじめとした道路改良事業、地域農業

の振興に向けた老朽化した農業用水路の整備事業、子供たちが快適な環境で学習ができるよ

うに学校への空調設備整備事業、地域の安全・安心対策として防火水槽整備事業など、公共

事業の計画的な執行ができました。あわせて、コロナ対策事業につきましても、適切な取組

と確実な執行をすることができました。村民皆様が安心して安全に暮らせる村づくりに向け

て推進するとともに、行財政の効率的運営に向けて進めてまいりたいと思うところでござい

ます。 

  新年度の基本的な事業推進に向けた方針につきましては、新年度予算の提案理由の中で申

し上げますが、公約の具現化に向けて努力をするとともに、今後の麻績村の発展に必要とさ

れる新たな事業につきましては、村民の皆様のご理解をいただきながら進めてまいりたいと

存じます。議員各位におかれましては、今後とも一層ご理解、ご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

  今定例会におきましては、新年度一般会計予算、特別会計予算、条例改正、令和３年度補

正予算など、重要議案につきまして提出してまいります。どうか慎重にご審議賜りますよう

お願い申し上げまして、開会に当たりましてのご挨拶といたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（峯村賢治君） 日程第４、諸般の報告を行います。 
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  議員派遣結果報告について、お手元に配付しているとおりです。 

  その他、報告がありましたら行ってください。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） ないようですので、これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号～議案第１１号の一括上程、提案理由の説明 

○議長（峯村賢治君） 日程第５、議案第１号から第11号までの11件を一括上程いたします。 

  議案名の朗読は省略いたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  塚原村長。 

〔村長 塚原勝幸君 登壇〕 

○村長（塚原勝幸君） 令和４年３月議会定例会に提出いたしました条例改正等の議案につき

まして提案理由を申し上げます。 

  初めに、議案第１号 令和３年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の変

更契約の締結についての提案理由を申し上げます。 

  令和３年８月27日付で議会の議決をいただき事業を進めてまいりました社会資本整備総合

交付金事業道路改良工事について、契約内容に変更が生じたため、地方自治法第96条第１項

第５号の規定及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

  なお、議決後は仮契約を本契約に切り替えるものであります。 

  次に、議案第２号 麻績村附属機関に関する条例の一部を改正する条例についての提案理

由を申し上げます。 

  本件は、新たに麻績村予防接種健康被害調査委員会及び麻績村福祉施設整備研究検討委員

会を設置するものであります。 

  次に、議案第３号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例についての提案理由を申し上げます。 

  本件は、消防団員の処遇等に関する検討会最終報告を受け、国において処遇改善を進めて

いることから、麻績村におきましても消防団員等の報酬の改正を行うものです。 
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  また、新たに予防接種健康被害調査委員会委員及び福祉施設整備研究検討委員会委員も加

えるものであります。 

  次に、議案第４号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての提案理由

を申し上げます。 

  本件は、国民健康保険事業における今後の健全運営に向けた税率改正について、麻績村国

民健康保険運営協議会へ諮問をし、令和４年２月４日に答申をいただいております。この答

申に基づき資産割額を引き下げる改正を行うものであります。 

  次に、議案第５号 麻績村営水道条例の一部を改正する条例について、議案第６号 麻績

村下水道条例の一部を改正する条例について、議案第７号 麻績村農業集落排水施設の設置

等に関する条例の一部を改正する条例について、議案第８号 麻績村浄化槽整備推進事業に

関する条例の一部を改正する条例についての提案理由を一括して申し上げます。 

  水道事業及び下水道事業における今後の健全運営に向けた料金改定について、昨年、委員

会へ諮問し、12月24日に答申をいただいております。この答申に基づいて水道及び下水道

料金の改定をするものとともに、消費税の課税方式の変更について条例改正を行うものであ

ります。また、水道事業における給水区域の表記の変更について、併せて改正するものであ

ります。 

  次に、議案第９号 麻績村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についての

提案理由を申し上げます。 

  本件は、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律が一部改正されたことに伴い、

本条例を改正するものでございます。 

  次に、議案第10号 村道路線の認定についての提案理由を申し上げます。 

  桑山地区の麻績村移住定住促進住宅建設事業に伴い、造成地内の道路２路線について新た

に村道に認定するため、議会の議決を求めるものであります。 

  次に、議案第11号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起についての提案理由を申し上

げます。 

  聖高原別荘地地上権設定契約者の長期にわたり地代を滞納している者に対し、地上権設定

契約に基づく権利解除を法的行為により行うため、地方自治法第96条第１項第12号の規定

により、議会の議決を求めるものであります。 

  以上、条例改正等、議案11件の提案理由を申し上げました。よろしくご審議のほどお願い

をいたします。 
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○議長（峯村賢治君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  本日は上程のみとし、審議、採決は本定例会第３日目の３月14日に予定しておりますが、

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 本日は上程のみとすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１２号～議案第１８号の一括上程、提案理由の説明 

○議長（峯村賢治君） 日程第６、議案第12号 令和４年度麻績村一般会計予算から議案第

18号 令和４年度麻績村後期高齢者医療特別会計予算までの７件を一括上程いたします。 

  議案名の朗読は省略いたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  塚原村長。 

〔村長 塚原勝幸君 登壇〕 

○村長（塚原勝幸君） 令和４年度予算の提案理由を申し上げます。 

  国では、令和３年10月４日に新たに岸田内閣が発足、国民の生活を守り、国民の所得を増

やす政策に取り組むとし、新型コロナウイルス対策では健康危機管理を抜本的に強化してい

くとしています。 

  新年度施政方針については、新型コロナウイルス感染症への対応に万全を期するとともに、

コロナ後の新しい日本をつくり上げるため、成長と分配の好循環による新しい資本主義の実

現、気候変動問題への対応、全ての人が生きがいを感じる社会の取組、東日本大震災をはじ

め各地の災害からの復興・創生や防災・減災、国土強靱化、地域活性化などを重点に据えて

おります。 

  こうした方針に基づいて編成された国の令和４年度一般会計予算は107兆5,964億円で、

前年度比9,867億円、0.9％の増となり、４年連続で100兆円の大台を突破しております。 

  また、地方財政収支見通しについては、地方交付税が18兆538億円で前年度比6,153億円、

3.5％の増、臨時財政対策債は１兆7,805億円で前年度比３兆6,992億円、67.5％の減、地方

税及び地方譲与税は43兆8,283億円で前年度比３億9,262億円、9.8％増となっており、地方
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財源における一般財源額では63兆8,635億円で前年度比7,203億円、1.1％の増となっており、

交付団体ベースでは62兆135億円、前年度比203億円、前年度並みの財源が確保されており

ます。 

  一方、長野県は、最終年を迎えるしあわせ信州創造プラン2.0での総仕上げを図るととも

に、コロナ禍や自然災害による基盤が揺らいでいる確かな暮らしを守る施策のほか、信州回

帰プロジェクト、長野県ＤＸ戦略の推進、脱炭素化、地球温暖化対策本格化、災害からの復

旧・復興と災害の教訓を生かした防災・減災対策や逃げ遅れゼロ等の推進、これらに重点を

置いて予算編成をしています。 

  令和４年度一般会計予算は１兆849億円で、前年度比426億円、4.1％増となっております

が、新型コロナウイルス感染症、東日本対応予算2,290億円を除きますと約8,559億円で、

前年度比45億円、0.5％減となっております。 

  このような状況下にあって、麻績村は新型コロナウイルス感染症への対応に万全を期する

とともに、第６次麻績村振興計画に基づき「明るい未来につながる、元気な麻績村」の実現

に向けた村づくりを進めております。 

  人口減少、少子高齢化、地域産業の衰退という大きな地域課題に対処するため、また多様

化・高度化・増大化する行政需要に的確に応えるため、国の第２期まち・ひと・しごと創生

総合戦略など有利な事業活用をはじめとし、事業の創意工夫と重点化を図り、住民目線に立

った行政運営に努めております。 

  こうした方針の下で、新年度重点を置いて進める主要事業について申し上げます。 

  まずは、地域経済の衰退と地域コミュニティの崩壊を招きかねない新型コロナウイルス感

症対策です。令和３年度から引き続いているコロナ関連事業につきましては、速やかに確実

な執行に努めるとともに、新型コロナウイルスワクチン接種など、新たに生じる事業に対し

ましても迅速・的確に対処してまいります。 

  次に、若者定住施策の促進と子育て、教育環境のさらなる充実です。 

  少子高齢化、過疎化、人口減少に歯止めがかからない現状ですが、将来に向けて減少率を

緩和し、増加に転じることが重点と考えます。空き家等を活用した都市圏からの移住定住者

の促進と農村・農業体験や移住体験ができるお試し住宅の活用、地理的条件を生かした近隣

中核市等のベッドタウンとして若者たちが安心して住める生活環境の整備促進を継続して進

めてまいります。 

  また、子供たちをより豊かに育てるための保護者の経済的負担を軽減し、安心して子育て
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ができる環境の推進から新生児の聴覚検査費用や保育園、小学校、中学校の給食費等の負担

軽減を図ってまいります。 

  教育環境の充実に向けては、保・小・中の途切れのない支援と一貫教育の推進を進め、小

規模・少人数というメリットを最大限に生かした密度の濃い教育を進めるとともに、ＩＣＴ

教育の充実を図る中で、未来をつくる資質や能力を育む子供たちの育成と、自ら考え、自ら

学び、自ら生き抜く力を持った力強い子供たちの教育意欲の向上へとつなげてまいります。 

  いずれにしましても、将来の麻績村を担う子供たちの教育については、自然豊かな環境の

中で心豊かに伸び伸びと明るく元気な子供たちの育成を図ってまいります。 

  次に、高齢者や障害者に優しい福祉の充実です。 

  高齢者の皆さんが住み慣れた地域で自分らしい生活が最後までできるように、社会福祉協

議会の充実と各種予防事業の強化を図りつつ、医療、介護、予防、住まいの支援が包括的に

確保される地域包括ケアシステムを推進し、地域で一体的に支えていく体制づくりの強化を

図ってまいります。 

  また、福祉センターにつきましては、利用しやすい施設に向けての環境整備を進めてまい

りますし、障害者の皆様の就労や支援の場であります福祉企業センター、山ぼうし作業場に

つきましては、老朽化が激しく、環境改善に向けた現状分析と今後のあるべき姿の具体的な

研究、検討を進め、幅広いニーズに応えられるように福祉の充実に努めてまいります。 

  次に、地域産業の基盤強化と観光事業の振興です。 

  地域商工業者も人口減少に伴う消費の落ち込みや購買力の流失、後継者不足から衰退傾向

にありますが、商工業の体質強化に向けた各種制度への支援の強化を図るとともに、交通網

の利便性を生かし、新たな企業の誘致にも引き続き努めてまいります。 

  また、麻績村の玄関口であります聖高原駅前の総合的な取組に向けて、今後、商工業の皆

さんも交える中で総体的に検討を進めてまいります。 

  農業経営の推進ですが、後継者不足による耕作放棄に伴う遊休荒廃地が急増しており、新

規就農者や農業後継者への支援や指導、育成に努めます。新たな作物への転作や有害鳥獣対

策への取組についても引き続き支援をしてまいりますし、老朽化した農業用水路等の施設整

備も進めてまいります。 

  観光事業につきましては、新しい豊かな自然や香り高い歴史文化など、ひとときの安らぎ

を満喫できる通年型観光地として幅広い観光客のニーズに応えられるよう施設整備の充実を

図るとともに、効率運営に努めてまいります。 
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  コロナ禍で停滞している観光客の誘客には、広域的な事業の取組や各種イベントの開催な

ど、積極的な取組とマスメディアなどを活用した観光宣伝にも努めてまいります。 

  次に、安心・安全で利便性に富んだ生活環境の整備です。 

  近年、思いもよらぬ集中豪雨やゲリラ豪雨などの気象条件の変化や、いつ起こるか分から

ない地震等から住民を守るため防災意識の高揚を図るとともに、土石流に備えた砂防や治山

堰堤の構築、ため池や河川の整備など、関係機関と連携し、災害に強い各種防災対策の推進

に努めてまいります。 

  また、国道、県道の整備促進に向けては、同盟会等による広域的な要請を推進してまいり

ますし、主要村道の整備についても住民の利便性向上や大型緊急車両が進入できるように改

良を進めてまいります。 

  交通弱者や高齢者の皆さんが安心して安全に乗れる村営バス運行につきましては、利便性

と効率性を考え、よりよい運行形態を模索してまいります。 

  このほかにも、近隣市村との連携強化による事務事業の効率化や行政費用の削減、ふるさ

と納税制度等の活用による財源確保、デジタル改革による行政事務の効率化や行政改革の推

進、自然豊かな森林環境の整備、貴重な歴史文化遺産の保護保全と活用も進めてまいります。 

  また、村民に開かれた情報公開と透明性の高い行財政運営に努め、村民参加の村づくりに

積極的に取り組んでまいります。 

  以上、主な施策について申し上げましたが、このような施策を盛り込み、編成いたしまし

た令和４年度の会計別予算額は次のとおりでございます。 

  一般会計予算             26億5,000万円 

  国民健康保険特別会計予算       ２億8,000万円 

  聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算   100万円 

  下水道事業特別会計予算        １億6,300万円 

  水道事業特別会計予算         ２億4,360万円 

  介護保険特別会計予算         ４億6,100万円 

  後期高齢者医療特別会計予算        4,770万円 

  以上、７会計でありますが、各会計別の予算内容について申し上げます。 

  まず、一般会計予算について申し上げます。 

  歳入歳出予算総額は26億5,000万円、前年比2,100万円、0.8％の減額であります。 

  それでは、歳入の概要について申し上げます。 



－14－ 

  村税につきましては、近年の実績及び新型コロナウイルス感染症からの回復など、社会経

済情勢を考慮し、194万1,000円、0.8％の増額を見込み計上いたしました。 

  地方譲与税につきましては、近年の実績などを考慮し、210万円、4.9％の増額を見込み

計上いたしました。 

  地方消費税交付金につきましては、近年の実績及び社会情勢などの状況を考慮し、200万

円、4.2％の増額を見込み計上いたしました。 

  環境性能割交付金につきましては、40万円、13.3％の減額を見込み計上いたしました。 

  地方交付税につきましては、国の地方財政計画及び近年の実績等を考慮し、5,035万

1,000円、4.1％増額を見込み計上いたしました。 

  使用料及び手数料につきましては、公営住宅使用料などの増額を見込み、118万1,000円、

2.8％の増額を見込み計上いたしました。 

  国庫支出金につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保補助金などの減額

を考慮し、635万6,000円、3.3％の減額を見込み計上いたしました。 

  県支出金につきましては、農林水産業県費補助金などの交付額減額により、1,555万円、

7.5％の減額を見込み計上いたしました。 

  寄附金につきましては、ふるさと応援給付金の増額により、1,000万円、33.3％の増額を

見込み計上いたしました。 

  繰越金につきましては、基金繰入金の増額により、1,000万円、10.2％の増額を見込み計

上いたしました。 

  諸収入につきましては、給食費の保護者負担軽減による減額及び退職消防団員の報奨金の

増額などを考慮し、全体的には334万1,000円、8.0％の減額を見込み計上いたしました。 

  村債につきましては、過疎対策事業債及び臨時財政対策債などの減額により、7,360万円、

16.8％の減額を計上いたしました。 

  その他の収入につきましては、近年の実績を勘案し計上いたしました。 

  次に、歳出の概要について申し上げます。 

  総務費では、経常的な経費が主体となっておりますが、ＤＸ推進計画等に基づく自治体シ

ステム整備事業、庁舎長寿命化改修事業、公式ホームページ改修事業などの増額により、

8,139万1,000円、20.1％の増額を見込み計上いたしました。 

  民生費では、住民福祉の一層の充実を図るべく関連事業を計上、全体的には福祉センター

環境整備事業、福祉施設整備研究検討事業などの増額により、208万9,000円、0.4％の増額
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を見込み計上いたしました。 

  衛生費では、新型コロナウイルスワクチン接種関連事業及び衛生車購入費などの減額によ

り、1,720万9,000円、15.6％の減額を見込み計上いたしました。 

  農林水産業費では、農林業振興に向けての諸施策経費を計上、全体的には水路整備事業な

どの減額により、2,876万4,000円、13.1％の減額を見込み計上いたしました。 

  商工費では、商工業及び観光振興に向けて諸施策経費を計上、観光施設整備事業などの減

額により、1,020万2,000円、8.0％の減額を見込み計上いたしました。 

  土木費では、住民の安全・安心を確保し快適な生活が送れるよう村道新設改良事業などの

経費を計上、全体的には移住定住促進住宅などの減額により、4,058万7,000円、7.4％の減

額を見込み計上いたしました。 

  消防費では、施設の適切な維持管理と広域消防との連携、消防団員の処遇改善や訓練に要

する諸経費などを計上、全体的には防災無線設備更新事業、防火水槽設置事業などの減額に

より、2,345万6,000円、17.8％の減額を見込み計上いたしました。 

  教育費では、次世代を担う子供たちへの支援、生涯学習活動の充実や貴重な文化遺産を次

世代に引き継ぐための所要経費を計上、中学校空調設備整備事業、社会体育施設改修事業な

どの増額により、3,031万3,000円、11.6％の増額を見込み計上いたしました。 

  公債費では、近年の大型事業実施により起債残高は増加傾向になっており、繰上償還実施

により償還額の平準化を図っておりますが、全体的には5,578万6,000円、2.4％の増額を見

込み計上いたしました。 

  予備費につきましては、今後の緊急的事態に弾力的に対処できるよう一定額を計上いたし

ました。 

  以上のとおり、経常経費の抑制に心がけ、事業の重点化を図り、必要な事業を積極的に進

めていくことといたしました。 

  次に、特別会計について申し上げます。 

  １、国民健康保険特別会計予算について申し上げます。 

  医療費に係る保険給付費については、近年の実績を勘案し11.2％の減額を計上、全体的

には3,400万円、10.8％の減額を見込み計上いたしました。引き続き村民の健康づくりと保

健意識の高揚、医療費の適正化に努めてまいります。 

  ２つ目としまして、聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算について申し上げます。 

  別荘地地上権の販売など、地上権分譲事業を円滑に進めるよう所要額を計上いたしました。 
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  ３つ目としまして、下水道事業特別会計予算について申し上げます。 

  今後も快適で清潔な環境の中で生活を送ることができるよう計画的に事業を進めておりま

す。本年度は下水道使用料の改定を行うとともに、歳出では麻績アクアセンター耐水化事業

及び道路改良に伴う関係施設工事費を計上、全体的には1,250万円、8.3％の増額を見込み

計上いたしました。引き続き健全で効率的な管理運営ができるように努めてまいります。 

  ４つ目といたしまして、水道事業特別会計予算について申し上げます。 

  良質で安全・安心な水道水を安定的に供給するため、水道施設の維持管理には万全を期す

るとともに、健全な運営管理に努めてまいります。本年度は水道使用料の改定を行うととも

に、歳出では水道施設整備事業及び道路改良に伴う水道管布設事業などを増額、全体的には

１億325万円、73.5％の増額を見込み計上いたしました。 

  ５つ目としまして、介護保険特別会計予算について申し上げます。 

  近年の介護保険認定者数の減少と、これに伴う介護保険サービスを見込み、700万円、

1.5％の減額を見込み計上いたしました。引き続き介護保険制度事業の円滑な運営に一層の

ご理解をお願い申し上げます。 

  ６番目としまして、後期高齢者医療特別会計予算について申し上げます。 

  本年度の県広域連合からの見込額により、150万円、30％の減額を見込み計上いたしまし

た。 

  以上、令和４年度一般会計及び特別会計予算について概要を申し上げました。 

  今後、地方は過疎化・少子高齢化がさらに進み、地域課題は深刻化することが予測されま

す。さらに、異常気象による自然災害や大規模地震の発生確率が高まっております。村民の

皆様が安心・安全の中で住み続けることができる村づくりに向けて、村民皆様と共に推進し

てまいる所存でございます。コロナ後を見据えての事業展開、そして健全な行政運営と地方

創生をさらに推進させてまいります。 

  引き続き村政に対しまして、議員各位をはじめ村民皆様方のさらなるご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げまして、新年度予算の提案といたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  本日は上程のみとし、議案第12号から議案第18号までの７件についての事項別明細の説

明、質疑を本日午後及び３月９日と10日にそれぞれ議員全員出席しての常任委員会において
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行い、議案の審議、採決は本定例会第３日目の３月14日に予定しておりますが、ご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認め、本日は上程のみとすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（峯村賢治君） 以上で、本日予定されました議事日程は全て終了いたしました。 

  令和４年第１回麻績村議会定例会第１日目を散会といたします。 

  この後、全員協議会を開催し、上程しました第１号議案から第11号議案について提出者よ

り詳細説明を受けますので、委員会室に移動を願います。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午前 ９時３５分 
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令和４年第１回麻績村議会定例会 （第２日） 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                        令和４年３月１１日（金）午前９時開議 

      開議の宣告 

      議事日程の報告 

日程第 １ 一般質問 

日程第 ２ 発議第１号 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  飯 森 茂 孝 君      ２番  塚 原 利 彦 君 

     ３番  宮 下   朗 君      ４番  茂 木 泰 男 君 

     ５番  飯 森 寛 志 君      ６番  宮 川 秀 俊 君 

     ７番  清 水   清 君      ８番  峯 村 賢 治 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（９名） 

村 長 塚 原 勝 幸 君 教 育 長 飯 森   力 君 

村づくり推進 
課 長 

塚 原 敏 樹 君 総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 

振 興 課 長 森 山 正 一 君 住 民 課 長 塚 原 貴 志 君 

観 光 課 長 青 木 秀 典 君 教 育 次 長 塚 原 優 仁 君 

代表監査委員 飯 森 雄 三 君   

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 臼 井 孝 夫 
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開議 午前 ９時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（峯村賢治君） 定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、令和４年第１回麻績村

定例議会第２日目を開会いたします。 

  報道関係者より、写真撮影、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（峯村賢治君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

  事務局長より、本日の議事日程等について説明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（峯村賢治君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問通告者は７名です。 

  質問の順序は、既に配付してあります一般質問通告事項のとおりです。 

  なお、新型コロナウイルス等感染拡大防止予防策として、質問時間は通常より10分短縮し

て45分とします。質問者は自席にて質問を行ってください。 

  それでは、順番に発言を許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◇ 塚 原 利 彦 君 

○議長（峯村賢治君） 初めに、２番、塚原利彦議員の一般質問を許可します。 

  塚原議員。 

○２番（塚原利彦君） ２番、塚原利彦です。 

  さきに通告いたしました項目について質問をさせていただきたいと思いますけれども、そ

の前に１点、現在、世界を揺るがしているロシアのウクライナ侵略について、一言発言させ

ていただきます。 

  このたびのロシアによるウクライナの侵略は、国連憲章に違反し、武力で主権や領土を奪

おうとする暴挙であり、断じて許せるものではなく、怒りを禁じ得ません。厳しく抗議した

いと思います。直ちに侵略を中止し、即時撤退することを強く求めたいと思います。 

  それでは、質問のほうに移らせていただきます。 

  通告をいたしました事項についてお聞きしたいと思います。 

  質問事項の１は、人口減少抑止に関する施策について。 

  ２点目は、中学校の今後の在り方について。 

  以上、２点について、一問一答にて伺いたいというふうに思います。 

  ではまず、人口減少抑止に関する施策についてお聞きします。 

  塚原新村長におかれましては、昨年12月の村長選で、前高野村長の後を受けて、これまで

の村政の継続、前進を掲げて当選されました。いよいよ来月から令和４年度も始まり、新村

長の手腕と実行力が注目されることとなります。公約として掲げられた政策は、前高野村政

の進めてきたことの継承と、さらなる前進ということですので、それに関してお伺いしたい

というふうに思います。 

  まず第１としてですけれども、若者定住施策の今後の展開です。平成23年から始まった若

者定住の村営住宅は、天王区と、その後、本町区に建設され、全部で43戸となり、子育て世

代を迎え入れて転入者で埋まりました。これにより、子供も増え、人口減少の抑止につなが

りました。しかし、この村営住宅は、条例で入居期間は基本15年というふうになっており、

平成23年の入居からだと、今年で11年目を迎えます。月日のたつのは早く、迫り来る入居

期限に、今後のことを考えなくてはいけないという現実問題が降りかかっています。 

  そこでお聞きします。質問要旨１ですけれども、若者定住住宅に入居されている皆さんの、

今後の定住に向けての政策、これについて、行政としてどう考えておられるか、伺いたいと

思います。 



－22－ 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。 

  塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 答弁申し上げたいと思いますけれども、若者定住住宅入居者の定住へ

の施策との質問でございます。 

  今、議員がおっしゃられたとおり、現在、若者定住住宅に入居されている入居者の皆さん

については、入居時の入居条件によりまして、入居していられる期間が定められております。

また、家賃につきましても、子育て支援ということから、大変減額された家賃ということで

設定がされているわけでございます。入居されている皆さんが入居条件から外れたときには、

特例家賃というような形で、一般住宅の皆さん方の家賃と同じような状況になるわけでござ

いますけれども、いずれにしましても、入居されている皆さんにおいては、期間がまちまち

ということもございますし、また、子育て世代というようなことで、また、そういった入居

されている期間も、また、まちまちというような形になろうかと思います。 

  今後、入居される皆さんの中で、麻績村に住み続けたいというような考えの方、また、そ

して、麻績村に家を建てて永住したいというような皆さん方、いろいろなご意見があろうか

と思いますし、そんな皆さん方の声を今後聞く中で、必要に応じて、住宅団地あるいは一般

住宅というようなものについても、今後対応を図っていかなければいけないんではないかと

考えているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原議員。 

○２番（塚原利彦君） 今、お答えいただきましたけれども、今お答えになられた、これから

皆さんの要望がどんなことかお聞きしていくというようなことかと思いますけれども、これ

は、もう少し先になってということでなくて、これからの施策を立てる上でも、もう既にそ

ういった意向の調査とか希望といいますか、そういうものはもっと早くされるべきじゃない

かなと、まだ分からないという方もあるかもしれませんが、希望として、こうなったほうが

いいとかということは皆さんお持ちだと思いますんで、そういったものの調査とか、意向を

聞くということについては、例えば、今年度中にそういうことをするとか、そういったよう

な考えはありますか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 先ほど議員もおっしゃるとおり、もう若者定住住宅、天王地区、それ

から本町地区、建設して10年が経過しているというようなことでございます。中には、そう
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いった形で、もしかすれば期限が切羽詰まっている方もおられるかと思います。そういう中

におきましては、今後、住宅の建設、あるいは、あの地の整備といっても、すぐできるもの

でもございませんし、今言われたとおり、早い時期に調査を行う中で、今後の施策の中へ、

また、長期計画の中へ、しっかりとうたい込む中で、今後、整備を進めていっていただいた

らと思うところでございます。 

  せっかく麻績村に来て居住している皆さん方、本当に不安的要素じゃなくて、安心して麻

績村に暮らせるような、そんな形で今後は対応を図っていきたいと、そういった調査等につ

いても、早い時期に実施していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 今年は特に、すぐにそういうことはないというようなことかというふ

うに受け止めますが、定住ということについて考えた場合に、方策といいますか、私は３つ

あるというふうに思います。 

  １つは、前にも議論がありましたけれども、今住んでいらっしゃる住宅を買い取ってもら

うといいますか、払い下げといいますか、そういう方法。それから２つ目は、空き家の活用

ということですかね。それと、３つ目は、新しく住宅地を造成して、そこへ移ってもらうと

いいますか、ご自分で建てる土地の造成をして、そこへ建ててもらうとか、そんなようなこ

となのか、この３つだというふうに思いますけれども、今の３つの方法について、基本的な

考え方とかはどういうふうに思っていらっしゃるか、お聞きしたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 今、ご質問ございましたとおり、今の住宅を入居者に販売するという

ような考え方、これは村が建てた、あくまでも賃貸住宅ということでございますので、しい

て言えば、若者定住という形の中で、若い方々に麻績村に来ていただいて子育てをしていた

だきたいという形でございますので、賃貸の全部を転売するというようなことは、今のとこ

ろは考えていないところでございますけれども、今後、時代の流れとともに、やはり、住宅

等の、そういう空き具合とかいろいろな部分で、そういう時期が来れば考えざるを得ないか

なと思っているところでございます。 

  空き家の需要でございますけれども、これにつきましては、平成30年度、調査したときに、

180から190ぐらいの空き家があるというようなことで、今使えるものも、それから、若干

修理してやれば使えるものもあるというようなことでございますけれども、そういう形の中
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で、やはり、空き家の利活用については、地域の防犯の意味から、それから地域のコミュニ

ティの活性化からでも、活用していきたいと願っているところでございますけれども、なか

なか、今まで申し上げてきたとおり、お貸しいただく、売っていただくというような空き家

が少ないというようなことでございますけれども、そういったものにつきましても、今後、

対応を図る中で、空き家活用も積極的に進めていきたいと思っているところでございます。 

  また、住宅地の造成でございますけれども、この造成につきましては、なかなか、今まで

造成をしてきて、ようやく全部が、今、処理をできたというような形でございます。やはり、

そこに住む皆さん方、これは大きなご意見、それから、お考えがなければ、なかなか造成し

ても、それを全部販売するというようなことは難しいというようなこともございますので、

そういった部分につきましては、先ほど申し上げたとおり、調査をする中で、今後対応を図

っていかれればと思っているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 具体的にこうしたいとか、今年度はこういうことを検討したいとかと

いうような具体的な部分は今の段階ではなくて、これから、それを考えていくというふうに

受け止めますけれども、とにかく、今いる皆さんが定住しなければ、また新しい人と入れ替

わってもらえばいいという、そういうのはおかしいというふうに思いますし、定住にならな

いわけですから、今言った３つがポイントかなと私は思うんですけれども、特に空き家の関

係なんかについては、今日も、ほかの方からも質問もあると思いますけれども、なかなかハ

ードルが高いというか、解決していくには大変な問題がありますけれども、そこへ、何とか

努力して踏み込んでいかないと、方針だけ掲げても全然進まないという気がしますので、ぜ

ひ、今年度は、若い人たち、今住んでいただいている方に、選択肢を与えていただきたい、

例えば、村では、空き家のことについて、今年はこういった方針や検討を進めるとか、そう

いったことの提案とか、できるだけこんなように検討を始めていただきたいというふうに、

私は強く申し上げたいです。 

  次に、質問事項２にまいりますけれども、ベッドタウン化構想ということで、高野前村長

は３期目の就任のときに掲げられましたけれども、今回も、新村長は、今度の予算の提案書

の中にもベッドタウン化ということについて書いておられますけれども、このベッドタウン

化という方針というか構想、これについても継承していかれるという方針なんですけれども、

その考え方、それについて、ちょっとお聞きしたいと思います。 



－25－ 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 御多分に漏れず、麻績村におきましても、少子高齢化、過疎傾向が急

速に推進し、地域の活力がなくなり、地域農業や地域商業の衰退、また、地域企業の撤退、

聖高原駅の無人化など、大変深刻化してきているのが実情かと思われます。その要因として

は、子育て世代の若い人たちの減少によることが大きく、若者の定住施策の推進が必要かと

思っているところでございます。それには、まず住宅の整備を進める、そして、子育て支援

や教育環境の充実をしっかり行い、併せて、福祉の充実、地域産業の振興、観光事業の推進

などにも積極的に取り組むことが重要ではないかと考えているところでございます。 

  幸い麻績村は、長野、松本、上田、安曇等々、地方都市に囲まれており、通勤にも30分か

ら40分で行かれるというような、大変利便性に富んだ地域にあるということで、働く場所や

職種が幅広く選択できるんではないかという、こういった利点があるんではないかと思って

いるところでございます。昼間はそれぞれの職場で働いていただきまして、夜や余暇は自然

豊かな麻績村でゆったりと過ごしていただければいいのではないかなと、今考えているとこ

ろでございます。住宅建設が始まってから、もうベッドタウン化は始まっていると私は思っ

ておりますし、麻績村の利便性、最大限に活用し、子育て支援も併せて、今後さらなる充実

に向けて、若者住宅等の整備は進めてまいりたいと思っているところでございますし、やは

り、麻績村全体のこういう活性化を総体的に図ることによって、定住者あるいは移住者が多

く麻績村に来ていただければと願うところでございますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 前村長の方針を継承されるということで、この辺の考え方等もお聞き

して、少し違う部分とかあるかなというふうに感じて、それが感じられればというふうに思

ったんですが、基本的に前村長と同じ、確かに、若者定住住宅をつくったことで、通勤をす

る皆さんが入ってきたということは、これは否めないことですけれども、これから先に向け

て、では、同じようにどんどん住宅団地を造って、そこへ貸家を造って来てもらえばいいと

いうことなら、それでどんどんとやっていければそれでいいんですけれども、私はそれだけ

ということだけではないと思います。 

  やっぱりベッドタウン化ということを考えるとすれば、一番は住宅ですよね、受け入れる

について、住宅、これは住宅のことについて何も方針がなくて、いいところだから来てくだ
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さいと言っても、それじゃ、土地はどうするのかとか、住宅はどうするのかということにな

りますよね。自分でそれは探してくださいとか、交渉してどこか住む場所を見つけてくださ

いというわけにはいきませんので、これ、本来、行政の施策としては、やっぱり住宅という

ことが一番、住宅を建てれば、安い家賃で、例えば、今回みたいに若者住宅のような形でや

れば、通勤する皆さんは移ってこられるということでしたら、それをもう少し、ただそれだ

けで、住宅を建ててさえいけば、それだけていいのかという問題ではないと思います。 

  ずっとここで育った皆さんが都会へ行かれて、また戻ってきて、それでここに住んで、そ

れで、ここは便利だからということで、そういったこともないと、一時的に安い住宅ができ

たから入るという、そういうことだけじゃなくて、その先をもう少し、今、いろんな施策を

しっかりやっていけばいいということは、もちろんそれはそうだと思いますけれども、もう

ちょっと、ベッドタウン化ということの意味合いからすれば、普通は、もう少し、通って仕

事をする皆さんのために、いろんな条件的なことで支援をできるようなこととか、そういっ

たことも必要になるのかどうかという部分も、私はちょっとそんなふうに思うんですけれど

も、これについてどう思うかというか、これから先どういうふうにしていくかということに

ついては、詳しく聞くことは今回はしませんけれども、今までやってこられたことをやって

いけば、いろんな事業をやっていけば、自然に人も増えていくという、そういうことだけで

の考えということではないと思いますけれども、様子を見たいと思います。 

  すみません、それでは、次に、都市部からの移住者の受入れ、これについては、村の重要

政策というふうに位置づけておられるというふうに思いますけれども、人口の社会増政策と

して、都市部からの移住者の受入れ、村づくり推進課でも力を入れているところですけれど

も、質問要旨３として伺いたいのは、総合戦略なんかでは、計画を立て、実施をして、それ

について検証して評価して、それに基づいて施策を考え実施するという、いわゆるＰＤＣＡ、

こういう形で進めていけということで、総合戦略の方針としてはあるんですけれども、今日

までの移住政策についての成果といいますか、それはどんなふうに見ておられるか。そして、

今後に向けての具体的な進め方、課題等もあろうと思いますけれども、その移住に関する見

通しについてお聞きしたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） それでは、私のほうから、都市部からの移住受入れ施策

について、それから、これまでの成果、課題、今後の具体的な進め方と見通しということで

お答えをさせていただきたいと思います。 
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  都市部からの移住者の受入れ施策についてでございますけれども、若者定住住宅43棟を天

王、本町に建設、それからまた、桑山の移住定住促進住宅９棟を建設し、多くの若者、子育

て世代に入居をいただいております。子供の数も、一定程度増加をすることができておりま

すし、社人研で予想されているところまで人口が落ち込むことなく、目に見えた形での成果

は出ているというふうに認識しているところでございます。 

  課題といたしましては、定住促進住宅建設も、用地等の問題や今後の需給バランス等を考

慮いたしますと、議員おっしゃられるように、今までどおりのこのペースで住宅建設をして

いくという部分は、難しいところもあるかなというふうに考えております。ただ、今回、桑

山定住促進住宅の入居希望ということでございましたけれども、４棟に対して1.75倍とい

うことで応募がございました。今後につきましても、新たな住宅建設や空き家の活用も含め

て、様々な方策を今後検討していくということが必要かなというふうに考えているところで

ございます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 移住相談会とか、それからホームページを通じての問合せなんかもあ

るかと思うんですけれども、ここへ移ってこられるについて、住まいということについて、

相談とか応対はどんなふうにされているんですか。住まいというものに対しては行政ではこ

ういうふうに考えていますよとか、こうですよということは、どんなふうに説明されていま

す。 

○議長（峯村賢治君） 塚原課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） 移住相談会には、今まで、若者定住住宅、それから、桑

山の促進住宅等の建設に合わせて移住相談を行ってきております。そういった関係で、新た

に村でこういった定住住宅を建設するということのＰＲを含めて、首都圏のほうへ移住相談

をしているところでございます。 

  それから、さらに、空き家の活用については、空き家バンク等で登録をしていただいて、

そこで登録されたところを活用していくというようなことについてもＰＲを図っているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 都会のほうから移住をしてきたいというような皆さんは、割とよく聞
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くのは、古民家とかそういったところで、静かに暮らせるところがあればというような、そ

ういう希望を持っておられたりすると思いますけれども、そういった、特に私が思うのに、

景観がきれいだからだとかそういったことじゃなくて、やっぱり住まいという部分に、こう

いうふうに住むところについては心配なく来ていただける選択肢があるから、ご覧になって

いただけますよみたいに、例えば、空き家についてもそうですけれども、そういったことが

堂々と言えるような形になっての相談会なのか。住まいということについてはいろいろ検討

をまだしているということで、そういったことについて、自信を持って、相談に来られた皆

さんに、それは心配ありませんよ、いっぱい空き家、そういうのについても、いろいろ見て

いただいたりできますよという状況になっているのかどうか。そこら辺のところでの、住ま

いに関して、移住を希望されている方がどんなふうに考えておられるか、そこでちょっと、

うーんと考えられてしまうような状況なのかという、そういった部分については、相談を受

けて特になかったですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えさせていただきます。 

  あくまでも、定住住宅等の整備がされているということで相談を受け付けております。来

られる方は、やはりその情報を受けた上で相談会にお見えになられますので、そういったと

ころで、希望される方たちが主に来られるという状況でございます。 

  それから、空き家等の活用の部分でございますけれども、その辺は、希望される全員が、

空き家を希望されているということではございません。移住をするに当たって住宅は必要で

ございますけれども、その必要な住宅も、それぞれ皆さん、お考えが違います。比較的年配

の方は、老後について、こっちのほうで、ゆったりと暮らしたいということの中で空き家を

希望される方がいるというのが一般的でございますけれども、若い世帯については、必ずし

も空き家を、古民家をという希望ではございませんので、それぞれの相談を受ける中で対応

していきたいというふうに思っておりますし、今までもそういう形で行っております。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 今のご説明を聞きますと、住宅を建てるという計画を基に、その住宅

を建てるからということで相談会をやっているということだと。そうすると、ホームページ

なんかに、ぜひ、麻績村に住みませんかとか、そういうふうに、ホームページを見れば、い

いところですよというのがあって、ホームページ等を見て、例えば、そういうことを相談な
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り、そういうものについてはどうなんですか。住宅とかそういったことを建設するについて

相談会を設けているということじゃなくて、ホームページなんかを見て、何か、いい村だか

ら、ちょっとホームページで見たけれども、どんなようかというの、そういった相談はあま

りないんですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） 移住相談を首都圏で行うという場合は、例えば、ふるさ

と回帰支援センターについても、いつ幾日に麻績村がこういう形で移住相談をやりますとい

うことで、事前に相談というか、センターと打合せをさせていただいております。ふるさと

回帰支援センターは、事前に、麻績村のＰＲということで、いつ幾日に麻績村がこういった

住宅を含めた相談会を持ちますよというようなＰＲをしているということでご理解いただき

たいと思います。 

  さらに、ホームページでございますけれども、村のホームページにつきましては、住宅建

設に当たって、募集に当たっては、ホームページのほうにも掲載を振興課のほうでしており

ますので、それを見て、来るという方もいらっしゃらないわけではないと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） それでは、移住相談会というのは住宅を建てて、それに伴って行うも

のだということで、日頃、日常、ホームページ等でそういうものをアピールして、ぜひ、い

いところだから来てくださいということで、いろいろ住宅に対する準備といいますか、そう

いうものもある程度考えてあって、こうですよということを任意に、いろんなところから相

談なり、興味のある方が来ても、ちょっとそういうことでは特に対応はしないという、そう

いうことかなというふうに思いますというか、今の答弁ではそんなふうに感じられますけれ

ども、例えば、今まで、住宅の相談は、今そういったことだったら、あまり考えられないか

もしれませんが、私が思うに、例えば、ホームページ等を見て、例えば古民家とかそういう

ものも含めてですけれども、移住をしたいということで、お試し住宅等も今回ありますけれ

ども、そういうところへ来て、それで、少し住んでみるのにどうかなということで検討され

た方が、結局、麻績じゃなくて、ほかへ行かれてしまったというようなケースもあるかと思

うんですよね。そういうケースはあまりたくさんないかもしれませんけれども、もしそうい

うケースがあるとすれば、どういうことで、麻績は断念してほかへ行かれたのかなというの

が、もしあれば、私はそこが知りたいんですけれども。 
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○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えさせていただきます。 

  お試し住宅については、今年度から活用させていただいておりますので、今までに活用さ

れた方の中で、移住をしたいということ、麻績村に来たいということではなくて、こういっ

たお試し住宅があるから、とりあえず、こちらに来てみたという方が一、二名おられます。

その方は、いいところだから、ここで住宅を見つけたいということで、今現在、その後どう

されたということはございませんけれども、その程度で、２件の移住を考えてお試し住宅の

活用ということで、２件ということでございますんで、まだそこまで、議員おっしゃるよう

に、データがそろっているわけではございませんので、住宅を使って麻績に来てみたけれど

も、ここじゃなくて違うところへ行ったという事例は、今のところございません。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） そういったところまで踏み込んで、何とかしていこうというような、

気持ちとしては私らは考えるべきだなというふうに思うんですけれども、ホームページで、

やっぱり、ぜひ来てください、こういういい村ですから、ぜひ移住してくださいということ

もアピールしているということからすれば、空き家にしてもそうですし、そのほかのことに

ついてもそうなんですけれども、住宅を今度建てるから、貸家を建てるから来てくださいと

いうことの部分と、ちょっと、もう少し広げて魅力がある村にしたいということでしたら、

やっぱりそういった部分、空き家のことについても、もっと踏み込んだ、具体的な課題を克

服するような努力だとかそういったことをされないと、何か、今までとあまり変わっていな

いという感じがします。これで、とにかく住宅を造成して建てて、それで、そこへ来てもら

えば、ベッドタウン化にもなるじゃないかとか、人も増えるじゃないかという、そういうこ

とだけじゃなくて、もっと多面的に、いろんな部分で魅力があるというところを見せるよう

なことも考えていただきたいというふうに、ちょっと漠然としたことですけれども、そんな

ふうに感じます。 

  今回の質問では取り上げませんでしたけれども、これまで何回も質問をさせていただきま

した働き場所、雇用の確保ということ、これは多くの村民の皆さんが望んでおられることで

す。これまで企業誘致についても、非常に無理だと、難しいというお答え、いっぱいありま

したけれども、今回このことを質問するわけではありませんけれども、やっぱり働き場所と

かそういったものがないということで、ここに住んで通ってもらえばいいじゃないかという
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ことだけでは、私は人口はそんなに増えていかないと思います。 

  やっぱり、雇用の場所といいますか、そういったものも、もう少し、ただ無理だというこ

とだけじゃなくて、いろんな研究、検討とかそういったものも、もう少し努力をしていただ

くべきじゃないかなと。せっかく、松本、長野という県の二大都市を結ぶ高速道路があるわ

けですから、移住というか、人口減を抑止するという点では、働き場所という部分をやっぱ

り考えていかなければならない課題だと私は思いますんで、今回、幾つかそういう点で質問

させてといただきましたけれども、ぜひ、少し踏み込んだ検討といいますか、具体的な踏み

出しをぜひ新村政にはやっていただきたいということをお願いしたいと思います。 

  では、続いて、質問事項２のほうに移りますけれども、中学校の今後の在り方についてと

いうことでお考えをお聞きしたいと思います。 

  平成23年から始まった筑北村との学校統合は、成就することなく、結果として両村別々に

小・中学校を運営することになりました。統合協議の決裂以降、両村の行政、それから教育

委員会、議会だけでなく、保護者、村民、議員の有志などの間でも、この先の学校や教育環

境の展望について議論が巻き起こりました。特に中学校については、中学生というのは多感

な時期でありますんで、その生徒の思いや保護者の皆さんの気持ちというのは、私は何か釈

然としないものがあるんじゃないかなと。中には、この先どうなるか、もう特に期待しない

というような諦めの気持ちみたいになってしまっておられる方もあると、そういう声も聞か

れます。 

  そこで、質問要旨１として、塚原村長にお聞きしたいと思います。 

  筑北中学校の現状と今後の在り方、これについて、筑北中学校の生徒の皆さんとか、それ

から、小・中学校の保護者の皆さん、どんな思いでいられるかと、そこら辺、どんなふうに

認識しておられるか、お聞きしたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 私のほうから、少しご答弁をさせていただきます。 

  中学校の現状と今後の在り方、また、小・中学校の保護者や筑北中学校の生徒たちの思い

をどう認識しているかということでございます。筑北中学校の現在におきましては、通常学

級、特別支援学級、ＬＤ等の通級指導教室を含め６学級で、生徒数が66名で今学校を行って

おります。小・中学校ともに、いろんな機会を捉える中で、情報をしっかり捉えていこうと

いうふうに努めております。 

  また、ここで、学校の評価等の部分を保護者や児童・生徒から、学校の関係でアンケート
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を取っております。その辺の報告等を参考にしながら、保護者や児童・生徒がどういうふう

に感じているかということを若干分析というか、考えをまとめたというふうになります。こ

れらの中で、現在の学校生活に関しまして、あまり不安な意見は聞こえてこないのが現状で

あります。しかしながら、現時点におきましては、一番は、やはり、コロナ禍の対応が、一

番心配な部分として捉えられることができるというふうに感じております。 

  また、児童・生徒の学習、学校生活について見ますと、保護者の皆さんにつきましては、

やはり小規模校のメリット、デメリットの認識は持っておられるというふうに思いますが、

アンケート等の中にもお書きいただいておりますが、子供たち一人一人の個性を大切に、そ

して、その個性を伸ばしていただいている部分、非常にありがたいと。また、併せて望んで

いるというふうに捉えております。また、生徒たちにおいても、保護者と同じく、小規模校

のメリット、デメリットの認識はあると感じております。しかしながら、学習はもとより、

生徒会活動、少人数での全員で取り組むことにより達成できること、また、部活動や他校と

の交流授業を行いながら、将来の自分像を描けるように正しく楽しく学校生活が送れている

というふうに望んでいるということを捉えることができるというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 令和元年９月の麻績村の議会で、筑北中学校と聖南中学校の統合に関

わる意識調査の実施の意見書が、村長と教育長宛てに出されましたけれども、行政での調査

は行われませんでした。高野前村長は、やらなくても村民の皆さんの意向は分かっていると

いうご答弁でした。つまり、皆さん、一緒になっていくという方向を望んでおられるのかな

と、そういうような認識だと。新村長も、高野前村長と、考えや何かは同じだというふうに

受け止めてよろしいんですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 教育環境の充実につきましては、今、いろいろと考え方はあろうかと

思いますけれども、いずれにしましても、今、現状の中においては、それぞれの村において、

教育環境の充実に向けて、密度の濃い教育へと目を向けて、それぞれの村、一生懸命やって

いるというような状況の中におきましては、今現在においては、やはり、いろいろなことに

ついて、村は村として、しっかりとする。そういう中においては、教育環境の充実、今、教

育長が申し上げたとおり、そういう基盤をしっかりとしていきたいと思っているところでご

ざいます。 
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  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 基本的に認識は同じだというふうに確認をさせていただきます。 

  それでは、質問要旨２ですけれども、学校統合協議を始めることとなった根拠、目的に関

してもお聞きしたいと思います。平成23年から学校統合協議を始める基となった両村の教育

委員会からの上申書を両方の村に提出をされたわけですけれども、この上申書の趣旨ですけ

れども、これは、ちょっと私、直接文面を読んではいないんですけれども、子供の数が少な

くなっていく状況から、学校統合によって、両村の子供たちが一緒になって学ぶ教育環境の

検討が必要だというふうに、そういうことだったんじゃないかなというふうに思いますけれ

ども、当時は、この上申書に述べられている方向が、子供たちのためになるという考えで協

議がスタートしたというふうに思いますけれども、結果として、学校統合はできずに現在の

状況に至ったというわけですけれども、このときの上申書の趣旨、根拠、現時点でこれをど

んなふうに認識されておられるか、お聞きしたいと思います。つまり、この当時と比べて、

子供たちの数は減ってはきているけれども、両村別々でやっていくほうが子供たちのために

いいと、そういう認識に変わったのか。それとも、上申書の考え方といいますか、趣旨は今

も同じで変わらないという、そういう認識か、そこについてちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

○村長（塚原勝幸君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 学校統合の関係で、始めるときに、麻績村、また筑北村の上申書が

出されているということでございます。教育長として、現在、また、見直しをさせていただ

きましたが、現時点でも、現状はほとんど変わりないという認識をしておりますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 変わりがないという認識だということは、やっぱり、教育環境、その

当時の考え方と同じように、両村一緒に進めていくというようなことを目指していく、そう

いう状況だというふうに変わりないと、そういうことでよろしいですか。 

○村長（塚原勝幸君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 統合問題は別として、今の現状、そのときの上申書で進めていくと

いう目的に関しての、その時点のことを今の現状と合わせますと、変わりはないということ

でございますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） ちょっと時間も押してまいりましたんで、これについて、突っ込んで

お聞きしていくというふうに時間的にできないんですが、一番は、質問要旨３についてお伺

いしたいと思いますけれども、最後の質問になりますけれども、中学校の今後について、早

急に筑北村と話合いを進めてもらいたいというふうに思いますが、どうかということです。 

  昨年の選挙で、麻績村、筑北村、両村とも村長が交代をしました。ただ、お二人とも前の

村長の政策を引き継ぐということを公約にされています。学校統合協議が行き詰まって以降、

両村に関わる行政問題で、前の村長同士が緊密に話合いを持って連携共同したというような

ことはあまりなかったというふうに私は感じています。しかし、村政を新たに担うことにな

った両村長ですから、ぜひ、その行動力や手腕、皆さん注目をしていると思いますので、ぜ

ひ、早く話合いを進めていただきたい、麻績のほうから呼びかけていただきたいというふう

に私は思います。公約にも、近隣市町村と協力、連携するというふうに言っておられるわけ

ですから、公約の実行につながると思いますけれども、その点どうでしょうか、塚原村長。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） お答えを申し上げたいと思います。 

  ご質問の趣旨につきましては、中学校のほうについて、筑北と相互に話合いを進めるべき

と考えるが、村長の考え方はということでございますけれども、学校統合問題につきまして

は、統合に向けて、ご承知のように、協議が両村で行われましたけれども、調わず、それぞ

れの村で教育環境の充実に向けて取り組んでいくこととなりました。特に筑北村におきまし

ては、小学校の統合校をどこにするかなど協議を重ねられ、村民の皆さん方の合意を取りつ

ける中で、坂井小学校を統合校として、新たな筑北小学校として開校しました。また、それ

に合わせて、筑北中学校に代わる坂井地区の生徒が聖南中学校に通うことになり、両村で運

営していた学校組合を一方的に離脱したという経緯もございます。筑北村におきましては、

ようやく村として教育環境が整い始め、充実に向けて取組がされている今現状かと思うとこ

ろでございます。 

  また、以前、協議の中では、既存の学校を活用することを基本として協議を進められまし

たが、最終的には、統合校の位置の問題で協議は調わなかったように、ちょっと記憶には残

っているところでございます。いずれにしましても、学校統合問題につきましては、小・中

学校併せての協議が必要と思いますし、今はそれぞれの村が密度の濃い教育環境を整えるこ

とが優先ではないかと考えているところでございます。今後、両村の教育委員会が連携を深
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め、情報を共有しながら、お互いの教育理念を理解し寄り添える時期が来れば考えていかな

ければならないのかなと思っているところでございますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 塚原利彦議員。 

○２番（塚原利彦君） 時間が来てしまいましたけれども、今のご答弁だと、当面はそういう

ことはしないと、そういうようなふうに私は受け止めます。私はぜひ、そういうことでなく、

いろんな部分で、教育に限らずいろんなことがありますから、特にこの問題については、早

急に私は話し合っていただきたいということを強く申し上げまして、質問を終わらせていた

だきます。 

○議長（峯村賢治君） ２番、塚原利彦議員の一般質問が終了いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 宮 下   朗 君 

○議長（峯村賢治君） 続いて、３番、宮下朗議員の一般質問を許可します。 

  ３番、宮下議員。 

○３番（宮下 朗君） ３番議員の宮下朗です。 

  本日は、麻績小学校、筑北中学校におけるＩＣＴ教育について。 

  ２番目は、ふるさと納税について。 

  ３番目は、消防団員の待遇についてお聞きしたいと思います。 

  それでは、まず最初に、学校におけるＩＣＴ教育について質問させていただきます。 

  文部科学省が推進するＧＩＧＡスクール構想によりまして、令和３年度から本格的にスタ

ートし、児童・生徒の１人１台端末と、高速大容量の通信環境が全国的に整備され始めてお

ります。麻績村においても小・中学校にタブレット端末等が配備されていると思いますが、

現在の配備状況をお伺いしたいと思います。 

○村長（塚原勝幸君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） ＩＣＴ機器の導入の関係でございますが、小学校、中学校ともに、

ＧＩＧＡスクール構想に関わります１人１台のタブレット端末等に対応ができております。

また、併せて、デジタル教科書等への対応も進んでいるところでありますので、よろしくお
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願いいたします。 

  なお、台数等の詳細につきまして、教育次長よりご答弁を申し上げます。 

○議長（峯村賢治君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） それでは、ＩＣＴ関連機器の導入状況につきましてですが、令和

元年度末に、ｉＰａｄですが、小学校、中学校、それぞれ10台購入しております。また、先

ほど来ありますとおり、令和２年度に、国の進めるＧＩＧＡスクール構想によりまして、１

人１台端末の導入において、小学校に93台、中学校に、教員用も含めて83台のタブレット、

それと、今年度、中学校に５台の電子黒板を導入しております。また、校務用のパソコンで

すが、小学校20台、それと、中学校に21台、それぞれパソコンの更新を行いました。 

  また、そのほかでございますけれども、ウェブカメラ、書画カメラ、モバイルルーター、

モニターなどをそれぞれ導入しております。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮下議員。 

○３番（宮下 朗君） 先ほど、今説明していただいたんですけれども、私ちょっと、いろい

ろなところで調べたり聞いたりしたところによりますと、やっぱり小学校については、こう

いうｉＰａｄタブレット、基本、指先操作で使うもの、中学校においてはウィンドウズパソ

コン、これちょっと預かってきているものですけれども、普通のノートパソコン形式のもの

が採用されているというふうに認識しているんです。これに、普通なら、こういう小規模地

域で、同じメンバーで、小・中学校、教育されているような場所については、同じ端末のほ

うが、いろいろな部分でやりやすいかと、私、考えておるんですけれども、それについては、

導入の経緯とか、採用の基準とか、どうなっていたかお聞きしたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） タブレットの導入につきましては、こちらのほうで、いろいろお

世話になっている業者さん、それと、職員と検討させていただきました。当初、小学生に関

しましては、タブレット、扱いやすいほうがよろしいだろうということでｉＰａｄ、それと、

中学生につきましては、社会に出る前にウィンドウズを扱ったほうがよろしいかということ

で、ウィンドウズのタブレットということで導入前に検討させていただきまして、それぞれ

導入した経緯がございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 
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○３番（宮下 朗君） 先日、中学校の先生にもちょっとお聞きしたんですけれども、やはり、

中学校に入ってきた時点で、大分、生徒さんに技術的な差がありますと聞いております。と

いうのは、要は、もう入ってきた時点で、ワード、エクセル等の基本ソフト、あるいはパワ

ーポイント等の説明ソフトや何かをかなり使える生徒と、どうしても、ほとんどテキストの

入力もままならないような生徒がいるというような実情を聞いております。そういう中で、

少しでも早い時期からキーボートとかに慣れていただきたいと。パソコン等も導入されてい

る中で、そういうこともあると思うんですけれども、一番大事なのは、どうやって機器を使

いこなすかというところが問題になってくると思います。それについて、ソフトの面、アプ

リケーション面の更新とか保守とか、あるいは一番大事なところはサポートですね、中学で

も、汎用のソフトのほうはほとんど使っていないような状態が、オンラインのｚｏｏｍ授業

とかそういうものには積極的に活用されているようですけれども、パソコン自体はほとんど

授業に有効に活用されていないような状態のようです。サポート体制も、ウィンドウズの一

般ソフトだと、どうしてもサポートが効かないというような中で、そういういろいろなサポ

ートも必要だというふうに見ているんですけれども、そこら辺はいかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） アプリケーション保守、更新のサポートということでよろしいで

しょうか。 

  現在、小学校ではＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍを基幹とした各種グーグルアプリケー

ション、中学校ではグーグルクラスメートとＳＫＹＭＥＮＵの学習ソフトを使用しておりま

す。グーグルクラスメートをはじめグーグルのアプリにつきましては、支援員さんと教育委

員会職員でサポートしております。また、それに伴いまして、アプリの追加、削除等の更新

業務も、教育委員会、また支援員さんで行っております。 

  児童・生徒の進級等の年次処理につきましても教育委員会で対応する予定でおります。ま

た、ＳＫＹＭＥＮＵにつきましては、今回、補正予算で計上させていただきましたけれども、

年次更新等、サポートにつきまして、専門の業者にお願いして処理をする予定でおります。 

  導入等のサポートの今年度でございますけれども、小学校２時間ずつ６学年サポートして

おります。また、小学校の教員向けで１回サポートを実施しております。また、中学校につ

きましては、３学年２時間ずつ、それと、中学校におきましても、教員向けのサポートを２

回実施しております。また、インターネットリテラシー教育につきましてもサポートをさせ

ていただいております。 
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  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 今お答えいただいて、サポート体制自体は大分整ってきてはいると思

うんですけれども、実際、先生等のスキルの関係とかもあると思いますので、併せて、これ

は学校のほうの問題かもしれないですけれども、教職員の技術的なサポートもよろしくお願

いしたいと思います。 

  先ほども申しましたけれども、ちょっと余談にもなりますけれども、議員のほうにも、こ

のタブレット端末が数年前から支給されているんですけれども、要は、これもタブレットで、

ａｎｄｒｏｉｄという、また今まで小・中学校に導入されているものとは違ったようなもの

が導入されていて、機械は導入されているんですけれども、私、今回、議員になった時点で

は、もう棚に積み上げられているような状態になっています。結局、こういう機器というの

は、もうソフトがなければ、ちゃんと使えなければ全然意味をなさないものですので、今後

も引き続き、ソフト面でのサポートもよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、今回の新型コロナウイルス感染症拡大によりまして、オンライン授業等、大変進ん

でいるとお伺いしています。先日、この場所で、中学校と校長室、それから担任の先生がた

またま休まれていて、自宅からのオンラインということで子供議会が開催されました。こう

いった部分で、これから、要は、こういう端末というか、こういうものを自宅にも持ち帰っ

て、自宅から、子供たちと学校、また役場、教育委員会等とのこういう交流とか、あるいは

サポートの交流とか、そういうことも必要になってくると思いますけれども、オンラインの

ときの自宅での機器の持ち帰りであるとか、自宅でのＷｉ－Ｆｉ環境についての対応につい

て質問させていただきたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） お答えいたします。 

  オンライン学習、在宅学習における自宅への機器の持ち帰りにつきましてですが、オンラ

イン学習につきましては、昨年コロナ禍で休校になった際に、中学校においては８日間オン

ライン学習を行いました。小学校につきましてはオンライン学習はできなかったわけでござ

いますけれども、家庭との通信の環境を整えるような形でテストを行っております。 

  また、現在のタブレットの持ち帰りにつきましては、小学校においては、あまり持ち帰り

をしないような状況でございますけれども、事前に自宅待機が分かっている児童や長期の療

養が必要な児童につきましては、校長に許可を得まして自宅に持ち帰ってオンラインで授業



－39－ 

を受けております。 

  また、中学校においては、おおむね各学年週１日程度、宿題や家庭での調べ学習のために

持ち帰りを行っております。 

  また、小学校同様、事前に自宅待機が分かっている生徒や長期の療養が必要な生徒につき

ましても、校長に許可を得て自宅に持ち帰りしてオンラインの授業を行っております。 

  今後、タブレットを持ち帰る授業、多くなってくるとは思いますけれども、持ち帰りにつ

いてのルールづくりにつきましては、今、校長先生と話をして協議しておる段階でございま

す。また、モバイルルーターにつきましても、各小学校、中学校、それぞれ年度当初に家庭

でＷｉ－Ｆｉ環境が整っていない家庭を調査いたしまして、また、その家庭につきましても、

モバイルルーター、こちらのほうで用意してございますので、貸出しをするような形で対応

をしていきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） モバイルルーター、今後、多分生徒も卒業して、変わっていってしま

うようなこともあるかと思うんですけれども、どのくらい用意されている予定でしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） モバイルルーターにつきましては、現在、手持ちで５台ございま

す。あと、追加で５台を購入する予定でおりますので、10台ほど、こちらのほうで用意して

対応する予定でおります。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） １月の教育委員会の議事録を拝見いたしますと、筑北小学校や生坂小

学校、また、中学校とのオンラインでの授業というような報告も上がっていました。その中

で、バスケットボールのオンラインでの技術交流であるとか、学校の合同授業みたいな形の

ものが行われて、大変成果を上げているようです。また、麻績村の小学校は、最初からの取

組で、技術が進んでいるというような報告も受けております。そんな中で、小規模校におけ

る、やっぱりそういう不安を解消するに当たる、大変いいアイテムだと思っていますので、

これからも、要するに、小規模校ならではの、１人１台とは言わずに、２台、３台と端末の

持てるような状況もそろえていただきたいなと思っております。また、その中で、村民の皆

さんに、こんなことをやっているんだというような周知というか、宣伝もしてもらいたいよ
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うな報告も上がっておりますけれども、この辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。 

  塚原教育次長。 

○教育次長（塚原優仁君） 教育委員会で、そのようなことも、意見も出されました。広報に

つきましては、うちのほうで館報等ございますので、そのような形で、学校でこういうこと

をやっているようなことというものを広報していきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 報告させていただきます。 

  おっしゃられるとおり、村民の皆さんにも、それを理解していただくことが非常に大切な

ことだと思います。これにつきましては、要するに、タブレット盤もそうですが、耐用年数

が５年とかの時期に入ってまいりますと、全国レベルで同じものが全部更新になるという形

になります。麻績村だけでも、小・中学校合わせると、先ほど申し上げたとおり、普通のコ

ンピューターまで入れますと約200台近くのものが更新が来るということになると、非常に

大きな費用がかかってまいります。そこら辺も考えながらやらなければいけないんですけれ

ども、やはり地域住民、また、麻績の村民の方々にしっかりそれを知っていただくことが大

切かなと思いますので、いろいろな機会を捉えて、今やっているよということを広報してい

きたいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） それでは、この質問の最後になりますけれども、村長が公約に上げて

おられます保小中一貫教育、これについてもＩＣＴ等の活用は大変有効ではあると思ってお

りますけれども、ＩＣＴとは特に関係なくても、保小中一貫教育についての村長のお考えを

お聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 保小中一貫校教育については、現在、それぞれ充実に向けて今進めて

いるところでございますし、ＩＣＴとの関わり、それぞれの小・中・保、それぞれそういっ

たＩＣＴを活用する中での授業の推進も、今実施をしているところでございます。いずれに

しましても、この小さな村、今まで保小中一貫というような形のそういった支援等につきま

しては、充実した中で、今行われているんじゃないかと考えているところでございます。 
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  いずれにしましても、保育園、小学校、中学校が一貫して支えていかれるような教育体制

の充実に向けては、今後、教育委員会のほうでしっかりと計画を立てながら進めていく考え

でございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 先ほど、塚原議員のほうからも、統合とかという考え方とかそういう

話も出ておりましたけれども、教育につきましては、そういう動きとも、またちょっと対立

する部分というか、寄り添わない部分と、また、その寄り添う部分等もあると思うんですけ

れども、そういう部分におきましても、ＩＣＴというか、オンライン技術というのはかなり

有効な部分のアイテムじゃないかなというふうに感じておりますので、ぜひ、そちらの部分

の支援もお願いしたいと思います。 

  それでは、次の質問に移りたいと思います。 

  ふるさと納税についてでありますけれども、現在、テレビ等で大分話題になっております

けれども、今現在のふるさと納税の件数、寄附額、返礼品のアイテム数という現状につきま

して、数年前と比較した中で教えていただきたいんですけれども、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） それでは、ふるさと納税のご質問についてお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

  まず、令和元年からでございますけれども、件数、寄附額、品目数ということでお答えを

させていただきます。令和元年の件数が2,051件、令和２年5,253件、令和３年でございま

すけれども、２月末現在ということで5,840件でございます。 

  寄附額でございますけれども、令和元年が2,457万円程度、令和２年度が5,531万5,000円、

令和３年度２月末現在で5,345万2,000円でございます。品目、アイテム数でございますけ

れども、令和元年が26品目、令和２年が74品目、今年度87品目ということになっておりま

す。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 併せまして、寄附のリピート率というか、また同じ返礼品目とか、そ

ういうふうに選ばれているとか、何回かリピートしていただいている寄附者の方がいるとか、

そういった部分はどうでしょうか。 
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○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきます。 

  寄附のリピート率ということでございますけれども、件数が膨大で、これのシステムで運

用していくのに非常に重くなってしまうため、全体的な集計というのは行っておりませんけ

れども、楽天を利用しての申込みをされた方につきましては、楽天のシステムから数字を出

すことができます。楽天のシステムのほうでいきますと、全体的に、２回を超えるリピート

の方が21.3％でございます。品目ごとも出ておりますけれども、件数が膨大ですので差し

控えますけれども、万遍なくリピートはされております。特出して多いのは、お米というこ

とになっております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） それでは、返礼品につきましての納入者と納入品目についての選定と

かはどうなっていますでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えさせていただきたいと思います。 

  返礼品でございますけれども、麻績村で生産または加工された産品並びに麻績村で生産さ

れた原料を用いて加工された品目ということでございまして、納入業者は村内外を問わずと

いうことで、これらの条件を満たす方が納入業者であり、納入品目ということでございます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） これは、納入業者については応募するような形でやっているんですか、

納入業者のほうから問いかけるというか、そういう感じになっていますか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） まず、始めた当初については、麻績村の産品ということ

の中でスタートをしております。その後、こういったものをやりたいということでの申出が

あったものについて、この品目の中に入れているという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 先ほど、ふるさと納税の推移もお聞きしたんですけれども、順調に推

移しているというふうに感じているんですけれども、今朝も、先ほど、ほかの議員の方から
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ちょっとお聞きして、泉佐野市ですか、高額寄附に伴う特別交付金の減額措置が、これでい

くと、また裁判に、国が敗訴したような感じの記事が載っているんですけれども、大分、こ

の納税についてアップを望む声というのが村民の中にもかなりあるというふうに聞いており

ます。また、本来であれば、2019年かな、政府のほうで特産物に限るというような指示

も出ているんですけれども、また、こういう判決が出たりすると、もう少し増やしたほ

うがいいんじゃないかなという声も上がってきていると思うんです。これにつきまして、

村長のふるさと納税に対する考え方というのはどんなかなと思うんですけれども、お聞き

します。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） ふるさと納税につきましては、今、議員のおっしゃられたとおり、あ

まり高額になると、今度は交付税を減らすというような、今言われたとおり、今日のニュー

ス等で載ってございました。国のほうの敗訴というような形で今なっているわけでございま

すけれども、これ、上告されて、また協議をされていくと思いますけれども、麻績村におき

ましても、幸い、いろいろな地域の農産物等々活用する中で、今、5,000万円を超えてきて

いるというような納税額になってございます。こんな小さな村で、それだけの納税を上げる

ということになると、個人住民税あるいは固定資産税等々をやっても、これは減る一方の中

で、上がるということは大変難しい分野でございます。いずれにしましても、ああいったふ

るさと納税等のそういった事業活用というのは、この小村にとっても大変重要な事業ではな

いかと思っているところでございます。 

  今言われたとおり、そういう返礼品についてどうしているかというようなことでございま

すけれども、やはり、返礼品についても、今は、ネットを使って申し込みがある、そういっ

た中で、それだけを確保しなければならないというようなこともございます。やはりそうい

う意味では、単体でちょこっと、これをどうですかというような部分では、なかなか返礼品

としては難しいという部分でございますけれども、ある程度、そういったものにつきまして

も、担当職員と協議をする中で、どうしたらそれを活用できるんかというようなことで協議

をさせていただいて、今、品目等についてはかなり多くなってきていると。そして、地域の

皆さん方のそういった作ったものがふるさと納税で出ていくと。そうなると、その地域、団

体の皆さん方の収入も上がってくるというようなこと、また、個人収入も上がるというよう

なことで、全体的な商工業の発展につながっているというような部分、また、農業の推進に

つながっているというような面でつながりがございますので、今後についても、しっかりと
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した対応の中で、やはり、多くの皆さん方に返礼品の参加をしていただく中で、より多くの

皆さん方にふるさと納税を申し込んできていただくような施策に向けて推進をしていきたい

と思っているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 今、村長のしっかりした対応という中で、納税品目の中で、おやきの

占める割合とか、かなり多いというふうに聞いているんですけれども、おやきの会社等でも、

やはり、高齢化とコロナによるイベントの中止であるとか、一番は、食品衛生法による食品

加工技術の基準が厳しくなりまして、いろいろ加工施設等を少し充実させなければいけない

というような話も聞いております。また、この間、楽天のふるさと応援サイトのインタビュ

ー動画を見ましても、清水牧場さんの売上げも半減しているというような記事の中で、やっ

ぱり、納入業者の保護、育成というか、今後の援助という中でも考えていただかなければい

けない部分があるんじゃないかなと思われるんですけれども、そこら辺はいかがでしょうか

ということで、お聞きしたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えさせていただきたいと思います。 

  今、村長が答弁したとおり、品目等には、今後とも納税額が増えるように努力をしていか

なければならないというところがありますけれども、ただ、それぞれの、今納入されている

業者さんについても、ほぼほぼ、いっぱいいっぱいで動いている業者さんもいらっしゃると

いうことで、まだまだ余裕があって、これからどんどんとＰＲして寄附を募るというような

部分については、今現状の中での品目の中でいくと、そこまで倍増させるというようなこと

は、ちょっと厳しい状況かなというふうに、私的には考えております。 

  今、議員のほうからご指摘をいただきました、例えば、加工場等の法律、ハサップの改正、

食品衛生法の改正によってハサップで基準が厳しくなったという中で、それに対応するよう

な形をとらなければならないという部分については、今回、補正の中で、加工場の施設の充

実という中で対応を図っていくということにさせていただいております。ただし、これにつ

きまして、加工施設の整備という一貫ということでございますので、それぞれの業者に、皆

さんそれぞれ一個人というか一企業としての参加でございますので、寄附をいただいている

ということの中で、村がその業者に対して支援をしていくという部分については、全てがで

きるという部分ではないかなというふうに思っております。あくまでも、営業をされている
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業者という部分でございますので、その辺のところは慎重に対応していくという形で考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 納入業者の支援につきましては、そういうできる部分でという形で、

またお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  それでは、最後の質問になりますけれども、消防団員の待遇についてということでお聞き

したいと思います。 

  本日も、３月11日ということで、東日本大震災の11年ということで、先ほど、黙禱とか

ささげておりますけれども、水害、地震等で消防団員の占める役割というものは、いまだに

かなりあると思っております。政府のほうも、消防団員の待遇改善ということで、報酬、費

用弁償の一部改正をということで、本議会においても報酬及び費用弁償の一部を増額すると

いう条例が上程されておりますけれども、これにつきまして、今、現時点での消防団員の状

況をお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、私のほうから、消防団員の現状について若干ご説明さ

せていただきます。 

  まず、団員数でございますけれども、関係皆様のご努力やご協力によりまして、ここ数年

は横ばい状況というところでございます。団員数でございますが、135名、令和４年３月１

日現在となっております。また、地区別の状況でございますが、分団別でご説明させていた

だきますけれども、本団につきましては17名ということで、こちらには、正副団長、女性消

防団員が加入をしているところでございます。本部につきましては32名、１分団が35名、

２分団が27名、３分団が24名というところでございます。また、質問要旨の中で、年代別

にということでございますけれども、20代が25名、30代が55名、40代が49名、50代が６名

となっております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） やはり若い方は少ないかなという感じはしておりますけれども、あと

の女性団員、また、今はちょっと話題に上がらないのかもしれないですけれども、ＯＢ団員

とかいったものが、昔、そういうのを募集するかという議論もあったような気がしておりま
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すけれども、あと、ほかの市町村で言うと、大規模災害団員とかいう機能別の団員等もいる

という話も聞いているんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） ＯＢ団員等につきましては、以前にも検討された経過がございま

す。また、現在、分団長会等でも検討はされておる状況ではございますが、法的な根拠等も

ございまして、補償関係の関係で、今、課題があるというようなことで、まだ検討段階とい

うところでございます。よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） いずれにしましても、消防団員、かなり減少している状態でもありま

す、ぜひ待遇改善をお願いしたいんですけれども、先ほどの報酬手当、費用弁償についてな

んですけれども、これの実際の支給方法とかはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 昨年来から、国のほうの検討会の答申が出まして検討されておる

ところでございますが、支給方法につきましては、昨年も東筑５村の中の検討、また分団の

中でも検討しておりますけれども、まだまとまってこないということで、課題も幾つか出て

きております。令和４年度におきまして、分団長会等を含めまして、改めて続けて検討して

まいりたいという状況でございますので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 先日来から、やっぱり塩尻、朝日ですか、支給につきまして、いわゆ

る費用弁償についても計算が難しいというような話の中で、スマートフォンのアプリケーシ

ョンというような形で実働の報告を上げて、それを集計して、個人に費用弁償するような話

も記事として上がっておりましたけれども、そういうような考えはいかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 大規模の、支部のような大人数の団等につきましては、ソフト等

を有効活用するということは大変メリットがあるんじゃないかなというふうに考えておりま

すが、麻績村のような小規模につきましては、今現在も、分団ごとに、分団から個人にお支

払いをするという例もございますし、そこまでソフトを入れなくても、きるんじゃないかな

というふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） それともう一つ、そういう支給につきましても、いわゆる、幽霊団員
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とかそういった問題、実際に団員ではあるけれども活動はしていないというような方もいる

かなというような認識がありますけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 現在、いろいろな職種の方に消防団に入ってきていただいており

ます。仕事の関係で、どうしても県外に出てしまうという人もおりますし、そういう方は、

戻ってきて、また活動していただけるというようなことでございます。消防団員報酬につき

ましては、年額報酬と出動報酬というものがございまして、出動報酬については、実際に出

られた部分がお支払いされるということでございます。年額報酬については、先ほど、議員

おっしゃるとおり、あまり出てこられないというような方もございますが、その辺について

は、また、分団長さん等と相談しながら引き続き検討してまいりたいなと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下朗議員。 

○３番（宮下 朗君） 時代の流れとして、どうしても、こういうコロナ禍もありますけれど

も、やっぱりある程度個人支給というような状態のほうが、今の団員さんにメリットがある

のではないかと私は考えております。また、もちろん、私の頃からも、団や分団の親睦であ

りますとか、交流でありますとかそういうことに関わる資金も、また必要な部分というのは

確かにコミュニケーションとして必要だと思われますので、ぜひ、消防団と検討する中で、

今後とも少しでも消防団員の待遇を改善していただいて、入ってもらって、村のために活躍

してもらうようなことを望みますので、よろしくお願いします。 

  それでは、以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下議員にちょっとお伺いしますが、先ほどの質問事項２のふるさと

納税に関しての要旨４と、３番の要旨２、これが抜けたような気がしましたが、よろしいで

すか。 

○３番（宮下 朗君） 結構です、はい。 

○議長（峯村賢治君） 分かりました。 

  それでは、宮下朗議員の一般質問を終了いたします。 

  ここで休憩を取りたいと思います。 

  40分までの休憩といたします。 

  ただいまから休憩に入ります。 

 



－48－ 

休憩 午前１０時２７分 

 

再開 午前１０時４０分 

 

○議長（峯村賢治君） それでは、休憩を閉じ、再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 茂 木 泰 男 君 

○議長（峯村賢治君） ４番、茂木泰男議員の一般質問を許可します。 

  なお、茂木議員より着座にて質問を行うことの要望を受けておりますので、これを許可い

たします。 

  ４番、茂木議員。 

○４番（茂木泰男君） さきに通告した内容につきまして質問します。 

  質問事項として、１、若者定住促進住宅の建設と移住希望者への対応について、２、子育

て環境や教育環境の充実について、３、保育・教育施設の設備等の保守点検について、４、

聖高原スキー場の現状について、この４点です。 

  では、質問事項１から要旨に沿って、一問一答で議席にて行います。 

  若者定住促進住宅の建設と移住希望者への対応についてお聞きします。 

  村では、住宅整備用地の候補地に６か所を選定した天王、丸山、野田沢、小東、天野原、

下井堀で、今の現状のところに今、建っているわけですが、前村長が実施してきた桑山地区

の住宅整備を今後も継続して進めるのか、事前に選定した中から選ぶのか、村の考えをお聞

きしたい。 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。 

  塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） それでは、ご答弁を申し上げたいと思います。 

  少子高齢化、人口減少は全国的な傾向として、特にこの中山間地域の市町村の減少率が大

きく、過疎化へ歯止めがかからない状況となっております。手をこまねいていたのでは地域

の活性化が図れず、子育て世代のこのまま定住できる住宅が必要ではないかとのことから、

今、若者定住住宅の建設ということで整備をしているところでございます。 
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  ここにおいても若者定住住宅の建設につきましては、継続して進めてまいりたいと考えて

いるところでございますけれども、やはり将来的な住宅需要等も推測しながら対応を図って

いかなければいけないかなと思っているところでございます。 

  今、その候補地等についてというようなご質問でございますけれども、やはりこれについ

ては、すばらしい景観等々を望む方々、あるいは利便性を望む方々、いろいろな居住者がお

ろうかと思いますので、そういった部分につきましては、今後いろいろ研究する中で、また

進めてまいりたいと思っているところでございます。 

  いずれにしましても、今は桑山のほうへ、また今の住宅建設の継続を若干していきたいと

思っているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） 今、村長の説明だと、もう桑山地区１点だという私、認識をしていま

すが、そのほかに、全、この候補地以外にはこの下界のほうにも造ってもらいたいと私は思

っているんですけれども、いかがなものでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） いずれにしましても、総体的なこういう住宅建設、この定住住宅の建

設に対する検討を進める中で、やはりそういった適地等々を検討しながら村全体の中を見る

中で、適材適所にまた整備を進めていかれればと思っているところでございますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） 次に入りますけれども、質問要旨２、空き家バンクの整備はというと

ころでお聞きいたします。 

  現在はどのような現状になっているかお聞きをしたい。空き家バンクの整備はということ

で、現在はどのような状況か、お聞きします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） それでは、お答えをさせていただきたいと思います。 

  空き家バンクの整備ということでございますけれども、空き地バンクにつきましては、村

内の賃貸、それから売買できる住宅、宅地の情報を所有者から申請をいただいて登録をして

いただき、物件の詳細情報を希望者に、利用者に提供するものでございます。ただ、空き家

等の所有者と利用希望者間の交渉、それから契約等については、村は関わっておりません。
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相対で話をしていただくということでございます。 

  村の空き家のマッチングを平成22年から進めております。現在までに58件の登録がござ

いまして、現在、未成立の部分が５件残っている状況です。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） 空き家の整備補助制度が村にない状況ですが、今後、改修や家財の処

分に対する補助のお考えは。 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  空き家の活用につきましては、現在、議員おっしゃるとおり補助制度はございません。今

後でございますけれども、近隣市町村には補助制度ございますので、近隣市町村の状況等を

参考に、空き家バンクの登録を条件として、空き家の改修費用、それから家財等の処分に対

する補助制度について前向きに検討をして、その後の空き家活用につなげていければと考え

ております。よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） 私も息子が令和２年ですか、12月に家、宮本のほうに建ったんですけ

れども、そのときにも茂木さん、空き家なので貸してくんない、そういう言葉、耳に入った

んですけれども、一番困るのは、やっぱり今の家っていうのは、仏壇でも何でももう収納庫

ができていて、あらゆるものを持っていけないんですよ。持っていけない状態なんです。だ

からやっぱりその補助制度をぜひとも速急につくっていただければ、まだまだ空き家も借り

られる状態になるんじゃないかな、こんなように思いますが。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 今のお話のとおり、村の中には180軒か190軒の空き家があるという

ようなことでございますし、また、空き家の中には物すごくこう大きな家で、本当にすばら

しいようなうちも空き家になっているというようなことでございます。 

  皆さん方のそういったいろいろなお話をお聞きすると、どうしてもその家の中にある今、

言われたとおり、仏壇とか祖先のそういった遺品等については、なかなか新しく建っている

家のほうに持っていかれないというようなこともございまして、それだけを残してあるとい

うようなお話も聞きます。 
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  いずれにしましても、そういった部分で障害になるというようなことで、幾らかでもそう

いった空き家バンク等に登録できるような住宅が今後できるとなれば、やはり近隣市町村の

そういった補助制度の対応等もしっかりと見る中で、今後そういった部分での対応、補助等

の対応をしていかれればと考えているところでございますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） ぜひとも家財処分の補助を速急にやっていただきたいと思いますが、

よろしくお願いします。 

  それでは、要旨３に入ります。 

  移住を希望する方へどのようにＰＲするのか。 

  空き家はほとんどが協力隊が住んでいるわけですが、役場の前での協力隊員は、今の桑山

があそこへ移っちゃった。やっぱりそういう人も、あっちがいいという人もいるので、どう

か一般の人にももっと力を入れてＰＲをしていただくか、役場でそういう係をつくって、空

き家の人にこういう制度ができたら必ず言っていただいて、積極的にこれを進めていただき

たいと思いますが、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 茂木議員。 

○４番（茂木泰男君） 質問事項２、要旨１、所信表明でこれからの環境の充実に力を入れる

と村長は言っておられるわけですが、どのような施策を考えているのか、お聞きしたい。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） お答えを申し上げます。 

  子育て環境の充実につきましては、妊婦期から出産、それから乳幼児期から未就学児期ま

で、子供の成長に応じて、今、手厚い各種支援が行われているのではないかと思われます。

妊婦、産婦に対する一般健康診査や産後ケア事業の支援、幼児期の一般健康診査の支援、出

産祝金、育児祝金など、充実した支援が行われていると思うところでございます。 

  今回新たに、新生児の聴覚スクリーニングの補助や子育て期をサポートする母子健康手帳

アプリにより、スマートフォンから子育て期に必要な情報が気軽に入手できるようなシステ

ムの導入を、今も考えているところでございます。 

  また、教育環境の充実につきましては、保小中の一貫教育を推進するとともに、ＩＣＴ教

育のさらなる充実を図ってまいりたいと考えているところでございますし、また、施設の充
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実につきましても、今後、それぞれ不要な箇所があれば整備をしていきたいと思っていると

ころでございます。 

  そして、新たに子育て家庭の負担を幾らかでも軽減できればと、保育園の副食費の無料化、

そして小学校、中学校の給食費の減額も実施をしてまいりたいと思っているところでござい

ます。 

  麻績村において子育てしたくなるような村づくりに向けて、それぞれ総体的に考えながら

推進を進めていきたいと思っているところでございますので、よろしくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 茂木議員。 

○４番（茂木泰男君） 子育て教育問題は、保・小・中学校の父兄には最も関心が高い事案で

ある。しかし、これにはやっぱりしっかりと今、お聞きしたんですが、しっかりやっている

ようですが、これには力を入れて、本当に親身になって取り組んでいただきたいと思います。 

  それでは、質問事項３に入りますけれども、施設内にある機械設備などのメンテナンスを

定期的に行っているのか、お聞きしたい。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 施設内ということで、保育園、教育施設の関係でございますが、保

育園、小・中学校及び社会教育施設等の定期のメンテナンスにつきましては、毎年確認をさ

せていただいているところでございます。保守点検ということでやらせていただいておりま

すが、方法といたしましては費用面のこともありますので、自分たちでできる部分と、どう

してもメーカー等の業務が、業種が必要な部分と分けながら実施をしております。 

  なお、老朽化等によるものにつきましては、計画的に更新を行っていきたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） 学校の暖房器具などの使用に故障が出ていると私の耳に入ったんです

が、施設の寿命化の意味も絡め、今後、保守点検をどう考えるのか。 

  私、それで見せてもらったんですが、やっぱりエンジンでいうとちょうどキャブ、人間で

いうと心臓、そこへほこりがすごくたまって、これ１年や２年やったものではないと思いま

す。 

  それで、つけるはつけるんだけれども、すぐ消えちゃう。消えたときにすぐぱっと調べて、

これはキャブ、掃除しなきゃ絶対駄目だよと言ったんですがそういうことですので、ぜひと
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も教育長、これはメンテナンスをやっていなかったと思います、私は。だからこういう目づ

まり、燃料がいかなくて火がつかないと思います。 

  保守点検は、事故防止のためにぜひやっていただきたい。児童・生徒が安心・安全で授業

が受けられるようにしていただきたいと思います。ぜひ今後、教育長、ぜひこれは毎年もう

こういったものだから、大概器具を買うと２年に一度はやりなさいというようなこと書いて

あるんですけれども、学校では、毎年使う前には検査をやっていただきたいと思います。 

  質問事項４に入りますけれども、聖高原のスキー場の状況についてお伺いしたい。 

  要旨１、聖高原スキー場の集客・収益の現状はどうであったか。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） それでは、要旨１についてお答えいたします。 

  聖高原スキー場の指定管理者であります聖高原リゾート株式会社の決算が、今、終了して

いない状況でございますから、私からは、索道事業の輸送実績と消費税抜きの収入額をご回

答することでご勘弁いただきたいと思います。 

  初めに、令和３年度シーズンでございますが、令和３年12月29日に一部滑走可能でスキ

ー場のオープンをいたしました。今シーズンは令和４年３月13日クローズということで、現

在も営業中でございます。 

  ２月末までの経過を申し上げます。令和３年度２月末までの索道輸送実績人数は３万

6,049人、税抜きの収入額は343万7,287円でございます。 

  令和２年度の実績でございます。令和２年度は令和２年12月26日オープン、令和３年３

月９日クローズ、そのシーズンでございますが、索道輸送実績人数は２万8,838人、税抜き

収入額は278万1,248円でございました。 

  令和３年度２月と令和２年度の数値の比較でございますが、索道輸送実績人数は対前年と

いたしまして721人の増、税抜き収入額は、対前年といたしまして約65万6,000円の増と、

前年度の令和２年度実績を既に上回っている状況でございます。 

  増加の理由としてこちらで考えますのは、コロナ禍で遠出を控えて近場の聖高原スキー場

でウインタースポーツを楽しむ方、19歳の方がリフトが無料になる19歳割を利用する方、

聖高原駅や麻績インターチェンジから近い距離にスキー場があるものですから、アクセスが

しやすい。また、手ぶらで来てスキー板やスノーボード、そりのレンタルをして隙間時間を

楽しむ方というような方がいらっしゃるなというふうに感じております。 

  以上でございます。 



－54－ 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） 今、観光課長が説明して分かりましたけれども、私の友達も、この間

白馬のほうに行っていまして、先生と教え子行っていまして、やっぱり白馬のあれはみんな

キャンセルで、多分、今の観光課長言われたように、小さな田舎のスキー場で、それが増員

の原因かなと、そんなふうに思います。今は私の友達、志賀高原へ行って、また教えていま

すけれども、もう年内は全てキャンセルだそうです。 

  それでは、要旨２に入ります。 

  コロナ禍の中、今年もイベントが中止になったが、この状況の中で集客に向けたＰＲをど

う考えるのか、お聞きしたい。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） それでは、私のほうから要旨２についてご回答いたします。 

  令和３年度のイベントにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大予防に重点を置き、

観光課関係のイベントが相次いで中止となりました。 

  しかしながら、コロナ禍ではございましたが、ウィズコロナイベントとして、４月にお花

まつりの開催、夏山開きを開催、それに伴うリフトスカイライダー等の各施設の営業を開始

いたしました。 

  また、５月はキャンプ場の営業を開始、聖湖へら鮒釣大会の開催、８月はサプライズ花火

の開催、10月は聖高原感謝祭の開催、また、12月からイルミネーションの点灯、冬山開き、

スキー場のオープン、また、信濃観月苑におきましてはギャラリー等の開催など、感染予防

に取り組みながら開催したイベントもございました。 

  ご質問の集客に向けたＰＲでございますが、令和３年度は新聞や冊子の紙面広告、また、

折り込み広告、インターネットの動画配信サービスを春と冬の２回放送いたしました。また、

ラジオ放送のコマーシャルも行いました。また、村内の無線放送や村のホームページ、観光

協会のＳＮＳを活用した広報等を行っております。 

  併せて、村内の法人や個人の方が実際麻績村を訪れた方の口コミやＳＮＳを活用してＰＲ

を行っているという状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） コロナ禍で、観光課長もほとんど中止だということをおっしゃってい

たんですが、中止になったが、コロナ対策をしっかり取れば開催できたのではないかと、こ
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のようにジャイアントスラロームの参加者から聞いております。誠に残念がっておりました。 

  コロナ禍の中ではあるが、スキー場での密にはあまりならないのではないかと、私は、広

いスキー場であるから、一人一人滑るんだから、これやったほうがいいんじゃないかなと個

人的には思っていたんですけれども、今後のまた課題として、イベントはなるたけコロナ対

策さえちゃんとしていれば、オリンピックもやったんだから、できたんじゃないかなと私は

考えていますが、観光課長はどう考えていますか。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） イベントの開催についてお答えいたします。 

  本年中止になりましたジュニアジャイアントスラローム大会でございますが、参加者自体

が小学生と中学生でございます。また、幼年の方もいらっしゃいます。その方々自体がワク

チン接種を未接種の方ということがございました。ですので、スタッフ自体がワクチンを接

種していても、未接種の選手の方を集めて開催するのはいかがかということも考えまして、

観光協会としては中止判断につなげたものでございます。 

  今後は、これで長野県自体がこれから観光シーズンということで、集客に力を入れていく

ものですから、麻績村観光課としましても感染症対策に気を使いながらイベントの開催を進

めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 茂木泰男議員。 

○４番（茂木泰男君） ぜひ、そういう方向でもって前向きに、イベントはもうこれで切れた

んだから、あまり自由に言えないけれども、個人的にはなるたけやってほしいな、こんな意

見です。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（峯村賢治君） ４番、茂木泰男議員の一般質問が終了いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 飯 森 寛 志 君 

○議長（峯村賢治君） ５番、飯森寛志議員の一般質問を許可します。 

  ５番、飯森議員。 

○５番（飯森寛志君） ５番、飯森寛志でございます。 
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  事前に通告いたしました第６次麻績村振興計画最終年度、これは後期基本計画の平成30年

から令和４年度の分です。それと、次期計画についてと、もう一つ、中山間地耕作放棄地に

ついて、一部ちょっと一問一答ではありませんが、ご答弁をお願いいたします。 

  まず、塚原村長にお尋ねいたします。 

  第６次麻績村振興計画最終年度、令和４年度を迎えまして、ちょっと私なりに分類しまし

た、人、産業、生活、地域の分野での新村長の公約との同意点、また相違点、計画の進捗を

お伺いいたします。 

  最終年度としての達成度、次期計画への引継ぎ、中でも、ただ各課の重点計画ではなく、

計画全体での達成度をお伺いいたします。また、第７次振興計画作成中とは思われますが、

これのロードマップとマイルストーンをお伺いいたします。 

  先ほど言いました、人、産業、生活、地域の分野につきましては、振興計画の中では社会

経済情勢、少子高齢化、自然環境、安全で安心な生活、人材育成、産業の振興、地域コミュ

ニティの活性化という分類で分かれている部分を自分なりにちょっとまとめましたので、ち

ょっと複雑になるとは思いますが、ご答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。 

  塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） ご質問でございますけれども、１番、２番、３番、それ

ぞれ要旨が分かれておりますので、私のほうから、まず１番の要旨についてお答えをさせて

いただきたいと思っております。 

  重点課題の進捗状況、それから第６次の計画の積み残しの課題、それから計画の達成状況

については、私のほうからお答えさせていただきたいと思います。 

  麻績村振興計画は、長期的な社会情勢の変化などを考慮し、基本目標や将来像など村づく

りの基本となる考えと、その方向性を書いた計画ということでございます。 

  第６次の計画では、「学び 育み 生涯を豊かにする村づくり」「支え合い 見守り合い

 健やかに暮らせる村づくり」「自然とともに 安全で住みよい村づくり」「地域資源を生

かした元気あふれる村づくり」「つながりを大切に 互いに力を合わせる村づくり」「信頼

を深め 住民とともに進める村づくり」の６本の柱を基本として策定をさせていただいてお

ります。 

  計画策定に当たり、一番の課題でございますけれども、日本全国総人口減少、出生率の低

下ということでございまして、麻績村でも、少子高齢化の急速な進展により、多くの問題が、
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それが原因として生じております。 

  農業後継者の不足による農地の荒廃化、若者減少による児童・生徒数の減少、地域コミュ

ニティの崩壊、地域産業の衰退など、こうした問題の改善をするためには、一人でも多くの

若者に住んでいただくということが必要で、そのための施策を村の重点施策ということで進

めてまいりました。 

  おかげさまで、近年は若者の新規定住者は増加傾向となり、出生数も増えてきております。

地域おこし協力隊をはじめ、移住者を積極的に受け入れることによりまして、農地の荒廃化

抑止、農業後継者の増加など、数値で見る効果が現れており、住宅整備、子育て教育環境の

整備、安心・安全の村づくり、新規就農者育成と農地の荒廃化抑制、高齢者福祉の充実、健

康長寿の村づくり、観光事業運営の見直し、貴重な歴史文化遺産の保全など、おおむね順調

に進んでいるというふうに考えております。 

  こういった中で、引き続き人口減少の抑制に向けた取組、子育てに対する各種支援の拡充、

高齢者、障害者福祉の充実や安心・安全の村づくりの推進を図るとともに、農地の荒廃化の

抑止、森林整備の促進、新たな商業の振興、時代に即した観光事業等、対応策が現状に追い

ついていないという事業も課題として残っておるところでございまして、新たな政策を今後、

考えていく必要があるかなというふうに考えております。 

  また、新たな国の方針、方向性としまして、自治体ＤＸでありますとか、ＳＤＧｓの取組

なども、第７次の部分には検討していく必要性があるかというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） それでは、要旨２でございますけれども、人、産業、生活、地域と第

６次計画の中で、村長公約と関連した中の進め方というようなことでございます。 

  第６次振興計画も、令和４年度見直しの年となっておりますが、村づくり推進課長が今、

申し上げたとおり、それぞれの分野におきまして成果が出てきていると思われるところでご

ざいます。 

  村長公約につきましては、６次計画と関連性を持たせる中で事業取組を進めてまいりたい

と考えますが、村民の皆さん方の利益につながる新たな事業と早期に実現をしなければなら

ない部分については、随時進めてまいりたいと考えているところでございます。 

  また、今後、将来に向けて推進していかなければならない事業等につきましては、第７次

計画の中に位置づけをして推進をしてまいりたいと考えているところでございますので、よ
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ろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） それでは、続きまして、要旨３の第７次の計画に向けて

のロードマップということでお答えをさせていただきたいと思います。 

  今後の方針につきまして、新たな村長の施策方針を基本としまして第６次の振興計画の検

証を踏まえて、積み残し課題や国・県の動向を見据えて、各担当による計画案を作成し、振

興計画審議会を開催する中で策定をしていくという予定にしております。 

  スケジュールでございますけれども、第６次の振興計画の策定状況に倣いますと、６月ぐ

らいに小・中学校、それから住民等へのアンケート等の実施、それから、それを踏まえて計

画を各担当で策定し、９月、10月ぐらいから審議会に諮り、審議会のご意見をいただきなが

らそれを修正し、最終的には２月に審議会から答申をいただく中で、３月の議会に諮るとい

う予定にしております。 

  いずれにしましても、第６次の振興計画を検証する中で、それを参考に、そしてそれの課

題等を次の第７次につなげ、新しいものは新しいものとしてそこに盛り込んでいくというよ

うな考えでいるところでございますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 飯森寛志議員。 

○５番（飯森寛志君） ありがとうございます。 

  ちょっと漠然とした質問形態になってしまったことはちょっとおわびいたしますが、第７

次につきましても、第６次の決着が一番大事かと思われますし、マイルストーンにつきまし

ても、１次の計画が10年、上期、後期で５年、５年、途中で３年ずつの見直しということで、

第６次のほうは進めておられると思いますが、第７次に関しましては、できるだけマイルス

トーンを細かく選定しながら進めていっていただきたいと思っております。 

  また、６次につきましては、現村長の現役時代に策定と実行のほうもされておりますので、

第６次の決着については大変期待をしておりますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、問題趣旨の４番ですが、ちょっとこれ、前回もお尋ねいたしました森林計画

の考え方でございます。 

  前回も申しましたが、村の面積の約70％が森林であるという麻績村の状況でございます。

ただ、これが大変荒廃していく部分があります。ただ、約40年、50年前に植樹した木が数
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多くあり、一つの村の財産ではないかなという認識も持っております。 

  そんな村の森林整備計画実施に関しまして、前回、少数のエリアから進めていくという返

答を担当課長のほうからいただいておりますが、令和４年度の森林経営管理制度の進め方を

お伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  今回、令和４年度の予算の中でも予算化、予算金額は盛られておりますが、その点も含め

てご答弁をお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  森林経営管理制度の実施に当たりまして、前回の議会でも答弁をさせていただきました。

令和４年度より森林所有者への今後の森林経営、管理に関する意向調査を実施してまいりた

いと考えております。 

  これまで、構図と森林基本計画図を照合しながら、調査場所の選定、所有者、権利者及び

推定相続人の洗い出しを行ってまいりました。今回の実施場所につきましては、日向地域及

び下井堀地区を範囲としまして、道路沿いのアカマツ林に対する調査を予定しております。 

  現在のところ、面積ではおおむね55ヘクタール、筆数で330筆、約130名への調査を予定

しております。なお、調査終了後、これらに対して調査を基に取りまとめを行って、その後、

その調査を取りまとめの基に現地調査、こちらのほうも外部委託をして、ある程度の面積集

約と収益化が見込まれる場所を選定してまいりたいと考えております。 

  なお、質問の予算の関係でございますけれども、これら等に関する予算につきましては、

令和４年度にも提出させていただいておりますので、併せて答弁をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森寛志議員。 

○５番（飯森寛志君） ありがとうございます。 

  少しずつでも森林管理が進んでいければと思っておりますし、子ども議会の中でも、非常

に松くいの対策ということで、子供たちが非常に関心を持っておりますので、行政のほうと

いたしましても、予算に限りはあると思いますが、早急な対応のほうをよろしくお願いいた

します。 

  それでは、次に質問事項の２に移ります。 

  中山間地耕作放棄地についてでございます。 

  中山間地耕作放棄地については、全国的な問題でもあります。特に、公益なエリアが発生
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しているのは宮崎県、長野県が上位にいつもランクされております。中でも、長野県の耕作

放棄地の特徴は、耕作地域の面積が非常に小さいこと、何アール、もしくは何畝というよう

な単位であること、これは、当麻績村でも例外なく発生している実態でございます。 

  また、国が進めていこうとしております人・農地プラン構想が今国会より一部法改正の手

続を進めているところでございますが、この人・農地プランについては、農地の集積、集約、

農業のしやすさを基本にしております。 

  ただ、これについては先ほど申しましたとおり、麻績村の中では非常に小さい面積の耕作

放棄地が多いため、非常に厳しい状況ではないかと思われます。また、現状では、麻績村の

中では遊休荒廃地が令和２年度では133ヘクタール、これは５年前よりも約５％ずつ増えて

いるということの調査もございます。 

  そこで、担当課長にお伺いいたします。 

  この関連質問がございますので、６まで進めさせていただきたいと思いますが、よろしく

お願いいたします。 

  まず、麻績村の人・農地プランの実施化進捗状況と集積、集約に対する問題点、遊休荒廃

地の増加、約４年間での５％の、この歯止め対策は。 

  また、飛び地での耕作放棄地対策、そこの所有者との意見調整はどうなっておりますでし

ょうか。 

  また、この中で非常に重要な組織になってまいります農業委員会からの提言、また、民間

外部との協働体制、これはＪＡ松本ハイランドでございますが、どのように考えておられま

すか。 

  また、再生事の案、果樹、水稲、畑作の構想はどのようになっておりますか。それと、

県・国の団体でございますが、農地中間管理機構・公益財団法人長野県農業開発公社との連

携をお尋ねいたします。 

  また、非耕作地が増えることによって、有害鳥獣の発生、侵入が非常に今、問題になって

きておりますので、この対策と問題をお伺いいたします。長くて申し訳ないですが、よろし

くお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。 

  森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず、遊休荒廃地の増加、約４年間で５％増の歯止め策ということでございますが、この
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問題につきましては、非常に頭の痛い課題でございます。中山間地域においては、農業者の

高齢化、後継者不足などから、残念ながら、ご質問のとおり遊休荒廃地は増加してございま

す。 

  村としましては、これ以上荒廃地を増やさないよう、できる限り現状を維持できるよう、

現在は荒廃農地対策としまして、農業委員による農地パトロールや耕作の意向調査の実施、

農地中間管理機構への貸出しや担い手の集積を行っているところでございます。 

  また、地域住民のご協力をいただきまして、中山間地域と直接支払事業や多面的機能支払

交付金事業などによりまして、荒廃農地の発生防止など、農用地及び生産基盤の維持に取り

組んでいるところでございます。 

  また、今後も地域おこし協力隊の活用などによりまして、農業従事者の新たな担い手を確

保しまして、農地の維持に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、飛び地での耕作放棄地対策、所有者との意見調整はということでございます。 

  農地につきましては、先ほど申し上げましたが、毎年農業委員による農地パトロールを行

いまして、荒廃化が懸念される農地については、所有者への今後の意向について調査を行っ

ております。 

  状況によっては担い手に紹介をいたしておりますけれども、担い手のほうも受入れが飽和

状態となりつつあります。村としましても、農地流動化、借手奨励金など支援を行っており

ますけれども、耕作条件の悪い農地にはなかなか引受けが難しい状況になっているところで

ございます。 

  次に、農業委員会からの提言、ＪＡとの協働体制ということでございますが、遊休荒廃地

の増加は後継者や担い手がいないことが原因でありまして、当村においては、今後も農業の

担い手を十分に確保することは非常に困難であると推測されております。 

  今後も遊休荒廃地を増やさないよう、農地の集積、集約化など農地利用の最適化に向けま

して、引き続き農業委員会や農地利用最適化推進委員、ＪＡなどと関連機関との連携しなが

ら担い手の確保に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、再生事案、果樹、水稲、畑作でございますが、近年、遊休荒廃地の増加によりまし

て、遊休荒廃地を再活用するための農地復元の事例は見られませんけれども、リンゴ栽培農

家につきましては、農家の高齢化、後継者がいないなどによりまして、栽培を継続できない

事例が見られております。 

  ＮＰО法人おみごとや新規就労者への紹介によりまして、栽培が継続されているケースが
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出てきております。また、様々な理由によりまして耕作放棄される水田、畑地につきまして

も、担い手や新規就農者に耕作を担っていただきまして、水稲、小麦、もち麦、ネギなど、

作付により耕作放棄に対する対応を図っているところでございます。 

  次に、農地中間管理機構、公益財団法人長野農業公社との連携ということでございますが、

長野県においては、公益法人長野県農業公社、農業開発公社が、県知事によりまして、平成

26年４月に農地中間管理機構の指定を受けまして、関係機関、団体等と連携しまして、農地

を借り受け、担い手への貸付けを行っているところでございます。当村においても、農地中

間管理機構と連携をしまして、村内約35ヘクタールの農地を農地中間管理機構を通して農地

の流動化を図っているところでございます。 

  最後になりますけれども、有害鳥獣対策の現状と対策、問題はということでございます。 

  現在、イノシシ、鹿等の有害鳥獣対策としましては、防除及び捕獲の両面から対策を実施

しております。 

  防除につきましては、個人による電気柵等の設置や、国の事業を活用しまして広域的な電

気柵等の設置を実施しております。また、捕獲につきましては、村の鳥獣被害対策実施隊員

によるわなや銃器による捕獲を実施してまいりました。今後も引き続き、防除及び捕獲によ

る対策を実施してまいります。 

  問題としましては、イノシシ、鹿を捕獲しても、他の地域からまた新たな侵入によって、

なかなか個体数が減少しないという状況にあります。また、捕獲する隊員も高齢化しており

まして、今後、隊員数の減少も懸念されているところでございます。 

  私のほうからは以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森寛志議員。 

○５番（飯森寛志君） ありがとうございます。 

  非常に、どこの地域でも頭の痛い問題と思います。行政、民間、各個人共々知恵を出し合

いながら、遊休荒廃地をなくすようにしていきたいと思っておりますので、ご支援のほうよ

ろしくお願いいたします。 

  また、農地中間管理機構の公益財団法人長野県農業開発公社に関しましては、いろいろ見

ていますと、なかなかここへの登録農地が増えないということがあるようです。特に、当村

のような小さい荒廃地が多いということで、実際それを使う人たちが二の足を踏むというこ

とがありますので、この辺の打開策というか対策を、知恵を出し合いながら麻績方式でもで

きればいいなと考えている次第でございます。 
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  そこで２番目なんですが、小さい荒廃地でもできるんではないかなと思いまして、中間管

理耕作放棄地の対策として、一つ提案したいと思っております。 

  まず、ワインバレーの構想をご提案いたします。 

  現在の放棄地の現状で利用しようとした場合、加工用ブドウを検討してはいかがかなと思

っております。最初の収穫では人手が必要にはなってきますが、現在の土地の形状を変えず

に生産が可能な作物と考えております。 

  ブドウに関しましては、皆さんもご存じのとおり、世界ではイタリア、フランス、カリフ

ォルニア、中国、今、問題になっておりますウクライナ、トルコ等がございまして、昼夜の

温度差が約15度以上、また、傾斜地であり、降雨量等が1,000ミリ以下というものが非常に

適地とされております。 

  これらを見ていきますと、日本国内では甲府ですとか長野、あと岡山、一部北海道という

ことが挙がってきておりますが、特に昨今、ブドウの適地が甲府から長野県のほうに移って

きているということで、多分この傾向は、20年、30年は続くであろうと言われております。

ちなみに、このブドウの産地で主要作物といたしましては、トマト、唐辛子、ひまわりの種

取り等が世界で行われているのが現状でございます。 

  そこで、まず先ほど申しましたワインバレー構想ということで進めていく、まずメリット

として、地元ワインをコンセプトとした観光地域づくりができるのではないか。地域観光資

源の活用も考えておりますし、地域産業との連携、また、当地の価値向上があると思われま

す。 

  また、これによって人が集まり、新たな雇用、産業の発展が見込めると思われます。ただ、

デメリットもございまして、人、農地の不足、あと、先ほどありました飛び地の関連、あと、

それに関しての地元理解の不足ということが挙げられますが、簡単にはいかないと思います

が、一つずつ解決していければと思っております。 

  また、ワインバレー構想に関しましては、酒類免許取得に非常に緩和された制度でござい

ます。酒類免許に、最低製造数量基準が今までは６キロリットルでございましたが、場内の

原料使用、要は、村内で原料使用する場合は、２キロリットル製造できればよしとされてお

りますし、特定農業者、農業民宿ですとかレストラン等で営業場において飲用する旅館、飲

食店等に関しましては、最低製造数量を適用されておりません。ですから、本当に少ない量

で製造ができるということで、こういうワイナリーをつくりながらワインバレー構想を進め

ていければと思っております。 
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  現在、長野県では、ワイン特区に関しまして取得は23市町村ございます。23市町村が入

っている中で、大型ワインバレーが今、４つ県内にはございます。日本アルプスワインバレ

ー、千曲川ワインバレー、桔梗ヶ原ワインバレー、天竜川ワインバレーとありまして、特に

この麻績村につきましては、日本アルプスワインバレーと千曲川ワインバレーに挟まれてい

る地域でございますので、この各ワインバレーとの提携を考えられてはいかがかなと思って

おりますし、村独自でのワインバレーも一つの構想としてありますが、行政としての考え方

をお尋ねしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 答弁。塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 詳細については課長のほうから申し上げますけれども、今、議員さん

のほうでご提案いただきましたワインブドウの栽培というようなことでございますけれども、

今、議員さんが言われたとおり、麻績村の荒廃が５％ずつ進んでいるというような形、それ

で特に山際からそういうものが進んでいる。山際から進むということになりますと、山と農

地の堺がなくなる。そうすると、有害鳥獣が里まで下りてきて被害を及ぼすというような悪

循環になっているというようなことでございますし、また、麻績村のこの美しい自然の景観、

豊かさ、これは何かといいましたら、山のその整備もありますけれども、この田園のやはり

農家をやられている小規模な農家の皆さん方が、一生懸命この農地を守っていることから、

こういった美しい自然が守られているんではないかと思っているところでございます。 

  先ほど議員さん言われたとおり、万が一、今の小規模農家の皆さん方が、ここで農地をつ

くれないというようなことで手放した場合、じゃ、専業農家、大規模農家がそれを受けられ

るかといったら、なかなかこれは今、量的にも皆さん方、アップアップしているような状態

でございますので、新たなそういう専業農家が出ない限りは、そういった部分の受け手がな

いというようなことでございます。 

  そうなりますと、やはり小規模農家の皆さん方にやっぱりこう体が動く間はしっかりとや

ってもらうと。そういった政策もしていかなければならないかなと思っているところでござ

います。 

  今、遊休荒廃地のご提案ということで、ワインバレーというようなご提案をいただいたわ

けでございますけれども、今、村内には何人かがワインに目を向けて、果樹を栽培している

方々が多くなってきているという実情がございますし、また、地域おこし協力隊の中にも、

そういったものを目指して志を大きくして取り組んでいる協力隊員もございます。 

  私の思うところによりますと、今、ご質問あったとおり、この地域の気象条件、温度、そ
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れから降雨量等々をお聞きすると、割合そういったものに向いているんじゃないかと。今後

については、そういったほうへのある程度の遊休荒廃地の活用の転換も必要ではないかと思

うところでございます。 

  そして、やはりそういうワインに取り組む方々においても、なかなか今日やって明日でき

るものではございません。やはり３年、４年、５年かけてブドウの行く末をしっかりして、

その後、ワイン等の製造によって付加価値をつけることによって、麻績村のＰＲになれば生

産者の生活の糧にもなるというようなことでございますので、やはりこの麻績村の地から将

来はやはりワインが、要するにＰＲできるような、そういう地域にしていけたらと思うとこ

ろでございますし、また、それぞれの目指すワイナリーの設置に向けてそれぞれ頑張ってい

るところでございますので、村も共々、また支援する中で、そういった遊休荒廃地の減少に

向けていろいろな取組を支援していきたいと思っているところでございますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  ちょっとワインバレーの詳細等につきましては、担当課長のほうから申し上げますが、よ

ろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

  議員おっしゃいますように、長野県の信州ワインバレー構想につきましては、平成25年３

月からの10年間の計画期間で策定されているものでございます。これまで長野県産ワインの

ブランド向上とワイン産業の振興促進を推進しておりまして、県内のワインバレーは４つの

区域に分かれ、20を超える市町村が特区認定済みの状況にあります。現在においては、県内

のワイナリーは66か所となりまして、年々増加している状況にあります。 

  村内においては、数年前からワイン用のブドウの栽培が始まりまして、現在は北山地区に

おいて地域おこし協力隊による栽培も始まっております。 

  県において、あと１年ほどで計画期間が終了する、これまでの構想の見直しについて検討

していると聞いております。今のところ村内でのワイン醸造については、まだ具体化されて

おりませんけれども、継続的に良質なワインがここの麻績村で製造され、大きなブランドと

なるということは非常にすばらしいことだと考えております。今後、生産者の意向を把握す

る中で、よりよい方向に向けて研究、検討してまいりたいと考えております。 

  また、ご質問の単独についてのワインバレーということでございますけれども、こちらに
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おいては、県内においても単独で特区を取得した村もありますので、単独での特区認定につ

いても、今後、研究する中で検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 飯森寛志議員。 

○５番（飯森寛志君） 非常に前向きなご返答というふうに捉えてよろしいかなと思います。

ただ、ワインバレーの中では大手酒類メーカー、今、長野県内ではサッポロビール社、マン

ズワイン社、サントリー社、メルシャンワイン社、全部で４つ大手メーカーが入ってきてお

ります。ある地域におきましては、この大手メーカーが単独契約をいたしまして、農地が非

常にばらばらになるというような状況になっている地域もございます。途中には、しっかり

としたコンセプトを持って、実際の契約等々、進めていければと思います。 

  このような、私とすれば夢のような話が実現できれば、官民一体として進んでいければ、

村長も言っておられました、住んでよかった、住みたい、住み続けたいという村づくりに貢

献できるのではないかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  これで、質問を終わります。 

○議長（峯村賢治君） ５番、飯森寛志議員の一般質問が終了いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 宮 川 秀 俊 君 

○議長（峯村賢治君） ６番、宮川秀俊議員に一般質問する前にご相談いたしますが、質問の

途中で昼食休憩を挟みますが、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） ６番、宮川秀俊議員の一般質問を許可します。 

  宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） ６番、宮川秀俊です。 

  さきに通告しました４点についてお伺いをします。 

  なお、今回の質問におきましては、他議員と質問内容、重複するものが多々ありますので、

ご容赦願いたいと思います。 

  まず、塚原村長におきまして、村長施政方針、２月の臨時議会での表明、それから広報お
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みに記載されました内容、それから今会議におきましての提案理由書の中で、主に５項目、

５点について示されておりますが、ちょっと具体的なことをお伺いしたいと思いますが、若

者定住施策につきましては、単刀直入に住宅建設を行っていくのか、移住施策にするのか、

どちらに重点を置いていかれるつもりでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 今の施策のということでございますけれども、若者の定住施策の具体

策は何かというような趣旨でございますけれども、若者定住施策につきましては、第１に安

心して住める住宅環境の整備、第２には、子育て教育環境の充実、３には、高齢者、障害者

の福祉の充実、４には、地域産業の振興、５には、利便性に富んだ生活環境など充実してい

ることが定住につながると思われます。 

  特に、低額で快適に安心して居住できる住宅の整備、促進を進めるとともに、子育て環境

におきましては、妊娠期から育児期、また就園期、また就学期まで、一貫した子育て支援体

制の充実が必要かと考えているところでございます。 

  今後におきましては、子育てに対する新たな健診等の支援、それから保護者の子育てに対

する負担の軽減、また保育園の副食費の無料化、小学校等の給食の減額等、子育てしやすい

村づくりに向けてということが若者定住につながるものと思っているところでございます。 

  また、地域おこし協力隊の事業においても、やはり定住者が増えておりますし、Ｕターン、

Ｉターン、Ｊターンの移住促進も推進することによりまして、併せてそういった空き家の活

用も積極的に取り組み、情報発信をしてまいりたいと考えているところでございます。 

  実際に麻績村におきましては、大きな事業はなかなかできませんが、アンテナを高くして

国・県の有利な事業を活用する中で、村づくりを推進していかれればと思うところでござい

ます。 

  いずれにしましても、若者定住には力を入れながら、また、移住・定住にもしっかりと受

皿をつくりながら、今後推進していかれればと思うところでございますので、よろしくお願

いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 移住については、この後お聞きしますので、定住施策の中の住宅建設

について、少し質問したいと思います。 

  ちょっと説明になりますが、これまでの経過、質問時間を割いてこういうことを発言する
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のはちょっと本末転倒かなとは自分でも思いますが、本町地区の若者定住が完成して、その

後どうするのかということで、平成30年３月議会において、私と当時の塚原義昭議員が質問

しております。 

  その趣旨は、村内他地域への建設を考えているのかということでありました。その答弁は、

新たな定住住宅の建設については、候補地の用地選定を行っていきたいということでありま

した。それを受けて、平成30年６月に全協で説明を受けたわけです。その中で、候補地が昨

日も当時の６月26日の議会説明資料をいただきましたが、候補地のポイントの一番高かった

小東地区に決定をするということで、議会としても承認しました。 

  それで、当初の平成31年の事業予算を見ますと、工事請負費は7,000万円、土地購入費は

2,000万円、委託料で約500万円と、１億円くらいかかっているんですが、この建設につき

ましては、平成30年11月13日、議会への説明の中で、過疎債を使って償還は12年からもっ

とかかるかなと思いますが、過疎債と、あと基金を活用していくというお話がありました。 

  なぜこのようなことを言いますかというと、今回の建設の予算、委託料、測量費用がもら

れておりますが、18期議員になって議会構成も変わっております。何を言いたいかと言うと、

今回の建設に際して、どうして桑山地区なのか。私ども17期議会が承認したものは、当時渡

された資料がありますけれども、この地図がありますけれども、10区画です。これで平成

31年のときに、先ほど申し上げたとおり５区画、それから今年３月完成予定の４区画で９区

画ですよね。 

  これだけの大型事業をやるに当たっては、議会も変わりました、村長も変わりました、そ

れであるなら基本に立ち返って、建設地の選定に当たってはこういうことを重点としました。

昨日いただいた資料には、確かに載っています。景観だとか土地の広さ、インフラ整備可能

であること、交通の便の比較的よいこと、こういうことが選考に当たっての説明でした。 

  ところが今回は、何も建設地に当たっては説明がありません。それはどうしてなんでしょ

うか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 若者定住住宅につきましては、今、言われたとおり天王地区、そして

本町地区というようなことで建設が進められてきたわけでございますけれども、そして今度

は桑山地区というような形で住宅建設が進められてまいりました。 

  今、議員が言われたとおり、景観とか利便性、それからライフライン、水道、下水等のそ

ういった条件、また交通の条件、道路条件等々とかみ合わせる中で桑山地区ということで決
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定がされたと思っています。 

  そういう中で、今まで勘案されまして９区画というような形で計画がされてきたわけでご

ざいますけれども、やはりそういった形の中におきましては、今後、将来的に向けてやはり

地域に住みたい、景観のすばらしい中に住みたいというような、そういう希望者が多いこと、

そしてまた、将来的にあそこへ永住したいというような考えをお持ちの方もおられるという

ような形の中におきましては、今後につきましても、若干なりともその区画の増強をする中

で、より多くの皆さん方に取りあえず居住していただこうというような計画の中で、今まで

の計画の継続をしていくという形で、今回計画をさせていただいたということでございます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 新年度予算は、一応４区画ということをお伺いしているわけですが、

これから将来に向けて、またどんどん増やしていかれるんでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） さきの質問の中でも申し上げたんですけれども、やはり需要と供給と

いうような部分で、将来的な部分も推測をしていかないと、なかなかじゃ、何百戸建ったか

ら全員それがいいのかというような部分もございます。今後においては、いろいろとその景

観のいいところへ住宅を持ちたいという方もいれば、ある程度交通の利便性のいいところへ

そういうものを持ちたいという方もございますので、将来的にはいろいろなご要望等々検討

する中で、今後総体的に進めていかれればと思っているところでございますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 先ほど４番議員からも質問されておりましたので、重複して申し訳な

いんですけれども、建設地を新しいところにというような要望も出ておりました。私、本町

地区の若者定住を見たときに、これまでも予算で補正を組んでやってきましたが、まだ本町

地区も５年ぐらいですかね、でも外壁補修、塗装とかやらなくてはいけないということで、

大変費用がかかってきます。 

  それで、桑山の住宅においてもこの９棟分、４棟は今年、間もなく完成ということですが、

そのときの最初の計画は１億円ぐらいだったと思うんですが、補正、補正で、あの傾斜地で
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あったために、水路、外構工事、フェンス工事、当然必要だったと。その点が大変ずさんで

あったんではないかと思います。 

  また、その上へ造っていくということは、当然同じようなことが予想されるわけなので、

この麻績村の人口減少が、自然減が続いて、自然増を増やしていくということは、私は確か

に自然増を増やしていくということは重要じゃないかと思います。しかしながら、償還期間

10年以上先までまだありますよということであれば、将来負担はどうしても人数が、人口が

減っても、そちらへのしかかっていくわけですから、その点はちょっと考えていただかない

といけない。 

  それから、今回４区画ということですけれども、やはり歯止めをかけていくのは大変重要

じゃないか。なし崩しに、ただ今の桑山地区の北側といいますか、上のほうへどんどん広げ

ていくということは、私はちょっと許せないというか、許可できないものだと思います。 

  それで当初、当初の話ばかりして申し訳ないんですけれども、平成30年11月13日に議会

に示された中では、これまでも質問されたと思うんですけれども、半分は造成で販売してい

くんだというお話でしたが、現在の９区画もそうですし、賃貸ですね、これから造ろうとす

る４棟も賃貸で、造成というか、販売については考えておられないわけですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 現在は、一応今の上に４棟の増設というような形で考えているわけで

ございますけれども、やはり住宅団地というような形で土地を売るという分については、な

かなか難しい部分がある。また、天王住宅につきましても、やはり最終的に全部がこれで処

理ができたというのは、今に至っているところでございます。 

  そういった意味で、ある程度今、賃貸住宅の需要は伸びているわけでございますけれども、

住宅団地のほうへの需要というのは、なかなか伸びてこないというような部分ございます。 

  したがいまして、今回の部分については、賃貸住宅の住宅建設の中で対応を図っていきた

いと思っているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） では、ちょっとその次に、移住の空き家のことに関してお伺いしたい

と思います。質問要旨２と３、一緒でちょうどお昼になるかなと思いますので、お願いしま

す。 

  これまでにも移住に関して、２番、４番の議員からもありましたので、今まで回帰支援セ
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ンターを利用して東京や名古屋での相談会、移住相談デスクが開かれてきました。昨年、コ

ロナ禍であって思うようにできなかったと思いますが、移住に結びついた件数はあるんでし

ょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  今、議員おっしゃられるように、昨年もでございますけれども、コロナの感染拡大防止と

いう観点から、なかなか移住相談も都市圏のほうへ出ていけなかったというところでござい

ます。 

  感染拡大防止の観点から緊急事態宣言下での開催というものを見送ってまいりましたけれ

ども、昨年10月１日に緊急事態宣言が解除されたということで、全国的に対面での活動が可

能になったということで、11月に２回、それから12月に１回と、計東京に２回、名古屋に

１回ということで相談会を実施をしております。 

  やはり相談会を開催いたしましても、参加してくる方は、コロナ禍の前のように参加人数

が大勢というわけにいきませんでしたけれども、３回の相談会の中で６件の相談を受けてお

ります。そのうち１件でございますけれども、空き家を活用して今年、年内に移住をすると

いうことで決まっております。ですので、６件相談あって１件の実績があったということで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） それで、さきの子ども議会でも非常に空き家活用をしてくださいとい

うことで、６年生が質問されておりましたので、今のこの間村長答弁の中では130件がある

ということでした。それで、小学生は今ある空き家を放置しておくのはもったいないので、

フル活用してください、宿泊や店舗としての活用策、また一から造るより楽でしょうという

ような質問をされておりましたが、それで移住に関して支援策といいますか、この近隣自治

体では、移住に当たって引っ越し費用だとか、民家の中の片づけ、そういったものまで支援

する自治体がありますが、麻績村としてはいかがなものでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  さきの茂木議員の答弁と一部重複をいたしますけれども、ご了解いただきたいと思います。 

  議員おっしゃられますように、近隣市町村では、この空き家の活用ということで、引っ越
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し費用、それから不要物の処理の補助制度がございます。村は、今現在、補助制度ございま

せん。 

  今後においては、近隣市村の状況等を参考に、改修費用と、それから家財の処分に対する

補助制度につきまして検討してまいりたいというふうに思っております。 

  なお、引っ越し費用につきましては、今回のこの移住の部分での引っ越し費用というとこ

ろについては、空き家対策という部分では、今のところ考えておりません。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） 空き家の数についてでございますけれども、村の振興課のほうで

平成30年に６月から９月の間、区長に依頼を申し上げて調査を行った結果がございます。そ

の当時の数値で申し上げますと、180戸ということでございました。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） ぜひ移住支援、補助というのを前向きに検討いただけたらと思ってい

ます。 

  ちょうどお昼になりますので、１の４から午後にしたいと思いますので、お願いします。 

○議長（峯村賢治君） ここで昼食時間のための休憩を取ります。 

  １時より再開いたしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時５７分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（峯村賢治君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

  ６番、宮川秀俊議員の一般質問を継続します。 

  宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） それでは、午前中に引き続きまして、最後、移住に関して残った１の

４ですけれども、空き家情報は先ほど４番議員からもありましたので、その点は省略して、

少し視点を変えてお尋ねします。 

  今、麻績村のホームページを見ると、麻績村空き家情報というのが、これは登録申請者の
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みなんですか、要は家の所有者あるいは空き家を買いたいというときは、登録申請をして、

その申請をしないと、麻績村の空き家というのはすぐ分からない状態なんですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えさせていただきたいと思います。 

  空き家バンクへは登録制となっておりますので、お願いします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） その辺がとても私は不満に感じるところなんですよね。なぜ登録者の

み限定されているのか、その辺が分からないわけです。ほかの自治体へ行けば、ホームペー

ジですぐ空き家情報というのが分かるんですが、この辺が、登録申請をしないとその当事者

間でしか分からないというのは、非常に私は問題ではないかと思います。 

  それで載っているものを見ますと、所有者、買いたい人、当事者間での、例えば役場へ来

たときは、契約に関しては一切、役場としてはタッチしない。これでは移住の空き家活用は

増えていかないと思いますけれども、昨年も新聞記事がありましたが、近隣自治体では、こ

ういった空き家情報、空き家バンクを使いたいといったときに、役場とその当事者の間に専

門業者、不動産関係の業者が入って、それで仲介をする。 

  例えば麻績の役場へ来て、家を買いたいんだけれどもというときに、どこか空き家はあり

ますかといったときは、ちょっと登録してからにしてくださいということではなくて、村と

してはこういった体制づくり、業者を通じて、じゃ、こちらの業者を紹介しますから、そち

らへ伺って、こういうところがありますという情報提供をしていくのであればいいんですが、

ただ、今の村づくり推進課の３名の職員では、当然、対応が難しいんじゃないかと思います。 

  それで私は提案しますが、移住専門の職員をぜひ１名張りつけていただきたいなと思いま

す。今の体制ではなかなか移住を増やしていくことは困難ではないかと思います。 

  それから、やはりすぐ分かるように専門業者を介していかないと、当事者間で契約交渉し

ましょうといっても、なかなかマッチングができない、条件が合わないということがありま

すので、その辺はぜひ検討していただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） お答えをさせていただきたいと思います。 

  空き家情報の登録制度につきまして、それぞれの自治体でいろいろな方法で行っておりま

すけれども、議員おっしゃいますように、仲介役ということにいたしますと、宅建法の法律
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に触れるということで、あくまでも貸す側と借りたい側のマッチングをするというところで、

行政はこれ以上はできないということでございます。それでご理解いただきたいと思います。 

  それから仲介業者、不動産業者を入れてということでございますけれども、これについて

も、行政がここの不動産屋、あそこの不動産屋ということで１つの業者を指名をして、ここ

の業者でということはできないわけでございまして、その辺のところの業者を入れるという

ところも難しいかなと思っております。 

  議員おっしゃいますように、なかなか今の体制で難しいという部分はございますけれども、

空き家の登録の数を増やしていく、この辺は力を入れていくことで少しでも移住につながる

ような形を取っていければというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 住宅に関してはこれで最後にしたいと思いますけれども、例えば昨年

10月８日の新聞を見ると、松本市では、松本市と不動産業者が連携して、それで空き家所有

者なり希望者を不動産業者が、役場と不動産業者にこういう話がありますよということで、

この仲介役として不動産の業者が、実際、こういう案が出ておりますので、麻績村としても

できないことはないと思うんですよね。今、宅建法とか言われましたけれども、近隣自治体

で松本市や池田町等でやっておるわけですから、この辺もぜひ研究していただきたいと思い

ます。 

  それでは、２番にいきます。教育環境の充実について。 

  これは村長の先ほどの答弁にもございました。重複する面があろうかと思いますが、これ

からの小・中学校、今までも何度か聞かれております。基本的にこれから小学校、中学校を

どうしていくかということに一番注目が集まるんじゃないかと思います。塚原村長は、村長

の前に教育長も経験されておりますから、教育行政には精通されているわけだと思いますの

で、最初にちょっと一言あればお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） ご質問からいって、２の小・中学校の将来ビジョンのところでご答

弁申し上げてよろしいでしょうか。 

  それでは、私のほうから、小・中学校の将来ビジョンということで、現時点で教育長とし

ての考え方、ビジョンとさせていただきますが、学校教育の基本方針に基づく学校教育の充

実を図り、保・小・中一貫教育の推進を図り、子供たちが明るく伸び伸びと学習ができる中
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で、それぞれが持つ個性を生かし、志を育てる教育につなげ、自ら考え、自ら追求する力を

養えることができることにより、これからのグローバルな時代、Society5.0の時代とされ

ている時代に対応していくことができるよう、地域の方と行政が一丸となって進められる学

校を目指し、また、小学校では基本を勉強していただく、また、中学では応用をしっかり身

につけられる学校にしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） では、村長のお答えがありませんでしたので、こちらからお伺いしま

すが、時間の関係で質問要旨２と３を一緒にやりますのでお願いします。 

  これは午前中の質問にもありました中学校の統合については、今までも何回か議会で質問

しております。それで、実は筑北村議会では、平成28年８月10日付で、学校等に関わる提

言書に基づく中学校教育事務を進めることを求める決議ということがありまして、その１つ

としては、今後、三村が中学校統合を検討するという姿勢を表明した際には、協議が開始で

きるように議会として村側と連携していくということですが、今度、お互いに村長も変わり

ましたし、また、教育委員会、こちらも村長同士が顔を合わせる機会が多々あると思います

が、その際に、これから筑北地域の将来ビジョンというのは少し相談されたほうがいいんじ

ゃないかと思います。 

  また、教育委員会としても、教育長はちょっと考えていただきたいのは、教育委員会同士

で、今、コロナ禍でできないということであるかもしれませんが、例えばＺｏｏｍを使った

りとか、お互いの筑北地域の教育委員会同士が教育問題に関して意見交換をすることは大変

重要じゃないか思いますが、その点、いかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 要旨２の質問で、中学校統合についての考えはというようなことでご

ざいますけれども、２番、塚原議員さんへの答弁でも申し上げたとおりでございますけれど

も、学校統合の問題につきましては、小・中学校を合わせた統合に向けての協議でないと、

両村の協議が調わないと思われます。 

  さきに話しましたが、最終的にはさきの統合問題についても、位置の問題で協議が調わな

かったように記憶をしているところでございます。また、村づくりは、移住・定住住宅の建

設整備についても、交通の利便性がよい村、保育園、小学校、中学校が近隣にあり、教育環

境が充実している村などをキャッチフレーズとして宣伝した経緯もあり、特に学校は両村に

とって大きな要になる施設と思いますし、中学校のみならず、小学校も併せて総体的に協議
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を進めることが必要かと考えるところでございます。 

  いずれにしましても、筑北村におきましては統合により筑北小学校を開校し、坂井地区の

生徒が聖南中学校に通うこととなり、自村の教育環境の充実を図っているところであり、今、

それぞれの村において密度の濃い教育環境を行うことが重要ではないかと考えているところ

でございます。 

  さきにも言いましたが、この両村の教育委員会が連携を深め、情報を共有し、お互いの教

育理念を理解し、寄り添えるような時期が来れば、これはまた両村で考えていかなければな

らないかなと思っているところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 中学校統合に関しては、今まで議員で意識調査をするべきだと申し上

げてきましたが、前村長はそれはやらなくても分かっていることだという答弁がありました。

しかし、２番議員のときにもありましたが、やはり今いる保護者を考えていかなくてはいけ

ないんではないか。子供たちを一番重視している家庭の皆さんのことを考えていくべきだと

思います。 

  それで今、保・小・中一貫教育を充実させていくんだと村長の施政方針の中にあります。

その中で、昨日、教育委員会のところの資料でいただきましたけれども、保育園から小学校

までの園児・児童数を見ますと、新年度において、今度の４年生が20人で、それから下の年

代に入っていくと10人台です。児童数の減少ということは別に麻績村に限ったことではあり

ません。全国の出生数を見ても、昨年末、発表ありましたが、約80万人だということで、ど

こでもそれは同じ問題だと思うんですよね、子供は。 

  そうすると、やはり一貫教育をこのまま分離でやっていくのか、これは中学校統合に関し

てちょっと関連するので、現在の小学校と中学校を分離したままの一貫教育なのか、あるい

は小学校を中学校に持っていって小中一貫校にするような考えがあるのか、その点をお聞き

します。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 私のほうから、少しご答弁させていただきたいと思います。 

  小中一貫校、保育園からということでございますが、今、議員さんのおっしゃられたとお

り、小中一貫教育、一貫校ということでございますが、小中一貫校につきましては、ご承知

のこととは思いますが、施設分離型と一体型というふうにあるというふうに考えております。 
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  そんな中で、麻績村は距離が近いからということで、一貫教育の中での分離型の一貫教育

を進めているところでございます。支障があるというと、やはり移動がちょっと心配な部分

があるということもございます。しかしながら、今、先生方もそういう意識をしっかり持つ

中で進めてきてくれておりますので、これからも同じように続けていきたいと。ただし、将

来的にはやはり一貫教育というよりも、今、文科省では義務教育学校を進めてきております。

そこら辺も視野に考えながら、これからしっかり検討していくべきではないかなというふう

に考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） この後、聞きますけれども、このままの教育行政、中学校統合につい

てもなかなか進まない、小中一貫教育もこれからどうなっていくか分からない、義務教育学

校もというような話も今、出ましたので、もっと将来ビジョンを据えて、将来どうなるんだ、

小学校が、中学校がどうなるんだということを、ぜひ行政として発信していただきたいと思

います。 

  それでは、教育環境の４番ですけれども、小学校教科担任制が４月から導入されます。こ

れは文科省の通達を見ると週１コマ程度ですか、これによって教員も増やさなければいけな

いということですが、さっきの小中一貫校の話ではありませんが、教科担任制をやることに

関しては、私は小学校、中学校が一貫校であったほうが、よっぽど効率がいいんじゃないか

と思うんですけれども、小学校の教科担任制、教員の配置を含めまして、ちょっと現状課題

がありましたらお伺いしますが。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 議員のおっしゃられるとおり、文科省では令和４年度から小学校の

高学年に教科担任制ができるということで認識はしております。 

  しかしながら、長野県下の教職員の状況からしても、教員不足の問題が一番大きいかと思

います。現在、村費講師として音楽とか、できるところから教科をやっているという状況で

ございます。なお、令和４年度からは広域を含めまして、塩筑の関係で英語の専科の兼務校

の部分でやっていこうということで、今、進んでおります。 

  先ほど申し上げたとおり、一番はやはり学校の先生が足りないということになる。一貫校

もいいんですが、やはりその中で麻績村としては中学の先生がそういう交流の中で小学校へ

来て、教科の担任をして、国語とか算数とか、今もやっている状況でございます。ここら辺

もできるだけ充実をさせてやっていきたいなというふうに考えておりますので、よろしくお
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願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 教科担任制で、例えば免許を持った先生が麻績小以外にも筑北小学校

も教えに行くことはあるんでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 先ほど申し上げたとおり、教科担任制、県で用意する先生におきま

しては兼務校ということで、塩筑で動くようになりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 細かいことを聞いて申し訳ないんですが、例えば筑北中学校からほか

の学校へ出かけた場合、その空いた先生のところは、どうやって補っていくわけですか。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 空いたところということがよく分からないんですが、教科担任制で

すので、教科、その時間を抜いて各校で連携を取る中で、違う教科が入ってきますので、え

らい問題はないと思いますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 分かりました。 

  それで、教科担任制の一番のメリットは、中１ギャップの解消にあるかと思うんですけれ

ども、現在、音楽が中心だと思いますが、英語だとか算数、それから理科ではないかと思い

ます。それでほかの自治体のものを見た場合、一番理科の実験関係があるので、理科の先生、

専門が欲しいということですが、麻績小学校の場合はどうですか。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 麻績小学校もいないんですが、令和４年につきましては、今、まだ

研究、検討しておりますが、中学の理科の先生等を時間を取る中で、一貫教育の中で進めら

れればというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 一方で、教科担任制というのは、小規模校にとってはそうメリットが

ないというようなことも聞いております。こういう小学校は単級クラスでありますので、ま

た教員配置に関してもちょっと問題があるということでありますので、付け加えて発言して

おきます。 

  それでは、ちょっと申し訳ないんですが、３番の観光事業の振興ということで、これまで
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聖高原開発公社から聖高原リゾートあるいは技研サービス等へ指定管理をしてきました。た

だ、指定管理といっても、多額なお金、公金が使われているわけでありますが、その点につ

きまして、この評価についてお伺いをいたします。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） それでは、私のほうから、要旨１のこれまでの指定管理制度の評

価についてお答えさせていただきます。 

  指定管理制度は、平成15年に地方自治法の改正により制度が開始され、麻績村におきまし

ては、平成20年４月から観光施設の指定管理制度が始まりました。現在の観光事業の指定管

理者につきましては、先ほど議員さんがおっしゃったように索道事業とキャンプ場の指定管

理を聖高原リゾート株式会社、聖レイクサイド館とシェーンガルテンおみの指定管理を、株

式会社技研サービスに委託しています。 

  ご質問のございました指定管理者の評価でございますが、メリットとデメリットがあると

考えております。メリットでございますが、民間事業者の蓄積したノウハウ、企画、アイデ

アを生かして、多様化する住民ニーズに応えやすくなり、自治体にはないサービスの提供が

可能になり、自主事業やイベントが充実して利用者の満足度の向上につながっているものと

思っております。 

  デメリットでございますが、民間事業者であるため、利益優先主義が強くなる可能性が高

くなります。それに伴いまして、人件費や固定費等の経費削減に伴うサービスの質の低下に

つながるおそれや、提供サービスの継続性が保てなくなることが考えられます。 

  このようにメリット、デメリットが混在いたしますが、麻績村といたしましては、指定管

理者制度のほうがメリットがあると評価しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 今年までも平成20年からですか、もう10年以上、指定管理をしてき

て、指定管理料というのは多額になっております。ただ、そういった中でも、なかなか営業

利益というのが出てこないような状況であります。そこに追い打ちをかけてコロナ禍であっ

たというようなことも先日お伺いをしました。大変難しいことだと思うんですが、指定管理

をずっと続けていく、当面は続けられると思うんですが、将来的には施設、例えばレイクサ

イド、シェーンガルテン、交付金を活用してあるので、将来的には、これは民間譲渡もある

んでしょうか。 
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○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） 先ほど議員さんおっしゃられたように、シェーンガルテンおみま

たは聖レイクサイド館につきましては過疎債であったり、そういう交付金の活用しながら運

営にもなっています。 

  ですので、今現在といたしましては、指定管理制度を続ける中で、将来的にそのときが来

たら、また研究をしなければならないとは考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） では、２のほうへいきます。 

  誘客イベントの実施ということで４番議員からもいろいろありましたけれども、今年は諏

訪大社御柱がずれたということで、善光寺御開帳と一緒になった年でありますが、県内の観

光客も少し落ち着いてくれば、春の観光シーズンには観光客も増えてくるんじゃないかと思

います。 

  麻績村は、麻績宿を中心として歴史ある善光寺街道がありますけれども、今年、そういう

ところに向けて何かイベントとかは計画されていますか。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） それでは、お答えいたします。 

  今現在、令和４年度の事業で考えているのが、麻績村と観光協会が協力して継続イベント

や新規イベントの開催を予定しております。新規イベントにつきましては、観光協会が令和

４年度の地域発元気づくり支援金事業に計画書を提出いたしまして、今、内定可否の結果待

ちの状況となっております。 

  ただ、議員さんおっしゃるように、長野県におきましては、本年から信州観光復興元年と

して市町村や観光交通関係事業者と連携して、集客に向けたプロモーションをしております。

ですので、麻績村といたしましても、観光協会と協力しながら、そのようなイベントの継続

等を続けていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 宮川秀俊議員。 

○６番（宮川秀俊君） 時間が来てしまいましたので。善光寺街道、麻績宿を中心として、非

常に歴史的な遺産があります。私はこの春のイベントにぜひ活用していただければと思いま

す。 
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  ４番目、ＪＲ聖高原駅無人化のことにつきましては、この後、７番と１番議員が質問項目

に挙げておりますので、そちらのほうでやっていただけたらありがたいかなと思います。 

  最後に、私の思ったところですけれども、今回、村長方針、５項目ありました。しかし、

残念なことに、環境問題に触れたものが１ミリもなかったんですね。今、ＳＤＧｓ、これは

2030年までの持続可能社会の目標となっております。残念ながら、ＣＯ2削減の脱炭素化に

関しましては、もう近隣自治体でどんどん新年度やっていくんだというような表明がされて

おります。 

  ぜひ麻績村としてもそういう環境問題に取り組んでいきたいと思いますし、昨年、気候非

常事態宣言をどうですかと質問したところ、麻績村はしま宣言ということでありましたので、

ぜひその点を考えていただければと思います。 

  終わります。 

○議長（峯村賢治君） ６番、宮川秀俊議員の一般質問が終了いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 清 水   清 君 

○議長（峯村賢治君） 続いて、７番、清水清議員の一般質問を許可します。 

  清水議員。 

○７番（清水 清君） ７番、清水清です。 

  さきに通告のとおり、質問をさせていただきます。 

  まず１点目ですが、行政組織の改編についてお尋ねをいたします。 

  前村長の就任時には組織の見直しをし、課の再編、職務分担等の内容を変更し、村政の柱

となる村づくり推進課を新設され、村づくりの推進を図ってこられました。現在、役場の業

務も多岐にわたり、大変な時代を迎えているというふうに思います。 

  新型コロナウイルス対応をはじめ、チーム麻績村として連携され、推進されていると認識

はしております。コロナ対策、防災・減災の観点での危機管理体制、また、デジタル化への

対応、これはデジタルで社会を変える、こんなことが早急に求められているというふうにも

感じております。温暖化、エネルギー等の環境問題、子育て支援の強化など、多種多様な時

代を迎え、職員体制の強化を踏まえ、塚原村政では改編の予定はないか、お聞きしたいと思

います。 
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○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） それでは、お答えを申し上げたいと思います。 

  今言われたとおり、やはり自治体は今、多種多様化しているというのは実情でございます

し、また、村民ニーズも多様化しているというような実情でございます。 

  今、役場内も組織の改編というようなことでございますけれども、今、国はデジタル庁に

よるＤＸ対応あるいは持続可能な世界を実現するためのＳＤＧｓ等の取組等々、いろいろと

専門的な知識が必要な職員が必要となろうというような事態になってきてございます。 

  今、現状の中ではそれぞれの課でしっかりとした対応をしていただいているわけでござい

ますけれども、今後においてそういった専門職が必要とあらば、また全体的な見直しをする

中で対応を図っていきたいと思っているところでございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） 現在の５課、教育委員会、会計室の７部署体制の継続という理解をい

たしました。また、必要によっては検討をしていくというご答弁を頂戴いたしました。 

  また、現在、不在の副村長人事につきましては、新年度には人件費が計上されております。

登用、配置の考えはありますか、お尋ねします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） やはり今申し上げたとおり、行政運営につきましては多様化している

と。そして村民ニーズの皆様方のそういった事業推進に向けても、これは全力で研究してい

かなければならないかなと思っているところでございます。 

  そういった中で、どうしても村長職においては外部へ出る機会が大変多いというような形

の中におきましては、やはり役場内の事務のスピーディー化というような形の中で、決裁文

書あるいは会計処理等においては、やはり処理できるものはスピーディーに処理していかな

ければいけないというような形の中におきましては、どうしても副村長の設置については設

置をしてまいりたいと考えているところでございますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） 人事につきましては村長の専決事項でございますので、これ以上申し

上げませんが、この３月定例会に人事案件として提出されているという理解でよろしいでし
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ょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 議員の皆さん方に諮っていきたいと思っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） ありがとうございました。 

  次に、人口減少対策についてお尋ねいたします。 

  村長選挙の公約の１つでもありますし、一丁目一番地でもあると理解しております。人口

減少の歯止めと子育て支援についてお尋ねをしていきたいというふうに思います。 

  全国、どこの市町村も喫緊の課題であり、麻績村の人口も平成23年には、2011年ですが、

3,000人の人口があったわけでございますけれども、10年後の現在は2,500人台ということ

で、人口統計上でも、20年後の予想は現在より900人減る1,600人台と予想をされていると

思います。麻績村もここに来て、急激な減少傾向が進んでいるというふうに私は感じておる

ところでございます。 

  生活の３大要素として、昔は衣食住、これは衣料、食料、住居といわれていますが、現在

は医療、職場、住宅環境というふうにも言われているところでございます。そこで、人口減

少対策は、出生者数を増やし、人を呼び込み、転出者を抑えることだというふうに考えるわ

けでございます。そこで、お祝い金並びに支援金、補助金の見直しの考えはないかどうか、

お尋ねをしたいというふうに思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） お答えをいたしたいと思います。 

  人口減少対策についてということで、具体的にどのような施策を行うかということでござ

いますけれども、今、議員さんがおっしゃるとおり、人口減少は全国的な傾向となっており、

特に中山間地域においては急速な減少となっております。麻績村も国勢調査によりますと、

５年間で193人減少というようなことになっております。長野県下全体では77町村中、８市

町村が人口増加をしましたが、あとは減少に転じているというような形になるかと思います。 

  麻績村におきましては、早くから若者定住住宅施策を行ってきた中で、数値がここにとど

まっているのかなというようなことでございますけれども、近年、高校卒業とともに都市部

の大学へ進む学生が多く、就職についても都市部での就職者が多く、地元での就職が少ない

傾向が現実ではないかと思っているところでございます。 
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  麻績村は子育て世代の減少に少子高齢化に歯止めがかからないわけですが、幾らかでも減

少が緩やかになり、増加に転じればと考えるところでございます。子育て世代が低額で入居

できる若者定住施策の整備促進、子育てする皆さんの負担軽減を考えた子育て支援の充実、

高齢者、障害者福祉の充実、商工業や農業施設の振興、利便性に富んだ生活環境の整備、観

光事業の推進等々と積極的に事業展開を進めることによって、魅力ある村づくりが図られ、

人口減少対策につながっていくものと思うところでございます。 

  今言われました子育て支援、それからそういったものへ支援したらどうかということでご

ざいますけれども、実際的に実情、それから近隣等のそういった施策等を組み合わせる中で、

また村としてもよりよい方向へ検討できればと思っておるところでございますので、よろし

くお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） そこで、担当は総務課長さんになろうかと思いますけれども、住民１

人当たりの普通交付税は毎年どのぐらいの交付額が村に交付されているのでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、私のほうから、普通交付税の状況についてご説明をさ

せていただきます。 

  普通交付税につきましては、その時々の臨時の財政需要ですとか政策、令和３年度でいき

ますと、デジタル関係ですとか少子化対策というようなもの、また、起債の借入れ分の交付

税措置分までというような特殊な財政事情がありまして、一概には申し上げられない部分も

ございますけれども、それらを考慮せずに単純に計算させていただきますと、令和３年度の

普通交付税当初分ですけれども、12億1,700万円ほどということで、令和３年度の普通交付

税の算定に伴う人口ですけれども、令和２年度の国勢調査人口ということで2,595人となり

ます。そちらのほうで割りますと、人口１人当たり約54万6,000円というような状況になっ

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） これは私の質問要旨が間違っておりまして、ただいまの金額は普通交

付税で人口を割ったという数字かと思います。 

  私が知りたかったのは、交付税となれば道路延長だとか村の面積だとかいろいろなことが

加味されて計算されるわけですが、要するに人口に関わった交付税、これが大体どのくらい
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かなということをお尋ねしたかったのですが、結構です。今、私の試算だと、約10万円は超

すのではないかなというふうに思っているところでございます。 

  そういう状況の中で、子育て支援策を手厚くしていただきたいなというふうに思っておる

わけでございます。そして新年度の当初予算には、保育園の給食費の無料、それから小・中

学生の給食費の６割軽減が実施されるというふうな予算でございます。大変よい決断をして

いただいたというふうに評価はいたしております。 

  そこで提案をさせていただきますが、第三子政策を打ち出して、子供を産みやすく、安心

して子育てできる環境を整える手段はできないかと考えています。そのきっかけとして出産

祝い金の増額です。それで第一子、今現在もあるわけでございますが、第三子以上は10万円

というふうになっておりますけれども、私は50万円ぐらい出してもいいのではないかなとい

うふうに思っております。 

  そして、ここ一、二年の子供の出生者数は10人前後と聞いております。少子化による小学

校、中学校の運営にも影響が出てくるんではないかというふうに思います。希望としては学

年20人くらいのクラスを望みたいということで、出生者を増やしたらどうかという提案でご

ざいますが、いかがでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原住民課長。 

○住民課長（塚原貴志君） それでは、私のほうから子育て支援としての祝い金、補助金の新

設及び支援金等の見直しにつきましてお答えをさせていただきたいと思います。 

  初めに、現在実施しております事業についてご説明を申し上げます。 

  まず、出産祝い金でございますが、第一子５万円、第二子５万円、第三子以上につきまし

ては10万円を給付しているところでございます。また、育児支援金につきましては、３歳に

達するまでの３年間、第一子が隔年１万円、第二子が隔年５万円、第三子以上は各年10万円

を支給してございます。また、補助金につきましては、子供のインフルエンザ予防接種に係

る費用に対して補助をしてございます。これらの事業につきましては、現時点で増額等々を

行う予定はございません。 

  続きまして、新設補助事業につきましてお答えをさせていただきたいと思います。 

  新規事業としまして、新生児聴覚スクリーニング検査費用への補助を予定してございます。

新生児聴覚スクリーニング検査につきましては、早期に難聴の有無を発見するために行う聴

覚検査です。先天性難聴は1,000人に１人か２人の率で出現されるといわれ、難聴であるこ

とに気づかずにいると言葉の発達が遅れたり、コミュニケーションが取りにくくなるなどの



－86－ 

支障が出ます。早期に適切な支援をすることにより言語の発達を助けることができますが、

通常の診察では判断が困難なため、専用の装置を使って行われるものです。 

  この検査につきましては、難聴の早期発見には重要な検査となります。経済的な理由によ

ってこの機会を逃さないように支援するとともに補助を行うことによりまして、子育て世帯

の経済的負担を軽減するものでございます。 

  もう一事業、ご説明を申し上げます。 

  この事業につきましては、先ほど申し上げた検査費用などへの補助ではなく、子育て期を

サポートするための母子健康手帳アプリの導入についてとなります。 

  このアプリにつきましては、妊娠から出産、子育て期に合わせた切れ目のない支援の一環

としまして、母子健康手帳アプリを導入しまして、スマートフォンなどから気軽に必要な情

報を入手していただくものでございます。子育て期を通じ、お子さんの年齢などに応じて村

からの情報発信ができます。村からの情報につきましては母子保健、児童福祉、教育など、

子育て世帯にとって必要な情報となります。 

  例えば医療機関やひだまり広場などの施設情報、子育てサークル情報、保育園の園開放日、

先ほど申し上げた出産祝い金、育児支援金等の手続の方法等々を広く活用することとしてい

ます。また、急な行事の中止などのお知らせにつきましても、アプリを通じまして素早くお

伝えすることができます。 

  記録機能としましては、妊婦健診の記録、お子さんの成長の記録などの登録、確認ができ

るようになります。また、複雑化しています予防接種の接種間隔、スケジュール管理や接種

忘れがないようにお知らせする通知機能もございます。それらの機能に併せ、出産、育児に

関する基礎情報、妊娠周期、週数や子供の月齢に合わせた知識やアドバイスなどもご覧をい

ただけるような形となります。 

  何かと心配事が多い期間であり、忙しい日々を送る子育て世代の多くの村民の皆様にご利

用いただくことで、子育て支援につながるものと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） 今、答弁の中では見直しは行わないというお返事だったかと思います。

健康あるいは子育て支援ではいろいろなこともあるかもしれませんが、まずは人を増やすと

いう、このことを最重点に考えていただきたいというふうに思います。 

  また、後ほど改めてあれしますが、次に、高校生の通学定期券の購入補助の新設です。 
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  村内に高校もなく、電車で通学しなければならない状況であります。都市部の高校生と比

べますと、通学のための時間と親の負担は大きいというふうに感じております。参考までに

申し上げますと、現在、高校への進学率も100％だというふうに思いますし、通学先の市町

村は異なりますが、例えば松本、長野だと通学定期券、１か月が7,920円、３か月が２万

2,590円、６か月が４万2,840円、すなわち年間で１人約８万5,000円ほどの負担がかかるわ

けでございます。 

  全校の今の高校２年生、そして１年生、中学３年生、私の調べでは六十二、三名というふ

うに考えております。ぜひとも、きっかけとして補助制度を、年度途中でもいいですので、

創設するお考えはないか。また、中学校も村立となったわけですし、親の子育て支援の一部

と考え、次代を担う子供のために支援していただきたいというふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 今、高校生の通学定期の補助というふうなことでご質疑をいただいた

わけでございます。 

  実際的に、今、中学校を卒業して、ほぼ100％がそれぞれ上の上級学校のほうへ進学をし

ていくというような形になろうかと思います。これが半分ぐらいが就職して、半分ぐらいが

高校というようなことになると、やはりそういった部分での補助に対する不公平さというよ

うなものが出てくるわけでございますけれども、現状の中においては100％、そういった形

でそれぞれが高校なり上級学校へ進まれているというような形でございます。 

  そういった中で、子育ての中で親の負担軽減、大変であるという形の中で、軽減できる部

分については村の補助をどうだというようなご質疑でございますけれども、今後についてい

ろいろとそういった高校の通学に対する補助を行っている市町村もあるということでござい

ますので、私のほうで若干検討させていただく中で、前向きに検討させていただければと思

うところでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） 前向きなご答弁と捉えさせていただきますが、麻績村も子育て世代包

括支援センターも分離型ではありますけれども、実際に開設をしております。義務教育では

ないといえども、対象年齢は出生から18歳までということになっておりますので、ぜひご検

討をいただきたいと、こんなふうに思います。そして先ほど申し上げた補助金、そういうも

のまで踏まえても、そんなに大きな負担ではないというふうに私は思います。 
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  次に、移住者などへの空き地活用、家屋改装補助、中古物件の購入補助、新築住宅建設補

助などの支援についてお尋ねいたします。 

  何人か、もう質問をされておりますので、大まかな理解はしているつもりでございますけ

れども、この頃議会でも提案されました、今空き家活動をはじめとした流入人口の増加対策

というふうな位置づけで考えてみたらどうかというふうに思います。 

  先頃の報道では、都市部からの移住希望先、人気では長野県は47都道府県中で４位でござ

いました。ちなみに、第１位は静岡県ということでございます。私は今がチャンスだという

ふうに思っております。 

  先ほど申しました出生祝い金、高校の通学定期券、それからこの流入人口を増やすための

移住者への支援、この３点は、すぐにでもやるべき支援、対策だと思っておりまして、中に

はお金で誘導すべきではないという意見もあろうかと思いますが、必ずリターンがあると思

います。未来への投資でもございますので、実施していただきたいと。これが何がネックに

なっているか。もしちゅうちょしているようでございましたら、ちょっとその辺をお尋ねし

たいと、こんなふうに思います。 

○議長（峯村賢治君） 答弁を求めます。 

  塚原推進課長。 

○村づくり推進課長（塚原敏樹君） それでは、空き家の活用部分のところでのネックになっ

ている部分とか、その辺のところについてお話しさせていただきたいと思います。 

  空き家の活用が基本的に進まない理由ということでございますけれども、まず、家族間の

合意形成がうまくいっていないというところがございますし、それから、先ほどからも出て

おりますけれども、仏壇とか家具の存在があります。それから手が回らない、面倒だとかと

いう部分もございますし、他人に貸し出すことへの抵抗感、それから賃貸借における賃貸借

の不安、さらに持っているからデメリットだというふうに感じていないというところが、こ

れが一般的に空き家活用が進んでいかない理由ということだと思っております。 

  そういった中で、補助制度を活用する中で、多少でも費用面で補助する中で空き家の活用

が図れればいいかなというふうに考えておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 飯森教育長。 

○教育長（飯森 力君） 私のほうから、子育て支援に関する補助の関係の部分で、課題とい

うか、そこら辺のところでございますが、現在、先ほど議員がおっしゃったように、また村
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長の方針等にもよりまして保育園の副食費、小・中学校の給食費ということで軽減をさせて

いただいております。 

  そんな中で、多分、小・中学校の給食費については、数年後には無償になってくるのかな

という気もしないわけでもないですが、子供たち、これから親が育てていくという部分、そ

して高校の通学定期の関係で私もちょっと調べてみたんですが、やはり中学から高校へ行く

ときの村のバスのところをしっかり補助をしていきたいなということで、ＪＲのほうはどう

ですかとお聞きしたところ、やはり何の財源もないから非常にお金がかかるということでち

ょっとちゅうちょしているということでございます。 

  先ほど、議員さんもおっしゃられたとおり、今現在、60人くらいいます。これから増えて

きても１クラス20人としても60人という計算になります。そうすると総額で約500万円くら

いになりますが、そのうちのどのくらい補助するかということも１つのあれになりますけれ

ども、ここでやったところで子供が10人増えた、10家族増えたというと、今度は多分、住

宅のほうが間に合わないというような部分、そこら辺のところが、先に対応できる中で進め

ていくべきものかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） それぞれ前向きには検討もしていただけるという雰囲気を得ましたが、

今まで高校の通学というのは、この辺では外へ出ていくのが当たり前だという認識の中で来

ておりますが、新しい方々が、そういうことも考えてほしいという住民もおいでになります

ので、その点もお伝えをしたいですし、令和５年度から始まる第７次振興計画に期待をして、

積極的な姿勢で対応を願いたいと。また、高校通学定期につきましては、通学助成金補助と

いうことでお一人２万円かな、提出もされておりますし、通学補助も全額でないといいと思

うんですよ。そのきっかけ作りをぜひしてほしいなという願いです。 

  現在の村の状況から見ても、人口減少対策、子育て支援策については、今後の村の存亡に

も関わる重要案件だと思っております。ぜひいろいろな関係でプロジェクトチームを創設さ

れて、各課連携ということではなくても、プロジェクトチームを作って戦略を練っていただ

きたいというふうに思います。全体として何ができるか、共通認識での支援を望みたいと思

います。 

  そして次に、これは提案にもなるかと思いますが、ばかげたとお思いかもしれませんが、

先ほどの塚原議員さんの質問の中でも、ベッドタウン化という話も出ておりました。そんな

中で、麻績村は県の中心部に存在をし、鉄道、高速道路、国道、県道の整備もされておると。



－90－ 

例えば１例ですが、県職員の帰属者住宅建設を誘致して、お父さん、お母さんはこの麻績村

から通い、子供さんは麻績の小学校、中学校への進学をしていただき、単身での生活を回避

されて、一緒に生活ができるような定住人口の堅持をするのはいかがでしょうか。また、県

内各地に支店のある企業も当てはまると思います。 

  村はそれなりきの支援をして人口減少対策に努めなければいけないと思います。簡単では

ないと思いますけれども、また相手のあることでもありますが、検討してみる価値はあるん

ではないかなというふうに思っております。人口減少は公共料金の値上げ、住民サービスの

低下、麻績村の存続危機も来るのではないかと心配しておるところでございます。 

  人口対策並びに子育て支援については私の最重要案件でもありまして、今後においても質

問をさせていただきます。 

  次に３番ですが、聖高原駅前整備についてお尋ねいたします。 

  さきの村長選挙の公約に、聖公園駅前の整備と商工事業者支援をうたっておられました。

いつ何をどのようにしていくか、具体案がありましたらお教えいただきたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） お答えいたします。 

  聖高原駅前の整備につきましては、具体的な整備内容については今、検討しているところ

であり、具体的な部分についてはありません。麻績村の玄関口としてふさわしい整備ができ

ればと考えるところでございます。 

  駅前の広場を中心といたしまして、駅前の歌碑公園または隣接する空き地を含めてどうい

う整備がいいのか、またどういったことをしたらよいのかということについては、今後、総

体的に整備の検討を進めたいと思っているところでございます。まず、職員レベルで視察等

を行う中で研究を進めさせていただきたいと思うところでございますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） それでは、その点については第７次振興計画での対応になろうかと思

いますので、そのときにまたご質問するかもしれません。 

  最後になりましたけれども、ＪＲ聖高原駅無人化対策についてお尋ねいたします。 

  ２月４日の全員協議会の際に、村より聖高原駅の無人化の報告を受けました。報道による

と、人口減少あるいはコロナ感染症等、利用客の減少により、ＪＲ各路線の廃止を踏まえた

見直しが今後行われるという内容かと思います。私の気持ちとしてはついに来たかという気
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持ちでございます。 

  歴史を調べてみると、1900年、明治33年に篠ノ井から西条間の開通と同時に麻績駅とし

て開業。漢字が難しく読みにくいため、昭和51年４月から駅名が聖高原駅と変更され、既に

45年が過ぎたわけでございます。また、その当時、昭和45年が最高の利用客だったそうで

すが、１日平均1100人以上の人が利用されていたという資料が残されています。 

  現在の利用客は１日当たりどのくらいでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、ＪＲ聖高原駅の関係についてお答えをさせていただき

ます。 

  議員おっしゃるとおり、ＪＲ東日本長野支社より聖高原駅のみどりの窓口の運用終了とい

うようなことで打診を受けているところでございます。麻績村の対応としましては、篠ノ井

線の近隣駅、既にみどりの窓口は廃止になっておりますが、簡易委託駅ということで営業を

進めてございます。麻績村としましても簡易委託駅化に向けて、今現在、ＪＲさん方の従事

していただく方と協議を進めておる状況でございます。 

  現在の利用客数でございますが、乗降でいきますと、降車の部分というのはなかなか把握

しづらいということで乗車人員でご勘弁いただきたいと思いますけれども、ＪＲさんのホー

ムページで公表しております利用者数でございますが、定期を利用されている方ということ

でございます。令和２年の実績でございますけれども、１日当たり188人、定期以外の乗車

券を購入される方が１日当たり30人という状況になっておりますので、よろしくお願いして

います。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） それだけ人も少なくなったということかと思いますが、そこで村とし

ては今後どのように対応していくか、今、委託駅としてというお話がございました。利用客

への周知、対応、そして営業時間あるいはどのような内容での営業がなされるのか、具体的

に分かったら教えていただきたいというふうに思います。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 現在、ＪＲさんと簡易委託駅の委託を受けるべく準備を進めてお

りますので、簡易委託の中で詳細が決まってきますので、詳細についてはまだ未定の部分も

ありますのでご容赦いただきたいと思いますけれども、ＪＲさんとの協議に向けては、４月

よりできれば簡易委託駅に向けて実施していきたいということで今現在、従業員の確保がで
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きているところでございます。 

  また、営業方針ですとかＪＲさんの設備の確認、また、新たに機械が設置されますので、

その機械の利用の研修等の準備も今、進めておりますし、現在、そんな形で、今の窓口営業

の時間を大きく変更しない範囲内でできれば実施してまいりたいなということで協議をして

いきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 清水清議員。 

○７番（清水 清君） ありがとうございました。 

  その件についてはいろいろ確定した段階で、ぜひ利用者のほうには徹底をできるような広

報なりチラシなり、そういう周知をお願いしたいと、こんなふうに思います。また、職員に

おかれましても、出張時においては可能な限り利用されるよう要望します。 

  また、現在、ＪＲが１本ずつ停車しております特急しなのの停車の継続を、そして篠ノ井

線松本地域活性化協議会の中で、本数の減便がなされないように県並びにＪＲ側に訴えてい

ただきたいというふうに思っております。私の記憶では、昭和62年４月より国鉄から民営化

をされ、本年３月で35年が過ぎ、運賃も消費税を転嫁した対応で変更にはなったかと思いま

すけれども、大きな値上がりはないというふうな記憶をしているところでございます。 

  いろいろ失礼な質問もあったかと思いますけれども、ありがとうございました。できるこ

とからすぐやる姿勢での村政運営を期待して、以上をもちまして私の一般質問を終了させて

いただきます。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） ただいま清水議員さんのほうから広報というようなことでいただ

きましたけれども、詳細内容が決まり次第、早めに広報してまいりたいと。今現在のＪＲで

も聖高原駅にＪＲさんからこのようなチラシも貼っておりますが、決まり次第、駅のほうに

も貼っていったり、資料の配布と、また広報等もしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  また、特急しなのの関係で今、ご指摘いただきましたけれども、１月にＪＲ東日本さんと

打合せをさせていただいた段階で、ダイヤ改正は今のところ考えていないというようなこと

で、先日発表されましたダイヤの中にも特急しなのについては上下線載っておりましたので、

今回の改正には入っていないという状況ですので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） ７番、清水清議員の一般質問が終了いたしました。 

  ここで休憩を取りたいと思います。 
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  20分より再開したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午後 ２時０８分 

 

再開 午後 ２時２０分 

 

○議長（峯村賢治君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 飯 森 茂 孝 君 

○議長（峯村賢治君） １番、飯森茂孝議員の質問を許可します。 

  １番、飯森議員。 

○１番（飯森茂孝君） 令和４年３月議会におきまして、さきに通告してあります一般質問事

項は、桑山地区移住定住促進住宅入居者募集について、障害者の就労施設や支援施設の建て

替えについて、分散避難所としてのシェーンガルテンについて、そしてＪＲ聖高原駅の無人

化について質問いたします。一問一答でお願いいたします。 

  先ほど来、ほかの議員さんたちも同じ質問をされているところもありまして重複するとこ

ろがありますけれども、よろしくお願いいたします。 

  それでは、まず、質問事項の桑山地区の移住定住促進住宅入居者募集について質問いたし

ます。 

  まず、この施策は、麻績村の施策として、若者移住定住住宅については若者の流出や人口

減少の抑制のための事業として、麻績村では天王、本町に続き、桑山地区に切れ目のない村

営住宅の整備を進めてきております。さらには、永住に結びつけられるような移住定住住宅

の具体的な整備も、今後必要になっていくのではないかと考えております。 

  昨年の５棟に続き、今回の４棟の募集もされました。まずは桑山地区の入居が決定されま

した家族の皆様には、麻績村に来るという、人口も多くなるということを考えますと、感謝

の気持ちでいっぱいです。まずは麻績村での生活に一日も早く慣れていただくように期待し

ております。 

  それでは、ほかの議員さんからも質問があったと思いますけれども、入居募集に対し何件
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の申込みがあったのか、答弁をお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） それでは、私のほうからお答えさせていただきますが、今年度入

居募集につきましては、今年の１月12日から２月18日の期間で募集を行っております。７

名の方から申込みをいただいております。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 1.75倍ということなんですね。私はこの1.75倍、もう少し倍率が高

いんじゃないかなと心の中では思っていましたけれども、２倍近くということなんです。そ

れで、まず、この中で麻績村に移住定住し、子育てをしたい、またはテレワークをしたい方

を優先しますと明記されております。そこで、要旨２番なんですけれども、麻績村ゆりの木

公園テレワークセンターなどを使用して、ここにおいて起業を目的とした入居者は何件あっ

たでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） 今回におきましては、起業を目的とした入居者の希望はございま

せんでした。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） ちょっとそれにはやはり寂しさを感じるところでありますけれども、

これから新たに入居される世帯の状況について説明していただきたいと思います。４棟に入

居された子供さんを加えた家族の総数、４棟入居の抽せんを行ったわけですけれども、今回、

新たに入居する方たちの総人数をお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） お答えをさせていただきます。 

  夫婦２人ずつで４棟で８名でございます。子供がいる方が２世帯でありますので10という

ことになりますが、お願いします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 全員で総数で10名ということですね。 

  それで、私は、前の議員さんたちもいろいろ質問をしたところなんですけれども、若者住

宅の選定の経緯ということで、平成30年６月26日の議会説明資料として私もいただいてあ
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りますけれども、その中で私は一番やはり気になっているところがあります。この造成に関

しては、住宅の需要を見極めながら譲渡型定住促進住宅の建設も行っていくと、こういうこ

とが明記されていますけれども、今後、桑山地区にまた４棟、５棟と建てられていくわけな

んですけれども、その中で、やはり住宅の需要を見極めながら譲渡型の定住促進住宅という

ものを考えているのかどうか、ここの辺を説明していただきたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） 今後の住宅の状況を見極めながら、どんな方法が一番いいのかと

いうことを模索しながら進めてまいりたいと考えております。 

  取りあえず、現況においては賃貸住宅で進めているという状況です。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） それでは、今現在ではそういうことをまだ考えていないと。今後考え

ていくという、そういう考えはあるんでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） 先ほど申しましたように、住宅事情、供給は年々変わってくると

思いますので、その状況を勘案しながら検討してまいりたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 私は、やはり永住に結びつくということを考えていかれるんでしたら、

やはり私の言いましたように、譲渡型の定住促進住宅というものもこれからは推し進めてい

っていただきたいと、こんなように思っております。 

  さて、それでは、桑山地区の移住定住促進住宅の入居者に関しては、今、説明していただ

きましたけれども、大体の様子は分かりました。 

  さて、質問事項の２に移っていきたいと思います。 

  まず、障害者の就労施設や支援施設の建て替えについて、これは昨年の３月議会の一般質

問で高野村長が答弁されました。それは、老朽化した福祉企業センター及び山ぼうしの作業

所を建て替えると、そのように答弁されました。その後の進捗状況について質問いたしたい

と思いますけれども、現在までの進捗状態に関してをお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原住民課長。 

○住民課長（塚原貴志君） それでは、私のほうから環境整備計画についての現状についてお
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答えをさせていただきたいと思います。 

  現時点でお示しできる計画はない状況でございます。本定例会に関係議案を提出させてい

ただいておりますが、令和４年度におきまして設置をいたします麻績村福祉施設整備研究検

討委員会の委員の皆様により、ゼロベースから幅広い議論をしていただき、ご意見をいただ

きたいと考えております。その上で整備計画の作成ができればと思っておるところでござい

ます。 

  令和４年度につきましては、具体的に整備を進めるための言わば準備期間となりますが、

この期間が最も重要と考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 前回の一般質問でも施設の大きさとか施設の予定地、土地は確保され

ていると言われているわけですので、ぜひ作業所、そして企業センター、これをやはりこれ

からも新しく造っていくべきだと私は思っております。 

  それで、今朝も東日本大震災が11年前に起きたという日でもありますけれども、それを考

えてみますと、福祉企業センター及び山ぼうし施設の環境整備というものはしっかりやって

いかなければいけないと思います。いわゆる老朽化した両施設については耐震改修の考えは

あるのかどうか、これを説明していただきたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 今、議員さんのおっしゃるとおり、施設につきましては大変古い施設

ということになりますし、また、支援施設山ぼうしにつきましては旧保育園の後建物という

ようなことで、大変古いものと認識はしてございます。 

  今、計画の中で企業センターあるいは山ぼうしの施設の整備というようなことであるわけ

でございますけれども、やはり今、検討というのは、将来的なそういった利用者数の把握も

推測しなければならないというふうなことがございますし、また、それによって施設の大小

が決まってくるというようなこともございます。いずれにしましても、そういった皆さん方

が安全に安心して有意義に働く場所、あるいは支援いただく場所というふうな形でしっかり

と計画をする中で、整備を進めていきたいと思っているところでございますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 
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○１番（飯森茂孝君） 今、これから整備をしていくということの答弁でありますけれども、

私はやはり現状を考えてみますと、耐震改修も、新しくできる施設を考えますと、それまで

の間、やはり耐震設備というものはしっかりやっていかなければいけないと思いますので、

この辺、耐震に関して改修するという気持ちはありますでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 施設の全体の中で、本当に局部的にここは大変危険だというような部

分については手直しをしていくわけでございますけれども、やはり建物等の大規模改修とい

うようなことになりますと、それぞれの建物についても結構な面積がございますので、結局、

耐震診断プラスアルファ耐震というふうなことになると、1,000万円、2,000万円というよ

うな、そういった費用をかけてやらなければならないということでございますので、危険箇

所につきましては、今後整備をするにしても、簡易的整備の中で今後、新たな施設へ早急に

移管できるような形で進めていかれればと思っているところでございますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 私は常日頃思っているんですけれども、この福祉企業センター及び山

ぼうしの作業所を見ますと、非常に筑北地区のほうが何となくよりよい環境ではないかと、

そんなふうに察しております。そのところで、筑北との障害者の企業センターとか山ぼうし

の関係というものは、何か連携を取っているところがあるでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原住民課長。 

○住民課長（塚原貴志君） お答えを申し上げます。 

  連携という形であるかどうか分かりませんけれども、それぞれご利用者様が施設を選ぶと

いう場面があろうかと思います。ですから、作業内容等々で適性に合っている部分、そうい

った施設をそれぞれ選ぶ中でご利用されているという形でございますので、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） そうですか。まず私は、今日のお昼に山ぼうしの方たちがコーヒーを

販売に来ました。しかも筑北では、下のホールのほうにパンを売りに来ているという、そう

いうようなことを見ますと、やはり筑北村のほうが随分発展的な感じで、障害者及び作業所

というような、福祉企業のことに関しては進んでいるんじゃないかなというふうに思います



－98－ 

けれども、どのように麻績村としては考えておられるでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） それぞれの村によりまして取組方はそれぞれだと思うわけでございま

すけれども、やはり近隣市町村、隣村のいいところは吸収する中で、村のほうもそういった

部分で整備がされていけばと思いますし、また、利用者さん方がやはり先ほど言いましたけ

れども、安心・安全に本当にそこで暮らせるような部分についてはしっかりとした充実した

整備が必要ではないかと思っております。 

  いずれにしましても、今後、そういった総体的な部分で検討する中で、充実を図っていき

たいと思っているところでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 私は常日頃から思っているんですけれども、できれば、やはりグルー

プホーム、このような設置もこれから考えていったほうがいいんじゃないかと思いますが、

その点についてはどのような見解を持っているでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） グループホーム、支援施設でございますけれども、やはりグループホ

ーム等については、以前にもそのような計画が上がったことがございます。地域性とかいろ

いろとそういうご理解をいただかなければ、なかなか進展してこないというような部分があ

るわけでございますけれども、今、麻績村にいる障害を持たれているお子さんがいるお父さ

ん、お母さん方については、これは年々、年を重ねて、その後どうするんだというような、

そういう不安的な考え方は、皆さん、頭に持っているんではないかと思います。 

  そういう中においては、今後、グループホーム等のそういった施設等についても研究を進

めていかなければいけないかなというふうな考えでございますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 実は私もホームページを見ましたが、昨年、アンケートを行ったとい

うことなんですけれども、このアンケートの集計結果というものは、ここで説明していただ

くわけにはいきませんでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原住民課長。 

○住民課長（塚原貴志君） それでは、アンケート結果につきましてお答えをさせていただき

たいと思います。 
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  未来の福祉施設整備に関するアンケート調査としまして、令和３年12月１日現在、麻績村

に住んでいます18歳以上の方を対象としまして、全戸1,047戸、１戸１回答として実施をい

たしました。調査期間につきましては令和３年11月26日から令和３年12月17日とし、郵送

による回収といたしました。 

  回収結果につきましては、配布数1,047部に対しまして回収数370部、回収率35.3％とな

りました。回収率の目安とは30％前後といわれる中で、35.3％となったことは、村民の皆

様の福祉への関心の高さが読み取れる結果でございました。 

  回答者は60歳以上の割合が74.4％に達しました。70歳以上は独り暮らしや配偶者と２人

の世帯が多く、自身の老後生活の不安を記載する回答者が多く見られました。二世帯の世帯、

三世帯の世帯も一定数ありますが、アンケートの結果は世帯で１部だったため、最も年長者

が回答した可能性が高いことがうかがえます。 

  村の福祉施策についてどのように思うかの設問に対しましては、とても充実している

11.7％、充実している23.7％となり、充実していない4.2％、あまり充実していない8.9％

を上回る結果となりました。年齢が高まるとともに、とても充実、充実の割合が増える傾向

が見られました。 

  村民の皆様の障害者への受け止め方は肯定的でありまして、近隣に障害者施設ができるこ

とに関しては、86％の方が何かしらの協力ができると回答されています。障害者支援施設に

つきましては、就労支援施設、重度障害者施設の建設を望む声が45.6％に達しております。

また、高齢者支援、生活困窮者、生活保護受給者支援に係る設問においても、働き続けられ

る施設や仕組み、近隣の働く場所が必要と回答している方がいる結果となりました。 

  このアンケート結果につきましては、さきに申し上げました麻績村福祉施設整備研究検討

委員会において議論をいただくための基礎資料となります。なお、アンケート結果につきま

しては議員おっしゃったとおり、村のホームページのほうでも掲載をしてございますので、

よろしくお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 今、アンケートの調査結果をある程度説明していただいたわけなんで

すが、私は常日頃から、どうしても福祉企業センターと山ぼうしの作業所というものは老朽

化が進んでいて、何とかしてもらえねばなという気持ちで、今までもずっと一般質問もして

きましたけれども、いずれにしろ、今現在、ここに議員さんいるわけですけれども、今まで
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山ぼうし、そして福祉企業センターのほうに勤務されていた議員さんもおります。 

  そういうことを考えますと、これからもやはり充実した支援をしていかなければいけない

んじゃないかということをつくづく思っているわけなんですけれども、ぜひ現場の方々とも

しっかりとコミュニケーションを取って、今後の在り方というものをしっかり考えていって

いただきたいと思いますが、その点、どうでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原住民課長。 

○住民課長（塚原貴志君） お答えを申し上げます。 

  いずれにしましても、建設研究検討委員会を設置いたします。そのメンバーの方につきま

しては、それぞれ該当する団体の方々等々とメンバーに入れる予定でございます。そういっ

た方を通してご意見をいただく部分と、もちろんご利用いただいている皆様方のご意見等々

も広くお聞きする中で意見集約をしていきたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） ぜひ現場の意見をしっかりと受け止めていただいて、今後の支援につ

なげていっていただきたいと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

  それでは、質問事項の３番になります。 

  昨年、シェーンガルテン、ここにはエレベーターを設置していただきました。これはコロ

ナ禍ということもありまして、私ども議員としてはコロナの疑いがある方をやはり一時避難

所として活用するためのものだと、そういうふうに私自身、理解していましたけれども、災

害発生時のときに感染症の拡大防止を目的とした宿泊施設の避難場所として、配慮が必要な

方への避難ができるようになったと、広報でも知らせていただきました。 

  そこで私のほうからの質問要旨としては、まずシェーンガルテンの施設管理者と交わした

分散避難所利用協定という内容を説明していただければうれしいなと思っています。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） それでは、私のほうからご回答させていただきます。 

  分散避難所の利用について、株式会社技研サービスとの協定の内容でございますが、令和

４年６月29日付でシェーンガルテンおみの指定管理者の株式会社技研サービスと、災害時に

おける分散避難所利用に係る協定書の締結をいたしました。併せて令和３年７月５日に、シ

ェーンガルテンおみにおける災害時分散避難所利用に関する規定が施行されました。 

  ご質問の協定の内容でございますが、大規模災害発生時または災害発生が予測される場合
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における分散避難所の１つとして、シェーンガルテンおみを自主避難所として利用する内容

になっています。趣旨は、災害等が発生した際、避難所の過密を防ぐこと、避難所への感染

症リスクを下げるため、特段の配慮が必要な方の二次避難所として利用するなどを定めてい

ます。 

  利用する流れといたしまして、シェーンガルテンおみにおける災害時分散避難所利用に関

する規定に沿って行い、あくまで自主避難所でございますので、自主避難した利用者の方に

は利用者の負担が生じます。 

  自主避難した利用者の方が施設、シェーンガルテンおみに払う１泊素泊まり１人当たり

3,000円、こちらは消費税と入湯税込みでございます。併せて食事代金、その他自主避難し

た方が負担する経費、こちらは、生じた際に施設と協議をいたします。このような３点がか

かります。ただ、災害救助法や新型インフルエンザ等対策特別措置法等の法令の規定に該当

する場合は、公費負担となるように規定されております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 今の答弁を聞きますと、やはりこれは自主避難という設定のようでご

ざいますが、結局、一般の宿泊者と同じような待遇ということですね。 

○議長（峯村賢治君） 青木課長。 

○観光課長（青木秀典君） 実際、通常の宿泊者につきましては素泊まり料金が5,000円以上

しております。今回の自主避難所につきましては、あくまで消費税込み、入湯税込みで

3,000円プラス食事代は別途というような形で、こちらについては料金は別に設定されてい

ます。 

  併せまして、先ほど私、シェーンガルテンおみの指定管理者との締結の年月日を令和４年

６月29日と申し上げましたが、訂正させていただきます。令和３年６月29日付の締結とい

うことで、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） それでは、現実問題として、まず、災害時に配慮が必要な方あるいは

感染疑いのある方の具体的な利用方法というものを伺いたいと思います。それにあと１点、

結局、通常にシェーンガルテンを利用されている宿泊者、そういう方には、シェーンガルテ

ンは分散避難所であるということは通常、知らせているのかどうか、そこの辺をお聞きした

いと思います。 
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○議長（峯村賢治君） 青木課長。 

○観光課長（青木秀典君） お答えいたします。 

  通常の宿泊者の方には、シェーンガルテンのほうから、こちらは自主避難所ですよという

ことは、広報は今現在はしておりません。ただ、今回の議会のほうでご質問があってご答弁

したことによって広がるものと思っておりますし、こちらとしても、またそのような必要が

あれば、ＰＲといいますか、周知をしていかなければならないと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 私の質問もちょっとちぐはぐなことを言って申し訳ございませんけれ

ども、よく新聞などを見ますと、福祉避難所というような表現をされているんですけれども、

シェーンガルテンは福祉避難所という考えでよろしいでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 青木課長。 

○観光課長（青木秀典君） お答えいたします。 

  シェーンガルテンおみは、自主避難所として利用していただきたいと思っております。福

祉避難所につきましては別途指定された施設がございますので、そちらのほうを利用してい

ただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） それでは自主避難所ということですね。それもやはり今後、広報か何

かで知らせていただきたいと思っております。 

  私は、やはりこのガルテンの一番先の基本姿勢としては、体が不自由な方とか、いわゆる

独居生活をしている方とか、そういうような人が自主的にそちらのほうへ行って避難すると

いう、そのようなニュアンスでいたんですけれども、そのニュアンスでよろしいでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 青木課長。 

○観光課長（青木秀典君） シェーンガルテンおみに自主避難される利用者さんにおきまして

は、一度、村にご相談いただきたいと思います。村のほうからシェーンガルテンおみのほう

に空き状況、空き部屋があるかどうかの確認を取って、その規定の中では、空いている部屋

数の限度数というふうになっておりますので、そこで村のほうで、シェーンガルテンおみの

ほうに行ってくださいというアナウンスをする流れになっております。 

  以上でございます。 
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○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 今の答弁なんですけれども、それでは利用をしたい方は、まずは役場

のほうに連絡を取るということになるわけですね。 

○議長（峯村賢治君） 青木観光課長。 

○観光課長（青木秀典君） 利用を希望する方がいれば、まずは役場のほうに、主管課である

観光課のほうに一度相談をいただきたいと思います。あとは空き状況によって、こちらのほ

うでまた、シェーンガルテンおみと協議をするような形になります。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 随分面倒くさい自主避難所だなというふうに私は感じますけれども、

もう少し利便性を高めたほうがいいんじゃないかなというふうに私は思っていますけれども、

その辺、どうなんでしょうかね。 

○議長（峯村賢治君） 青木課長。 

○観光課長（青木秀典君） あくまでこれは自主避難所ということになりますので、ご本人様、

利用される方が、あくまで危険だと思われるということも含まれております。ですので、も

し自主避難という考えでなければ、通常宿泊という考えでご利用いただければと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） それでは今、私のほうからも質問しましたけれども、広報おみなどに、

またその内容を詳しく知らせていただきたいと思います。村民はやはりガルテンをどのよう

に使ったらいいかと、避難所としてどのように使ったらいいのかということが周知されてい

ないような感じがしますので、ぜひその辺は広報か何かで連絡をしていただければと思いま

す。 

  さて、私も実は今日、議員の皆さん、重複しているところが随分あったわけなんですけれ

ども、質問事項４番のほうに移ります。 

  それでは、先ほど総務課長のほうからも、聖高原駅の無人化についてということでいろい

ろ説明をしていただきました。これはＪＲ長野支所から聖高原駅の無人の提案ということで

されたわけですけれども、自動券売機の撤去なども含まれています。しかもこれは４月１日

から実施されるという予定ですので、４月１日というとすぐのことですから、無人化に伴う
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麻績村としての今後の対応について、重複すると思いますけれども、もう一度話していただ

きたいと思います。 

  私のほうも利用者数、これを調べました。この場合は2000年には454名、2010年は315名、

2020年は180人くらいということなんですけれども、これも私は利用者が少ないから無人化

にならざるを得ないというふうなことだと思うんですけれども、ぜひ今後も、利用客がやは

り利便性とか安全性の強化が懸念されますので、その辺を村としてどのように支援をしてい

くかということを聞きたいと思います。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） それでは、私のほうから今後の対応ということで、若干ダブりま

すけれども説明させていただきます。 

  ＪＲ聖高原駅のみどりの窓口廃止に伴いまして、近隣の駅で行っております簡易委託化の

実施に向けて、今、ＪＲさんと協議をしておるところでございます。協議を進めていく中で、

今、現状の窓口営業時間に近いような形で協議ができればなというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） まず、私は今までの村民の皆さんの意見をお聞きしている中で、エレ

ベーターの設置の要望、こんなようなことにも村としてはどのような考えでいるかというよ

うなことも、一応、村のほうの考えというものはどのようなものかということを質問事項と

してやってきました。篠ノ井線の利用者が少ないということが、やはり無人化につながった

１つの要因だと思いますけれども、これは篠ノ井線の複線化ということ、それに、松本や長

野のほうの病院へ行くような方々は、やはりエレベーターの設置の要望というものが根強く

あるところだと思いますけれども、村としてはこの辺、どのような支援をしていけばいいか

なというようなことを考えているかどうか、ちょっとお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 篠ノ井線につきましては、首都圏や長野、名古屋など都市部です

とか、県内各地を結ぶ重要な路線だというように認識をしております。篠ノ井線の複線化に

つきましても、今まで県町村会の政務部会でも、県内の重要路線でもありまして、複線化や

安定運行についてお願いをしているところでございます。また、篠ノ井線の活性化協議会に

つきましても、ＪＲさんへの要望を毎年行っているというところでございます。 
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  担当課といたしましては、篠ノ井線につきましては県内の重要路線でもありますので、引

き続き、機会を捉えて要望をしてまいりたいというふうに考えております。 

  ここ数か月、ＪＲさんとのお話し合いの機会が出てきておりますけれども、ＪＲさんでは、

聖高原駅のエレベーターの設置等については、現在設置してあるところでも、既存設置区間

でも撤去する方向で動いているということで、村で工事費を出していただいてもかなり厳し

い状況ではあるというふうなお話もお伺いをしているところではございますが、担当課とし

ましては、エレベーター等の設置基準に満たない駅ではありますけれども、協議会内でもエ

レベーター設置を要望している駅もございますので、そちらのほうとも連携しながら、引き

続き要望を継続してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 大変な状態だと思います。なかなかＪＲを利用する方も減ったという

ことで致し方ないんだろうというような感覚もありますけれども、篠ノ井線の複線化または

冠着トンネル、これも老朽化しちゃってきているところですので、これからもほかの市町村

とやはり一緒になって、複線化及びエレベーターというようなものも設置していただきたい

なという、その要望だけはやはり今後も続けていっていただきたいと思います。 

  それで、ＪＲから麻績村のほうへ駅舎を、考えてみれば、譲渡されたような感じになるわ

けなんですけれども、駅舎の活用策、できれば私は観光案内の設置など、駅舎の中に設けて

いただければうれしいなと思っているんですけれども、その辺の考えはありますでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 今現在、ＪＲさんから打診を受けているのは、みどりの窓口の廃

止の段階でございます。施設はＪＲさんの持ち物ですので、どのような活用をしていくかと

いうのは、簡易委託の販売機の件がこれでまとまる後、また検討してまいりたいなと考えて

おりますが、当面は委託販売機に向けて準備を進めてまいりたいなと考えておりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 駅舎の活用策というものは、私はできれば中に、麻績村としては観光

案内所の設置など考えていただければうれしいなというふうに思うんですけれども、その辺

の考え方はどうでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） 先ほどもちょっと申しましたけれども、駅の持ち主自体はＪＲさ
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んになりますので、村でこういうふうにしますということは、今のところ言えない状態です

ので、いずれにしても、何かある場合はＪＲさんと協議しながら進めなければいけないとい

うことで、許可を得なければできないということでございますので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） あと、ちょっと感じたことなんですけれども、駅舎の中の１年を通じ

て暖房とか冷房、そういうようなものというのはＪＲの方たちとは何らか説明がされている

んでしょうか。村で持つとかＪＲで持つとか、そんなようなことは。まだ細かいことは決め

ていないでしょうか。 

○議長（峯村賢治君） 宮下総務課長。 

○総務課長（宮下利秀君） まだ切符販売以外のことについてはあまり協議できていない段階

ではございますけれども、近隣の駅におきますと、ストーブの設置等も簡易委託の中で行っ

ているというようなこともございますので、それも含めて、今、検討しているところでござ

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 飯森茂孝議員。 

○１番（飯森茂孝君） 私はちょっと細かいことを聞いてしまっているところもあるんですが、

４月１日から無人駅になるということで、やはり村民の皆さんも心配するところがあると思

いますので、ぜひ決定したところで、やはり皆さんに広報を通じて知らせるような対応をし

ていただきたいと思います。どうかよろしくお願いします。 

  時間もまだあるんですけれども、私からの一般質問はこれで終わりといたします。どうも

ありがとうございました。 

○議長（峯村賢治君） １番、飯森茂孝議員の一般質問が終了しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第１号の上程、質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第２、発議第１号 ロシアのウクライナ侵攻に対して強く非難す

る決議書についてを議題といたします。 

  発議議員の説明を求めます。 

  飯森寛志議員。 

〔議会運営委員長 飯森寛志君 登壇〕 
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○議会運営委員長（飯森寛志君） 決議書の発言の前に、一言申し上げます。 

  今、各市町村議会で発議されております決議書が出されている状況でございます。村内に

も様々な問題が多々ある中、唐突なウクライナ侵攻は無視できない事件でございます。侵攻

から２週間過ぎ、収束の気配もなく、停戦交渉の進展もなく、一部人間の意味への、多くの

人間には意味のない戦争が続いております。 

  この２週間でウクライナ市民、子供を含む多くの犠牲者、避難民を出し、ロシア兵は訓練

と称し戦場に送り込まれ、戦死者も多く出しております。この世界的に見ても何の意味もな

い戦争をいち早く収束するために、ウクライナ国、ヨーロッパ、世界に平和の１秒を早く迎

えるために、ロシアによるウクライナ侵攻に対し、強く非難する決議書を発議するものであ

ります。 

  それでは、決議書を朗読します。 

  ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議書。 

  麻績村村議会は、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に強く抗議する。２月24日に勃発

したロシア軍による全面的なウクライナ侵攻は、明白に国際法違反であり、私たちはこれを

強く非難し、今回の暴挙は国際社会の平和と秩序を著しく脅かす行為であり、断じて許すこ

とができない。 

  現在、ロシアの一方的な攻撃に対して、ウクライナが徹底抗戦の構えを見せており、事態

はますます深刻度を増している。ロシアは軍事行動を即座に停止し、部隊を撤退させ、国際

法を遵守し、外交による解決を図るよう強く求めるものである。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 発議の説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  発議第１号について、質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 
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〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員挙手。 

  全員賛成と認め、発議第１号は原案どおり可決いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（峯村賢治君） 本日予定されました議事日程は全て終了いたしました。 

  以上で、令和４年第１回麻績村村議会定例会第２日目を散会といたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時０６分 
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令和４年第１回麻績村議会定例会 （第３日） 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

                     令和４年３月１４日（月）午後１時３０分開議 

      開議の宣告 

      議事日程の説明 

日程第 １ 議案第 １号 令和３年度社会資本整備総合交付金事業道路改良工事請負契約の 

             変更契約の締結について 

日程第 ２ 議案第 ２号 麻績村附属機関に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ３ 議案第 ３号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一 

             部を改正する条例について 

日程第 ４ 議案第 ４号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ５ 議案第 ５号 麻績村営水道条例の一部を改正する条例について 

日程第 ６ 議案第 ６号 麻績村下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第 ７ 議案第 ７号 麻績村農業集落排水施設の設置等に関する条例の一部を改正する 

             条例について 

日程第 ８ 議案第 ８号 麻績村浄化槽整備推進事業に関する条例の一部を改正する条例に 

             ついて 

日程第 ９ 議案第 ９号 麻績村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい 

             て 

日程第１０ 議案第１０号 村道路線の認定について 

日程第１１ 議案第１１号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起について 

日程第１２ 議案第１２号 令和４年度麻績村一般会計予算 

日程第１３ 議案第１３号 令和４年度麻績村国民健康保険特別会計予算 

日程第１４ 議案第１４号 令和４年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲事業特別会計予算 

日程第１５ 議案第１５号 令和４年度麻績村下水道事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第１６号 令和４年度麻績村水道事業特別会計予算 

日程第１７ 議案第１７号 令和４年度麻績村介護保険特別会計予算 

日程第１８ 議案第１８号 令和４年度麻績村後期高齢者医療特別会計予算 
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日程第１９ 議案第１９号から議案第２８号まで、同意第１号から同意第３号まで一括上程 

      議案第１９号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第２０号 議会の議員の職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

             る条例について 

      議案第２１号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する 

             条例について 

      議案第２２号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第２３号 令和３年度麻績村一般会計補正予算（第１１号） 

      議案第２４号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

      議案第２５号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

      議案第２６号 令和３年度麻績村水道事業特別会計補正予算（第４号） 

      議案第２７号 令和３年度麻績村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

      議案第２８号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

      同意第 １号 副村長の選任について 

      同意第 ２号 教育長の任命について 

      同意第 ３号 監査委員の選任について 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  飯 森 茂 孝 君      ２番  塚 原 利 彦 君 

     ３番  宮 下   朗 君      ４番  茂 木 泰 男 君 

     ５番  飯 森 寛 志 君      ６番  宮 川 秀 俊 君 

     ７番  清 水   清 君      ８番  峯 村 賢 治 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（８名） 

村 長 塚 原 勝 幸 君 教 育 長 飯 森   力 君 

村づくり推進 
課 長 

塚 原 敏 樹 君 総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 
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振 興 課 長 森 山 正 一 君 住 民 課 長 塚 原 貴 志 君 

観 光 課 長 青 木 秀 典 君 教 育 次 長 塚 原 優 仁 君 

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 臼 井 孝 夫 
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開議 午後 １時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（峯村賢治君） 定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、令和４年第１回麻績村

議会定例会第３日目を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  報道関係者より、撮影、議会傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（峯村賢治君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  事務局長より、議案の確認及び本日の議事日程についての説明を願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第１、議案第１号 令和３年度社会資本整備総合交付金事業道路

改良工事請負契約の変更契約の締結についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第２、議案第２号 麻績村附属機関に関する条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第３、議案第３号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご
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ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第４号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第４、議案第４号 麻績村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第５、議案第５号 麻績村営水道条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

  質疑を行います。 
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  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第６、議案第６号 麻績村下水道条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第７号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第７、議案第７号 麻績村農業集落排水施設の設置等に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第８号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第８、議案第８号 麻績村浄化槽整備推進事業に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第８号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第９号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第９、議案第９号 麻績村消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１０号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第10、議案第10号 村道路線の認定についてを議題といたしま

す。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 
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  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１１号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第11、議案第11号 聖高原別荘地地上権に関わる訴訟の提起に

ついてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１２号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第12、議案第12号 令和４年度麻績村一般会計予算を議題とい

たします。 

  お諮りいたします。 

  一般会計予算の質疑については、歳入と歳出に区切って行い、最後に全般について質疑を

行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（峯村賢治君） 異議なしと認め、一般会計予算の質疑については、歳入と歳出に分け、

最後に全般について行います。 

  初めに、歳入についての質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） 以上で、歳入全般についての質疑を終わります。 

  次に、歳出全般についての質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） ６番、宮川秀俊です。 

  歳出について、２点質問いたします。 

  まず１点目、これは32ページ、款２総務費、項４総務管理費、目１一般管理費ですが、節

２、３、４、８、特別職２名に係るものの歳出内容について、村長、副村長を想定したもの

だと思いますけれども、現在、11月から今日まで、副村長は空席でありました。特に何ら副

村長の、充当するということは、現時点で緊急性とか、行政執行に当たって何ら支障はない

と思うんですけれども、また塚原村長は、これまで総務課長、教育長、副村長を歴任してき

た行政に精通された方であります。私には必要ないと思いますので、お答えをお願いします。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） お答え申し上げたいと思います。 

  今、村のそういう行政事務につきましては、大変複雑・多様化というような形で来ている、

また、村民のニーズにも的確に応えていかなきゃならないというようなこともございます。

また、今後、これから村長不在というような、出張等で不在という機会が多くなるというよ

うなこともございますし、事務の適正・スピード化を図らなきゃならないということもござ

いますし、また、特にこれから、ＤＸあるいはデジタル庁等々のそういった対応も出てくる

というようなこともあれば、どうしても事務の適正な運営については、副村長を置く中で、

村民の皆様方に負担をかけないように、また迷惑かけないように求めていかなきゃいけない

と思っているところでございますので、今回、副村長の設置についてお願いするところでご

ざいます。 

  以上でございます。 
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○議長（峯村賢治君） 宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） 業務が複雑・多様化、また、いろんな要望が多くなっていくというこ

とは、これは別に麻績村に限ったことではないし、今までもそうだったと思います。 

  この後のところでまた討論がありますので、そこでやりますけれども、２点目、これは、

２点目は款７土木費、項４住宅費、99ページですけれども、目２住宅建設費、節12委託料、

16公有財産購入費、これは、一般質問でも私はちょっと尋ねましたが、大型事業を行ってい

く上で大変な、これは疑問があります。 

  住宅建設費ですね、限定して予算づけをされているわけですが、これは今の桑山住宅を想

定してやっているということなんですが、これは、前にも申し上げましたとおり、９区画、

今年３月の４区画までを、私は17期議会議員として承認したものと思っております。 

  これまで、この桑山の住宅地に関して、それでは選定は行われたんでしょうか。私はその

点、一番の事業の取っかかりのところが重要だと思っています。議会構成も18期で替わりま

した。村長も替わりました。皆さんご存じのとおりです。そして、この間の一般質問したと

おり、何ら詳しい説明というのはなかったわけですね。 

  ですから、私はこの予算執行に対しては、大変疑問を感じておりますので、その答弁を求

めます。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） 桑山住宅につきましては、９戸建設されております。最初の５棟

につきましては、令和２年度でございますけれども、応募したところ、２倍の10名の方、ま

た令和３年度、今年度につきましては、４棟のところに７名、1.75倍と、非常に現在のと

ころ、住宅の評判は非常によいという点がございます。 

  また、あえて他の場所に建設するよりも、既にあの地区につきましてはインフラの整備が

されておりまして、用地が確保できれば、インフラ整備の費用も削減できるということでご

ざいます。 

  以上であります。 

○議長（峯村賢治君） 宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） 一番最初の桑山の、当時、小東と呼ばれていたところですけれども、

これは、平成30年11月13日、議会打合せ会で村長のほうから、当時の高野村長のほうから

説明を受けたものですけれども、そのときは、初年度造成、それから、次年度に建築をされ

ていくというような説明で、過疎債を使って償還を考えていく、また基金を活用しますよと、
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財調でやっています。 

  今回、残念ながら、先ほどから申し上げているとおり、どうやっていくか    なんで

す。こういった詳細説明はなぜ行われないのか、そこが私は疑問に思っているところです。 

  これからどうやって建設費を工面していくのか、どうやって返していくのか、その辺が非

常に心配でありますので、もう一度お願いします。 

○議長（峯村賢治君） 森山振興課長。 

○振興課長（森山正一君） 詳細な内容につきましては、今後、議会の皆様と検討させていた

だきながら進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○６番（宮川秀俊君） はい、いいです。 

○議長（峯村賢治君） ほかにございますか。 

  塚原議員。 

○２番（塚原利彦君） ２番、塚原利彦です。 

  今、６番議員さんからも質疑があったんですけれども、今回、特別職２名の報酬といいま

すかね、そこに掲げられているんですが、今、副村長職として必要な業務といいますか、今

お答えもあったんですけれども、具体的に一つ一つじゃないですけれども、大体どんなよう

なことといいますかね、大ざっぱな部分じゃなくて、やっていることで、こういうこと、こ

ういうことというのがあれば、ちょっとお聞きしたいのと、それから、発展的に、これから

それ以外に、可能性としてできる仕事、何かいろいろのところの状況を聞いたりとか、ネッ

トなんかを調べれば、政策の企画立案というようなことも、そういった業務もというふうに

書いてありますけれども、今されていることのほかに、こういうことをやってもらいたいと

か、何かそういったことがあればお聞きしたい。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 副村長職につきましては、村長の補佐というような部分でございます

けれども、実際的には行政事務、事務屋のトップとして、いろいろと職員の指導から始まり

まして、いろいろな決裁事項については、軽易なものについては副村長決裁というような形

になりますし、会計処理につきましても、副村長のほうで会計処理をしていただくと。 

  それから、社協、聖リゾート等々のそういう外部団体等についても、共に業務を遂行して

いただくというような形になりますし、今後そういった中で、いろいろと事務が増えてくる

中においては、指導的に職員の先に立って、事務執行に向けて誠意努力をいただくというよ

うな形でございますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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○議長（峯村賢治君） 塚原議員。 

○２番（塚原利彦君） 先ほど言った中で、例えば今後の政策等の立案とか企画とかというよ

うなことについての分野は、どんなふうに考えているんですか。 

○議長（峯村賢治君） 塚原村長。 

○村長（塚原勝幸君） 今後いろいろと、公約の具現化というような部分もございますし、ま

た、６次から７次に向けた振興計画等の作成等もございますし、そういった中におきまして

は、やはり中心的な立場において、今後しっかりとした将来計画を立てていただき、またい

ろいろな面で、しっかりと副村長として補佐をしていただくというようなことでございます。

よろしくお願いいたします。 

○２番（塚原利彦君） いいです。 

○議長（峯村賢治君） ほかにございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） 以上で、歳出全般についての質疑を終わります。 

  最後になりますが、歳入歳出全般を通じて質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、歳入歳出全般の質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  宮川議員。 

○６番（宮川秀俊君） ６番、宮川秀俊です。 

  私は、先ほど２点質問しましたが、反対の立場を申し上げます。 

  まず、１点目の特別職の副村長の件でありますけれども、村の人口から、規模ですね、他

村と比べて、別に副村長を置いていないところもあります。どうしても置かなくてはいけな

いという必要があれば、私は会計年度任用職員で十分賄えるものだと思っています。 

  先ほど来、村長がお答えいただいております業務の複雑化、住民からの多くの要望、こう

いったことに関していえば、別に特別職じゃなくても、一般職、任用職員で採用して総務課

付にするとか、あるいは、特別職の給与をはじめとした手当は一般職に向けて、まだ一般職

を２人なり多く採用していけば、各課の業務執行に当たって、一般職員は働き方改革も、よ
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っぽど負担は少なくなるし、村民への住民福祉に寄与するものと思っております。 

  それから、２点目の住宅建設に関していえば、３月に完成した４戸に対して７件の応募が

あった、1.75倍ということでしたが、私はこれは、決してそんなに急いで建設をしていく

ことかなと。２倍未満です。需要が多いとは思いません。それで、現在の本間地区、これか

らどうやっていくのか。賃貸でずっと続けていくのか、売却をするのか、そういう方向もず

っと先送りされています。 

  なおかつ、まだ本間地区は、５年前後で補正をもらえて、外壁の塗装とか補修が必要にな

っております。将来予測もないまま際限なく建設を続けていくことに関しては、私は容認で

きません。 

  将来の若い世代に、これから人口減少が続いていく中で負債を押しつけていくことには私

は反対でありますから、以上の２点について反対をいたします。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  茂木議員。 

○４番（茂木泰男君） ４番、茂木泰男です。 

  塚原村長の桑山若者定住促進住宅は、継続また前進という公約がございます。私は、この

点に関しては反対しません。今後こういう計画があるのであれば、前に候補に挙がった５か

所の中から住宅地を選べば、私は前進になるのではないかと、私は賛成です。 

  以上です。 

○議長（峯村賢治君） 次に、反対の討論のある方、いらっしゃいますか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） なければ、賛成の討論のある方、いらっしゃいますか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） ほかに討論はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） なければ、討論を終わります。 

  それでは、採決に移ります。 

  採決は起立によって行います。 

  原案に賛成の方の起立を願います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（峯村賢治君） 賛成多数と認め、議案第12号は可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１３号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第13、議案第13号 令和４年度麻績村国民健康保険特別会計予

算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１４号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第14、議案第14号 令和４年度麻績村聖高原別荘地地上権分譲

事業特別会計予算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１５号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第15、議案第15号 令和４年度麻績村下水道事業特別会計予算

を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員挙手。全員賛成と認め、議案第15号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１６号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第16、議案第16号 令和４年度麻績村水道事業特別会計予算を

議題といたします。 

  質疑を行います。 
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  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１７号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第17、議案第17号 令和４年度麻績村介護保険特別会計予算を

議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第１８号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第18、議案第18号 令和４年度麻績村後期高齢者医療特別会計

予算を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１９号～同意第３号の一括上程、提案理由の説明 

○議長（峯村賢治君） 続きまして、日程第19、議案第19号 職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例についてから同意第３号 監査委員の選任についてまでの13議案を

一括議題といたします。 

  議案名の朗読は省略いたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  塚原村長。 

〔村長 塚原勝幸君 登壇〕 

○村長（塚原勝幸君） 議案第19号から同意第３号までの提案理由を申し上げます。 

  初めに、議案第19号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、議

案第20号 議会の議員の職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、

議案第21号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について、

議案第22号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についての提案理由を



－128－ 

一括申し上げます。 

  本件は、国家公務員の給与制度等の改定について人事院より勧告され、閣議により人事院

勧告どおり実施することとされました。その改正案が国会に提出されております。麻績村に

おきましても、これに準じて条例の改正をする必要が生じたものであります。 

  次に、議案第23号 令和３年度麻績村一般会計補正予算（第11号）の提案理由を申し上

げます。 

  令和３年度の事業執行については、当初予算並びに補正を行い、計画に沿って順調に進展

しております。令和３年度一般会計を閉じるに当たり、全科目にわたり執行状況等を精査し、

予算補正をさせていただくものです。 

  補正内容の主な点について申し上げます。 

  まず、歳入の概要について申し上げます。 

  全科目にわたり収入見込額を精査し、増減額を補正計上いたしました。 

  村税では、住民税などの増減及び固定資産税の減額を補正計上いたしました。 

  各種交付金では、収入実績を考慮し、増減額を補正計上いたしました。 

  国・県支出金では、各事業の事業費確定による増減額を、災害復旧費国庫負担金、総務費

国庫補助金及び農林水産業費県補助金などの増額を補正計上いたしました。 

  基金繰入金では、福祉基金繰入金の増額を、下水道整備基金繰入金及び水道事業基金繰入

金の減額を補正計上いたしました。 

  村債では、過疎対策事業債などについて、事業実績により不用額の減額を補正計上いたし

ました。 

  次に、歳出の概要について申し上げます。 

  全般にわたり、人件費、各種事業の精査による不足額及び不用額を補正計上いたしました。 

  その他、主な補正内容を申し上げます。 

  総務費では、社会保障・税番号制度システムの整備経費などの増画を、特別職休職者給与

費及び地域おこし協力隊経費など、不用額の減額を補正計上いたしました。 

  民生費では、社会福祉協議会体制整備強化補助金及び国民健康保険特別会計繰出金など不

足額の増額を、給付費及び扶助費など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  衛生費では、機械器具購入費及び検査委託料など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  農林水産業費では、農産物加工施設工事請負費及び国庫補助測定調査委託料など不足額の

増額を、農林費村単工事請負費及び地籍調査費など不用額の減額を補正計上いたしました。 
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  商工費では、観光施設指定管理料不足額の増額を、その他負担金及び公有財産購入費など

不用額の減額を補正計上いたしました。 

  土木費では、村道除雪委託費及び村単道路改良事業工事請負費など不足額の増額を、国庫

補助村道改良事業費及び支障物件等補償費など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  消防費では、防火水槽整備事業及び機械器具購入費など不用額の減額を補正計上いたしま

した。 

  教育費では、負担金補助及び交付金など不足額の増額を、学校管理費及び地区公民館耐震

改修事業など不用額の減額を補正計上いたしました。 

  予備費では、歳出の調整をいたしました。 

  災害復旧費では、農地災害復旧事業の委託料の減額を補正計上いたしました。 

  以上、全般にわたり各種事業を精査、補正計上いたしました。 

  補正額は5,700万円を減額し、歳入歳出総額は32億4,840万円となります。 

  次に、議案第24号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の提案理

由を申し上げます。 

  歳入については、各科目について収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目について事業を精査し、増減額をそれぞれ補正計上いたしました。 

  諸支出金では、今後の国民健康保険特別会計運営のために支払準備基金積立金の増額を補

正計上いたしました。補正額は4,500万円の減額であります。 

  次に、議案第25号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計補正予算（第４号）についての

提案理由を申し上げます。 

  歳入については、各科目について収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、総務費及び施設管理費不足額の増額を、

施設管理費及び施設改良費など不用額の減額をそれぞれ補正計上いたしました。補正額は

591万円の減額であります。 

  次に、議案第26号 令和３年度麻績村水道事業特別会計補正予算（第４号）についての提

案理由を申し上げます。 

  歳入については、事業費を精査し、一般会計繰入金不用額の減額を補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、施設管理費不足額の増額を、施設管理

費及び建設事業費不用額の減額をそれぞれ補正計上いたしました。補正額は1,324万9,000

円の減額であります。 
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  次に、議案第27号 令和３年度麻績村介護保険特別会計補正予算（第２号）についての提

案理由を申し上げます。 

  歳入については、各科目において収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各科目において事業費を精査し、増減額をそれぞれ補正計上いたしまし

た。 

  諸支出金は、今後の介護保険特別会計運営のために支払準備基金積立金の増額を補正計上

いたしました。補正額は674万2,000円の減額であります。 

  次に、議案第28号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

ての提案理由を申し上げます。 

  歳入については、各科目において収入見込みを精査し、補正計上いたしました。 

  歳出については、各項目において事業費を精査し、補正計上いたしました。補正額は124

万円の減額であります。 

  次に、同意第１号 副村長の選任についての提案理由を申し上げます。 

  麻績村麻4820番、宮下利秀氏を選任したいので、地方自治法第162条の規定により議会の

同意を求めるものであります。任期は、令和４年４月１日から令和８年３月31日までの４

年間となります。 

  次に、同意第２号 教育長の任命についての提案理由を申し上げます。 

  麻績村教育長、飯森力氏から辞任を申し出たことから、麻績村麻4635番地３、カセヒロ

アキ氏を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に

より、議会の同意を求めるものであります。任期は、前任者の残任期間である令和４年４月

１日から令和４年９月30日までの間となります。 

  次に、同意第３号 監査委員の選任についての提案理由を申し上げます。 

  麻績村麻3132番５、飯森雄三氏が令和４年３月31日をもって任期満了となることから、

新たに麻績村麻3134番地、飯森力氏を監査委員に選任したいので、地方自治法第196条の規

定により議会の同意を求めるものであります。任期は、令和４年度４月１日から令和８年３

月31日までの４年間となります。 

  以上13議案です。よろしくご審議のほど、お願いいたします。 

○議長（峯村賢治君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  本日は上程のみとし、議案第19号から同意第３号までについての審議、採決は、明日の本
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定例会第４日目に予定しておりますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認め、本日は上程のみとすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（峯村賢治君） 以上で、本日予定されました議事日程は全て終了いたしました。 

  令和４年第１回麻績村議会定例会第３日目を散会といたします。 

  この後、全員協議会を開催し、本日上程しました議案等について、提出者より詳細説明を

受けますので、委員会室にご移動願います。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時０９分 

 



－133－ 

令和４年第１回麻績村議会定例会 （第４日） 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

                     令和４年３月１５日（火）午後１時３０分開議 

      開議の宣告 

      議事日程の説明 

日程第 １ 議案第１９号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ２ 議案第２０号 議会の議員の職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

             る条例について 

日程第 ３ 議案第２１号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する 

             条例について 

日程第 ４ 議案第２２号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ５ 議案第２３号 令和３年度麻績村一般会計補正予算（第１１号） 

日程第 ６ 議案第２４号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議案第２５号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議案第２６号 令和３年度麻績村水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第 ９ 議案第２７号 令和３年度麻績村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議案第２８号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

日程第１１ 同意第 １号 副村長の選任について 

日程第１２ 同意第 ２号 教育長の任命について 

日程第１３ 同意第 ３号 監査委員の選任について 

日程第１４ 発議第 ２号 議会議員の派遣について 

日程第１５ 閉会中の所掌事務調査の件について（議会運営委員会） 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

出席議員（８名） 

     １番  飯 森 茂 孝 君      ２番  塚 原 利 彦 君 

     ３番  宮 下   朗 君      ４番  茂 木 泰 男 君 
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     ５番  飯 森 寛 志 君      ６番  宮 川 秀 俊 君 

     ７番  清 水   清 君      ８番  峯 村 賢 治 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（９名） 

村 長 塚 原 勝 幸 君 教 育 長 飯 森   力 君 

村づくり推進 
課 長 塚 原 敏 樹 君 総 務 課 長 宮 下 利 秀 君 

振 興 課 長 森 山 正 一 君 住 民 課 長 塚 原 貴 志 君 

観 光 課 長 青 木 秀 典 君 教 育 次 長 塚 原 優 仁 君 

代表監査委員 飯 森 雄 三 君   

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 臼 井 太津男 書 記 臼 井 孝 夫 
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開議 午後 １時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（峯村賢治君） 定刻となりました。 

  ただいまの出席議員、８名全員です。定足数に達していますので、令和４年第１回麻績村

議会定例会第４日目を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  報道関係者より、撮影、傍聴の申出がありましたので、これを許可します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の説明 

○議長（峯村賢治君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

  事務局長より、議案等の確認及び本日の議事日程について説明願います。 

  事務局長。 

〔事務局長説明〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１９号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第１、議案第19号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２０号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第２、議案第20号 議会の議員の職員報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２１号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第３、議案第21号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第21号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２２号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第４、議案第22号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２３号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第５、議案第23号 令和３年度麻績村一般会計補正予算（第11
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号）を議題といたします。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第23号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２４号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第６、議案第24号 令和３年度麻績村国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第24号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第２５号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第７、議案第25号 令和３年度麻績村下水道事業特別会計補正予

算（第４号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２６号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第８、議案第26号 令和３年度麻績村水道事業特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 
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〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２７号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第９、議案第27号 令和３年度麻績村介護保険特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２８号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第10、議案第28号 令和３年度麻績村後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご
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ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  原案に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎同意第１号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第11、同意第１号 副村長の選任についてを議題といたします。 

  当事者である宮下利秀君の退席を求めます。 

〔総務課長 宮下利秀君 退場〕 

○議長（峯村賢治君） 質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  本案件に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 賛成多数と認め、同意第１号は原案のとおり同意することに決定いた

しました。 

  宮下利秀君、議場に入場してください。 

〔総務課長 宮下利秀君 入場〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、ただいま副村長に選任されました宮下利秀君から、その場

において挨拶をお願いいたします。 

  宮下総務課長。 
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○総務課長（宮下利秀君） それでは、一言ご挨拶を申し上げます。 

  このたび、塚原村長さんのご指名をいただきまして、また議会の皆様方のご同意をいただ

き、改めて責任の重さに身の引き締まる思いでございます。もとより微力ではありますが、

麻績村に住んでよかった、行ってみたい、これからも住み続けたいと思えるようなむらづく

りに向けて、皆様方のお力添えをいただけるよう、村長の補佐役として誠心誠意努める所存

でございます。 

  今後は、議員各位をはじめ、多くの皆様方のご指導、ご鞭撻を賜りますよう重ねてお願い

申し上げ、簡単でございますが、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎同意第２号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第12、同意第２号 教育長の任命についてを議題といたします。 

  質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  本案件に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 全員賛成と認め、同意第２号は原案のとおり同意することに決定いた

しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎同意第３号の質疑、討論、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第13、同意第３号 監査委員の選任についてを議題といたします。 
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  当事者である飯森力君の退席を求めます。 

〔教育長 飯森 力君 退場〕 

○議長（峯村賢治君） 質疑を行います。 

  質疑のある方の発言を求めます。 

  ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、質疑を打ち切り、討論を省略し、採決することにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  本案件に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（峯村賢治君） 賛成多数、同意第３号は原案のとおり同意することに決定いたしまし

た。 

  飯森力君、議場に入場してください。 

〔教育長 飯森 力君 入場〕 

○議長（峯村賢治君） それでは、ただいま監査委員に選任されました飯森力君から、その場

において挨拶をお願いいたします。 

○教育長（飯森 力君） ただいまはご同意を賜りまして、ありがとうございます。 

  私は、行政が健全な財政運営ができることにより、村が発展していくものと考えておりま

す。微力ではありますが、引き続き健全財政の堅持につながるよう努めてまいりますので、

ご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第２号の上程、採決 

○議長（峯村賢治君） 日程第14、発議第２号 議会議員の派遣についてを議題といたします。 

  お諮りします。 

  議員派遣の件につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思いま

す。ご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  したがって、発議第２号は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の所掌事務調査の件について（議会運営委員会） 

○議長（峯村賢治君） 日程第15、閉会中の所掌事務調査の件についてを議題といたします。 

  議会運営委員長より、麻績村議会会議規則第70条の規定によって、お手元に配付しました

本会議の会期日程等、議会の運営に関する事項等について、閉会中の所掌事務調査の申出が

ありました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（峯村賢治君） 異議なしと認めます。 

  したがって、閉会中の継続審査をすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎村長挨拶 

○議長（峯村賢治君） 本日予定されました議事日程は終了いたしました。 

  また、本定例会の会議に付された事件は全て終了いたしました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  ここで、村長よりご挨拶があります。 

  塚原村長。 

〔村長 塚原勝幸君 登壇〕 

○村長（塚原勝幸君） 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  ３月８日に開会されました第１回麻績村議会定例会におきましては、令和４年度の一般会

計及び特別会計の予算案件をはじめ、令和３年度の一般会計及び特別会計の予算補正、条例
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改正、人事案件等、提出いたしました31案件、慎重にご審議をいただき、全て原案どおり認

めていただきましたことを心より御礼申し上げます。ありがとうございました。 

  一般質問につきましては、議員皆様方から、発展的な多くの貴重なご提案をいただくとと

もに、今後取り組んでいかなければならない課題等につきましてもご質問をいただきました。

御提言いただきました中には、早速事業を実行に移させていただいた事項もありました。ま

た、決議いただきました新年度予算につきましては、予算提案理由で申し上げましたとおり、

引き続き公約の実現に向けて努力するとともに、健全財政を堅持しつつ、魅力あるむらづく

りを進めるべく、適正に執行してまいりたいと思うところでございます。 

  このたび、３月末をもちまして退任されます教育長の飯森力様、監査委員の飯森雄三様に

は、村行政推進に大変ご尽力いただきましたことに感謝を申し上げるところでございます。

大変ありがとうございました。 

  議員各位におかれましては、村政執行に対しまして一層のご理解、ご協力を賜りますよう

お願い申し上げ、以上、今定例会の閉会に当たりまして御礼の挨拶とさせていただきます。

大変ありがとうございました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（峯村賢治君） 以上をもちまして、令和４年第１回麻績村議会定例会を閉会とします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 １時１８分 
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